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はし が き

私たちは，平成 17年度に，科学技術振興調整費(平成 17年度我が国の科学技術政

策の展開に関する調査)による調査研究『科学技術リテラシー構築のための調査研究』

(研究代表者:北原和夫国際基督教大学教授)を行ってまいりました。この報告書は，

その調査研究のサブテーマ 1r科学技術リテラシーに関する基礎文献・先行研究に関す

る調査jの研究成果をまとめたものです。

『科学技術リテラシー構築のための調査研究』は，平成 17年度の単年度の研究で，

我が国が科学技術リテラシー像の策定を進める際の課題整理と基盤整備を行うことを

目的としたものでした。この調査研究によって，我が国が科学技術リテラシー像を策

定することについて合意形成がなされ，その後，我が国の国家的プロジェクトとして，

我が国の f科学技術リテラシー像」が策定されることを目指しています。

本調査研究においては，我が国が科学技術リテラシー像の策定を進める際の課題整

理と基盤整備を行うために.3つのサブテーマが設けられています。

サブテーマ 1:科学技術リテラシーに関する基礎文献・先行研究に関する調査

サブテーマ 2:科学者コミュニティや産業界等の国民の科学技術リテラシーに関す

る意見集約・類型化調査

サブ、テーマ3:科学技術リテラシ}像の策定に関する検討課題に関する分析

この調査研究は，科学技術に関わる研究者と教育に関わる研究者との共同研究であり，

研究への参加者は，総勢で50名を越えたものとなっております。さらに，研究メンバ

ー以外の多くの方々のご協力を得て行われております。

お忙しい中，本研究にご協力いただきました皆様に心より感謝申し上げます。

平成 18年3月
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研究代表者長崎栄三

国立教育政策研究所



本報告書は，平成 18年 3月に発行された F科学技術リテラシー構築のための調査研

究jサブテーマ 1 科学技術リテラシーに関する基礎文献・先行研究に関する調査 報

告書』を，その内容から 3分冊(1， IT， m)に分けて再版したものである。ただし，

再版に際して，数値等の誤りは修正した。

平成 19年 3月
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科学技術リテラシー構築のための調査研究

サブテ}マ 1

科学技術リテラシーに関する基礎文献・先行研究に関する調査

研究結果の概要

1.我が園における科学技術リテラシー研究の分析

我が国における科学技術リテラシーに関係する基礎文献や先行研究を整理・分析し，それらを改

めて科学技術リテラシーとして捉え直し，我が国の科学技術リテラシー論についての体系化を図り，

我が国の科学技術リテラシーを策定する上での学問的基盤を作ることが目的である。そこで，我が

国で発行されている科学技術，理科教育・科学教育，算数・数学教育，技術教育，博物館教育など

にかかわる 41誌の学会誌・専門雑誌の 1970年以降の論文等を分析対象とした。

調査対象とした1970年以降では，科学技術リテラシーを主題とした論文等は， 1970年以降では，

1975年から見出され，全体では 836点あった。科学技術日テラシーの論文等の数は，学会誌・専

門雑誌の分野別に見ると，科学雑誌 60点，理科教育 307点，数学教育 168点，技術教育 148点，

博物館教育6点，教育学147点である。

研究の盛んな時期は3aJあり， 1980年代末は技術教育でコンピュータ・リテラシーが論じられ，

1990年代後半には理科教育で科学的リテラシーが論じられ， 2001年以降は教育学を中心に OECD

の生徒の学習到達度調査 (PISA)のリテラシーが論じられている。

これらの科学技術リテラシーは，その用語から次のように分類できる。

1) r科学技術J:科学技術リテラシー，科学・技術リテラシー，サイエンティフイツク・テク

ノロジカル・リテラシー

2) r科学J:科学リテラシー，サイエンスリテラシー，サイエンス・リテラシー，自然科学リ

テラシー，グローパル・サイエンス・リテラシー

3) r科学的J:科学的リテラシー，科学的リテラシィ，市民科学リテラシー，サイエンティフ

イツクリテラシー

4) rSTSJ: STSリテラシー

5) r環境J:環境リテラシー，環境科学リテラシー

6) r地学J:地学リテラシー，アースリテラシ}

7)r数学J:数学的リテラシー，ニューメラシー，マテラシー， Mathemacy 

8) r統計J:統計的リテラシー

9) r主主術J:技術リテラシー，テクノロジーリテラシー

10) rコンピュータJ:コンピュータリテラシー，コンピュータ・リテラシ-

11) r情報』情報リテラシー，インフォメーション・リテラシー

12) rメディアJ:メディアリテラシー，メディア.!Jテラシー，マルチメディアリテラシ-

13) rミュージアムJ:ミュージアム・リテラシー

14)一般的:リテラシー

15)その他

これらのうち，理科教育におけるリテラシー論は，リテラシーの定義について内包的，外延的の

両面からの研究がなされている。しかしながら，その多くは外国の影響を受けたものである。リテ

ラシーの育成に関しては，研究者集団として，教育課程や育成に適した内容や評価に関する議論が

なされたこともあった。しかしながら，学会組織として理科教育におけるリテラシーの教育に関す
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る全体的な構想を論じるようなことはなかった。

数学教育におけるリテラシー論については，リテラシーの定義を内包的に述べた上での研究は多

いが，リテラシーの構造や外延についての議論はほとんどなされてはいない。その上で，リテラシ

ーの育成に関して，教育課程，育成に適した内容，評価に関する議論がなされている。また，日:本

数学教育学会や日本数学会などが学会組織として数学的日テラシーに触れたことはあったが，その

構造や教育に関する全体的な構想までには至らなかった。

技術教育におけるリテラシー論については， 2005年に日本工学アカデミーが発表した， w技術リ

テラシーと市民教育』は，我が国で初めて組織的に科学技術リテラシーに取り組んだ研究として特

筆すべきものとなっている。

全体的に見ると，我が国の科学技術リテラシー研究の特徴として，個人研究が主体であること，

外国の動向が研究の契機であること，定義が多様であること，教育内容論に傾斜しがちであること

が挙げられる。

なお，上記の我が国における科学技術リテラシーの定義の一覧，及び，我が固における科学技術

リテラシー研究の文献一覧を章宋に一括して掲載してある。

H.諸外国における科学技術リテラシーの研究の分析

アメリカ，カナダ，イギリス，中固などの諸外国の科学技術リテラシーの状況， OECDやユネス

コにおける科学技術リテラシーの状況をまとめた。それらを理科教育・科学教育，算数・数学教育，

技術教育にまとめた。

【理科教育・科学教育】

アメリカでは，科学的リテラシー論が，様々な教育的・社会的な状況変化に伴って，意味内容が

知識理解レベルから情意的・行動的レベルへと深化・拡張されてきている。 1958年に，科学教育の

目標を示す言葉として初めてハードによって使用された「科学的リテラシーJという用語は，科学

者・技術者養成のための専門教育として捉える立場へのアンチテーゼ、として登場した。その後，議

論の過程で様々な批判的な立場も提起され，さらには科学的リテラシー論の背後に潜むイデオロギ

ー性も明らかになってきている。

また，アメリカでは，科学教育のあり方について，誰もがより良い市民となるための準備として

提言され，内容菌では，自然科学領域の枠組みを踏襲しながらも，社会との関連や科学史，探究と

しての科学などの視点にも配慮したカリキュラムが提案されるように変化している。このような変

遷は，科学的リテラシーを特徴づける側面とも重なっており，科学教育の目的と科学的リテラシー

とは表裏の関係にある。

カナダでは， 1997年に科学教育の全国的な目標実現のために「幼稚園から第四学年までの科学

の学習成果に関する共通フレームワークJが策定された。これは，すべての生徒が科学的リテラシ

ーを発達させる機会を持つようにするというビジョンに基づいて開発され，科学的リテラシーを，

「科学とテクノロジーと社会と環境JrスキルJr知識Jr態度Jの4つの「基礎カJから捉えている。

イギリスでは， 20也紀初頭には「すべての生徒のための科学』がすでに明確に学校教育を対象に

スローガンとして掲げられ， 1985年には「科学の公衆理解Jが学校教育を含む生涯教育の文脈で論

じられている。そして，これ以降，主として学校教育の文脈において「科学的リテラシーJについ

て議論されるようになった。

中国では， r科教輿国j という国家戦略の下， 2049年には全国民が科学的素養を備えることを目

指して，着実な措置をとっている。そして，国民の科学的素養を高めるには，学校教育において青

少年の科学的素養を育成することが重要であると認識されている。青少年の科学的素養の指標には，

おおむね知識領域，能力領域， t青意領域という 3つの要素が含まれている。
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UNESCOでは.r科学的リテラシー」の言葉は「プロジェクト 2000+Jの中で急速に用いられ始

めた。 1994年には「科学技術リテラシー，意味と論理的な根拠Jが作成され，科学的リテラシーの

論理的な根拠が示された。その一方で.OECDIPISAにおいては，明確な「科学的リテラシー」の

定義が行われ.r科学的な知識又は概念J.r科学の方法J.r状況又は文脈Jという 3つの領域が示さ

れた。

[算数・数学教育]

アメリカでは.1980年以降の傾向を見ると，数学的リテラシーを「目的としてJ捉える立場と「方

法としてj捉える立場があり，それらは，数学を目的として見て数学的なカの獲得を目指す立場と，

数学を道具として見て科学技術における言語の役割を重視する立場とにそれぞれ対応している。前

者は，全米数学教師協会 (NCTM)などの立場であり，後者はスティーンの立場である。

イギリスでの数学的日テラシーに相当する概念や言葉は「ニューメラシーJであり，クラウザー

報告 (1959)で定義された。それ以降今日まで，ニューメラシーのとらえ方は多様である。コック

クロフト報告 (1982)では，数学学習の意義としてコミュニケーションが挙げられている。国家カ

リキュラム (1999)全体を通じてスキルの育成を目指している。

OECD.PISAの数学的リテラシー，ユネスコの「すべての人々のための教育Jの数学的リテラシ

ー，統計教育国際連合の統計的リテラシーは，それぞれのねらいによって規定の重点が異なるもの

の，数学的な知識・技能が使えるかどうかという「識字カJの意味を超えて，個人が数学的な知識・

技能を活用して自分のおかれた状況を批判的・反省的にとらえるカを含むという意味を共有してい

る。

エパ・ヤブロンカは，数学的リテラシーに関わる様々な文献をレビューし，数学的リテラシーの

多様な捉え方・考え方を，人的資本の開発のための数学的リテラシー，文化的アイデンティティの

ための数学的リテラシー，社会変化のための数学的リテラシー，環境についての意識のための数学

的リテラシー，数学を評価するための数学的リテラシー，の5つにまとめている。

【技術教育1
アメリカの数学・理科・技術科の統合学習(IMaST)では，技術科の学習が，科学的思考方法や

数量的思考方法を使って様々な問題解決を行う。IMaSTの学級におけるその問題解決過程の活動は，

明確化する，検討する，計画する，実行する，意見交換する，の相互作用からなる。

m.我が国における児童生徒・成人の科学技術リテラシーの現状

我が国における児童生徒等の科学技術リテラシーの現状を見るために，理科，算数・数学につい

て，平成 15年度教育課程実施状況調査，国際数学・理科教育動向調査2003年調査の結果を再分析

した。さらに，技術については，技術の学カに関する国際共同調査の結果をまとめた。

【理科教育・科学教育】

平成 15年度教育課程実施状況調査(理科)における小学5年，小学6年，中学1年，中学2年，

中学3年の児童生徒の通過率に基づき，主に通過率が 80%以上の問題について分析を行った。その

結果，通過率 80%以上の問題が該当する内容，観点で小学校左中学校には大きな違いが見られた。

例えば，小学校段階では通過率80%以上の問題が半数近くを占める「生物とその環境』や『地球と

宇宙Jの内容に関わる中学校の第2分野において通過率 80%以上の問題が占める割合は 15%程度

であった。

国際数学・理科教育動向調査2003年調査(理科)における小学4年と中学2年の児童生徒の正

答率に基づき，主に正答率が 80%以上の問題について分析を行った。正答率 80%以上の課題を検

討したところ，平均正答率の高い内容の多くは学校の授業で取り組んだ学習や活動に結びっくもの

が多いことが示唆された。
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I算数・数学教育]

平成 15年度教育課程実施状況調査(算数・数学)における小学5年，小学6年，中学 1年，中

学2年，中学8年の児童生徒の通過率に基づき，主に通過率が80%以上の問題について分析を行っ

た。通過率が 80%以上の問題は，領域別では「数と計算J (または「数と式J)と「図形Jの領域

に多いことが特徴で，例えば計算の意味や関係の理解に関わるものもあり，単に計算ができている

だけではない。逆に， r数量関係J領域には少ない。観点別では「表現・処理J r知識・理解Jの

観点に多い。

国際数学・選科教育動向調査2003年調査(算数・数学)における小学4年と中学2年の児童生

徒の正答率に基づき，主に正答率が 80%以上の問題について分析を行った。正答率が 80%以上の

問題は，内容領域別ではどちらの学年でも「資料・確率Jの領域に多く，また，中学校2年では「幾

何』の領域にむ多い。認知的領域別では，どちらの学年でも「用いるJの領域に多い。出題形式別

では，どちらの学年でも「記述Jよりも「選択肢」の形式に多い。

I技術教育1
日米韓3か国の子どもの技術的教養を評価するテストを使い， 2005年に日本の中学2年，高校2

年及び技術系教員養成課程在籍の大学 1・2年の生徒・学生を調査した。その結果，中学校技術科

として実施されている普通教育としての技術教育は，技術的教義の伸張およびジェンダー格差の解

消に貢献していること，子どもの技術的教義は今日の日常生活では務われず，学校での意図的教育

によってのみ養うことができること，技術的教養をめぐる課題は，普通高校生への技術教育の提供

と中学校技術科の教育内容の抜本的拡充にあること，が示唆された。

lV. Wすべてのアメリカ人のための科学』の分析

アメリカの全米科学援奥協会 (AAAS)のプロジェク卜 2061は， 1989年にアメリカ人のための

科学的ヲテラシーに関する報告書として『すべてのアメリカ人のための科学』を公表した。すべて

アメリカ人が身につける目標としての科学的リテラシーを詳述すると共に、それを達成するための

教育課程についても触れたものであった。これは 1950年代から 80年代にかけてのアメリカ(理科)

教育改革の流れの中で開発されるに至ったものであった。 80年代の改革のねらいが，主に『あらゆ

る市民のための科学的リテラシー育成Jにあり，プロジェクト 2061は，その先導的な役割を果た

してきた。

プロジェクト 2061によって作成された『すべてのアメリカ人のための科学』と，それと並行し

て作成された生物，物理，数学，社会科学，技術などの各専門分野のパネル報告書の目次や序文な

どを過して，プロジェクト 2061で作られた「科学的リテラシーj の全体的な概観や，科学的日テ

ラシーの定義，科学的リテラシー策定の条件，科学的リテラシーの性格，科学的リテラシーの項目

選定の規準，科学的リテラシーと科学教育課程の関係などを見ることができる。

あわせて，プロジェクト 2061のディレクターを務めた，ラザフォード博士とネルソン教授との

本研究会での質駒芯答の記録が掲載されている。

、在
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我が国における児童生徒・成人の科学技術リテラシーの概要

Trends in Scientific， Mathematical & Technological Literacy 
佃lOngJapanese Primary and Lower Secondary School Students and Adults 

1.はじめに

長崎栄三

NAGASAKI Eizo 

国立教育政策研究所教育課程研究センター

National Institu匂 forEducational Policy Research 

我が国で科学技術リテラシー像を策定する際には，現在の児童生徒や成人の科学技術リテラシ

ーの状況が関われる。また，策定された科学技術リテラシー像をもとに教育課程が編成された場

合に，その教育課程は，現在の科学技術リテラシーの状況と比較して評価されるであろう。この

ようなことから，現在の児童生徒や成人の科学技術リテラシーの状況を明らかにしておく必要が

ある。

しかしながら，我が国において「科学技術PテラシーJを規定し，それを基に問題作成の枠組

みを作り，そして，適正な統計的手法を用いて実態を調べた調査研究は，現在のところない。そ

こで，児童生徒や成人の理科，算数・数学，技術にかかわる知識・技能・考え方などに関する最

新の全国的な調査研究の結果を再分析することにした。これらの調査研究は， r科学技術リテラシ

ーj の評価が目標ではないが，今後「科学技術リテラシーj を実証的に把握する際の有用な情報

を与えてくれるものと考えた。

児童生徒や成人の理科，算数・数学，技術にかかわる知識・技能・考え方などに関する最近の

全国的な調査研究として， 2000年以降に行われ，その調査結果等が公開されている調査をまとめ

ると，表 1の通りである。

表 1 児童生徒や成人の科学技術にかかわる最近 (2000年以降)の全国的な調査研究

2002年 12月

2003年2月
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別 04年 1・2月

国立教育政策研究所・ OECD

生徒の学習到達度2003年調査 (PISA2003)

国立教育政策研究所教育課程研究センター・
平成15年度小・中学校教育課程実強状況調査
技術教育研究会
技術的教養の国際評価調査

数学的リテラシー・科学的日テラシー・読解力・
問題解決能力，高等学校1年，約4700人

国語・社会・算数・数学・理科・英語〆J、学校 5年~
中学校S年，各学年約 16∞o人 (1閑当り)
技師懐養，中学校2年約50∞名，高等学校2

年約4∞o名a 大学1年約 300名

2003年7月

別 05年 1-6月

このような調査研究は，初∞年以降，定期的に行われるようになってきており，国立教育政策

研究所，科学技術政策研究所の結果については，次のように，すでに詳しい報告書が公刊された

り，またそれぞれの研究所のサイトに掲載されたりしている。

文部科学省科学技術政策研究所 (2001)li'科学技術に関する意識調査一2001年 2-3月調査

-J文部科学省科学技術政策研究所.

国立教育政策研究所編 (2002)li'生きるための知識と技能 OECD生徒の学習到達度調査

(PISA) 2000年調査国際結果報告書』ぎょうせい.

国立教育政策研究所教育課程研究センター (2003)li'平成 13年度小中学校教育課程実施状況

調査報告書小学校算数』東洋館.

国立教育政策研究所教育課程研究センター (2003)li'平成 13年度小中学校教育課程実施状況

調査報告書小学校理科』東洋館.

国立教育政策研究所教育課程研究センター (2003)li'平成 13年度小中学校教育課程実施状況

調査報告書 中学校数学』ぎょうせい.

国立教育政策研究所教育課程研究センター (2003)li'平成 13年度小中学校教育課程実施状況

調査報告書中学校理科』ぎょうせい.

国立教育政策研究所編 (2004)li'生きるための知識と銭能② OECD生徒の学習到達度調査

(PISA) 2003年調透国際結果報告書』ぎょうせい

国立教育政策研究所教育課程研究センター (2004)li'平成 14年度 高等学校教育課程実施状

況調 査 報 告 書 数 学 数 学 1.11実教出版.

国立教育政策研究所教育課程研究センター (2004)li'平成 14年度 高等学校教育課程実施状

況調査報告書 理科 物理 1B・化浮 1B・生物 1B・地学 1B~ 実教出版.

国立教育政策研究所編 (2005)li'TIMSS2003算数・数学教育の国際比較一国際数学・理科

教育動向調査の2003年調査報告書一』ぎょうせい.

国立教育政策研究所編 ω005)li'TIMSS2003理科教育の国際比較一国際数学・理科教育動

向調置の2003年調査報告書一』ぎょうせい.

国立教育政策研究所教育課程研究センター (2005)r平成 15年度小・中学校教育課程実施状

況調直結果の概要Jl:!ttn:llwww.nier.!w.inlhomena四Ikvoutsuu/ind凹 html

これらの報告書では，現在の小中学校の理科，算数・数学の現状や問題点，課題が挙げられて

いる。

2.現状分析の目的

我が国で行われた児童生徒を対象とした理科，算数・数学，技術の学カ調査や成人を対象とし

た科学技術に関する意識調査などの結果を整理し再分析して，我が国の児童生徒・成人の科学設

。，“



術にかかわる知識・技能・考え方などの現状や問題点を明らかにする。

今後，これらの分析結果は，科学技術リテラシーを策定する上での前提や問題点を克服するた

めのリテラシーのあり方を検討する資料となるとともに，将来，科学技術リテラシーが身に付い

たかどうかを判断するための基準の資料ともなると恩われる。

3.分析の対象と方法

分析の対象は， 2003年以降に行われた調査で，調査結果等が公開されているものとする。

( 1 )分析対象の調査

理科，算数・数学の知識・技能や考え方などについては，次の 2つの調査を分析の対象とする。

① 平成 15年度教育課程実績状況調査

② 国際数学・理科教育動向調査2003年調査 (TIMSS2003年調劃

なお，当初は， OECD生徒の学習到達度調査 (PISA)も対象とすることを検討したが，上記 2

つの調査とは問題の形態が大きく違うこと，また，理科はまだ本格的な調査が行われていないこ

とから，除くことにした。

技術の知識・設能や考え方などについては，次の調査を対象とした。

③技術的教義の国際評価調査

(2)分析の方法

分析の方法は，理科，算数・数学と技術では異なる視点から行う。先に述べたように，理科，

算数・数学については，現状や問題点が詳しく分析されているので，ここでは本研究に即した視

点で分析するよ5にする。技術については，この種の調査の分析は初めてなので，問題点や課題

等を含めて分析する。

①理科..数・数学の分析の基準

理科，算数・数学の分析においては，主として，現状でよくできている問題に焦点を当てる。

「ょくできている間短Jとして，問題を分類するために，ここでは， r通過率(または正答率)Jが

80%，40%を基準として取ることにした。すなわち，対象調査の問題を，次の基準で分類して分析する。

通過率(または正答率): 80%以上， 80%未満40%以上， 40%未満

なお，本分析では， rょくできている問題Jとして通過率(または正答率)80%を基準と

して取り上げている。このことによって，今後，科学技術リテラシーを考える際に，おお

むね，わが国の国民が身に付けることが期待できると思われる内容を示すと共に，一方で，

その基準に達していない内容で，将来科学技術リテラシーの候補となる内容については，

その意義や指導法を間い直すことができると考えたからである。

②理科，算数・数学の問題の形式

TIMSS2003年調査においては，問題の形式が，記述式と選択肢式に分類されているので，その分類

に基づいた分析も行う。なお，教育課程実施状況調査においては，問題の形式で詳しく分類されて

いないので，このような分析は行わない。

③理科，算数・数学の問題の履修状況

教育課程実施状況調査においては，履修した学年の問題しか出題されていないが， TIMSS2003 
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年調査においては，わが国の履修学年に照らすと必ずしも，調隆対象児童・生徒の履修学年に相当しな

い問題が出題されている。そこで，'百MSS2003年調査については，履惨状況との関連も適期昔析する。

4.理科，算数・数学の問題点や理科，算数・数学についての意識・態度

ここでの分析では，理科，算数・数学の問題点を深く分析したり，理科，算数・数学について

の意識や態度を分析したりすることについては扱わない。本来は，それらの分析も科学技術リテ

ラシーの検討においては必要ではあるが，それらについては，すでに，多くの問題点や課題等が

指摘されたり，種々の調査結果が詳しく示されたりしているからである。

そこで，以下では，そのような例として，すでに公表されている問題点や課題の分析結果や意

識や態度に関する結果を簡単にまとめておく。詳細I~勺いては，最初に挙げた報ー告一書をご参照い

ただきたい。

(1)小中学校の理科.算数・数学の問題点

平成 15年度小中学校教育課程実施状況調査の結果の分析において挙げられている，小中学校の

理科，算数・数学の問題点をまとめると，表2の通りである。

表Z 平成 15年度小中学校教育課程実施状況認査における寝科，算数・数学の問題点

I小学校・理科】

{生物とその環境)第6学年の人や働物の消化・吸収・排出では，でんぷんとだ液の関係を調べる

実験に関する問題で前回の通過率を下回った。また，人や動物の血液の循環における人の血液の働

きを考察する問題で設定通過率を下回った。

{物質とエネルギー〉第5学年のてこを傾ける働きでは，てこがつりあうときの規則性を式に表す

問題が前回の通過率を下回ったほか，てこのきまりを身近なてこに適用する問題などで設定通過率

を下回った。第5学年の衝突，第6学年の水溶性の液性に関する問題で設定通過率を下回る問題が

多く見られた。

(地球と宇宙〉第6学年の土地の構成物と広がりにおいて，火山の働きでできた岩石の粒の様子を

理解する問題や，地層のでき方において，地層のでき方を推論する問題などで前回の通過率を下回

った。

I中学校・理科]

(第 1分野)測定データをもとに，あらかじめ横軸，縦軸等が指定された用紙にプロットすること

は，前回同様に定着している。しかし，グラフの横軸，縦軸に適切な目盛りを付けてグラフを作成

する問いや，グラフを読み取り考察する筒いなどに課題がみられる。物質の状態変化において質量

が保存されることについての理解を問う問題や，沈殿が生じたり気体が発生するときの化学変化に

おける質量の増減を問う f科学的な思考Jの問題などに，課題がみられる。

(第2分野)r植物の生活と種類jにおいて，設定通過率を下回ると考えられる問題の割合が過半数

となっており，植物の体のっくりを相互に関連付けて理解できていないことなどが考えられる。だ

液の働きを調べる実験の途中経過を考察させる問題や，必要な対照実験を設定するといった聞いに

ついての課題がみられる。『地球と宇宙」において，北天の星の動きや太陽の自転，日の入りの太陽

の動きに関する問題等，空間的な認識やそれに基づく思考面に課題がみられる。
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【小学校・算数1

{数と計算〉分数の除法の式を作る問題(6年)など，計算の意味理解に関わる問題では，設定通過

率を下回る問題があるなど課題が見られる。

{量と測定〉面積の求め方を活用する問題の多くで，通過率が設定通過率を下回った。

(図形)第5学年では，円周率の意味や活用に関する問題の通過率が，設定通過率を下回った。第

6学年では，三角柱や円柱に関する過去同一問題での通過率が，前回より下回った。

〈数量関係〉第5学年では，四則計算の性質に関する間短や百分率に関する問題での通過率が，設

定通過率を下回った。

I中学校・算数I
〈数と式)計算技能の問題については，整数と分数の除法計算の通過率は前回を有意に下回った。

「文字式による証明J.r方程式の利用J.r方程式の解の意味Jの問題については，設定通過率を下

回ると考えられる問題が多く，通過率が低い。

{図形〉第1学年の，角柱，円錐などの表面積を体積を求める問題の通過率は設定通過率を下回る

と考えられる。第2.第3学年の証明に関わる問題では，設定通過率を下回ると考えられる。

(数量関係)第1学年の反比例に関する問題の通過率が低く，第2学年でもこの領域が低くなって

いる。質問紙の結果では，生徒も教師も否定的な回答が多い。

国立教育政策籾究所教育課程研究センター(初日5) f平成 15年度小・中学校教育課程実施状況調直結果の概要J

(2)児童・生徒の理科，算数・数学についての意識・態度

児童・生徒の理科や算数・数学についての意識・態度は，国際調査で非常に詳しく調べられて

いる。国際数学・理科教育動向調査 2003年調査の結果をまとめると，表3の通りである。

表3 児童・生徒の理科，算数値数学についての意識・態度 (TIMSS2003年調査より)

日本 理科 算数・数学

つよくそう思う，②そう思う，③そう息わない.(4)まったくそう恩わない(%)

小学校4年 ① ② ③ @ ①!② ③ ⑥ 

4心理科，算数・数学の成績はいつもよい 11 45 39 6 10144 40 7 

4b)学校で，理科，算数・数学をもっとたくさん勉強したい 38 38 19 5 24141 26 9 

40)わたしは，タフスの友だちよりも理科，算数・数学をむず
7 22 46 25 39 23 

かしいと感じる
4心理科，算数・数学の勉強は楽しい 45 36 14 5 29136 24 11 

4.)わたしは理科，算数・数学が苦手だ 7 20 40 34 15 124 32 29 

40理科，算数・数学でならうことはすぐにわかる 17 41 36 6 15 140 39 7 

中学校2年 ① ② ③!④  ①|② ③ ④ 
8a)理科，算数・数学の成績はいつも良い 5 24 56 16 4 i 21 52 23 

8b)学校で，理科，算数・数学をもっとたくさん勉強したい 16 35 39 11 9133 43 15 

80)私lま，クラスの友だちよりも理科，算数・数学を重重しいと
10 29 47 14 40 12 

感じる
8d)理科，算数・数学の勉強は楽しい 19 40 32 9 9 30 42 19 
8.)理科，算数・数学の新しい内容は初めに理解しないと，最

17 39 35 9 31 45 17 7 
後まで理解できないだろうと考えることがときどきある

80理科，算数・数学は私の得意な教科ではない 17 34 381 11 29132 28 11 
8g)理科，算数・数学で習うことはすぐにわかる 6 25 57 12 4123 57 16 
8h)理科，算数・数学の勉強をすると，日常生活に役立つ 11143 37 10 13149 30 8 
8;)他教科を勉強するために理科，算数・数学が必要だ 4120 61 15 8150 36 6 
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日本 理科 算数・数学

8j)自分が行きたい大学に入るために理科，算数・数学で良い
14 35 39 12 23 45 25 7 

成績をとる必要がある

18k)理科，算数・数学を使うことが含まれる職業につきたい 7 14 53 27 4 13 52 31 

|ω 将来，自分が望む仕事につくために，理科，算数・数学で
良い成績をとる必要がある

12 27 44 17 14 33 40 13 

参考:国際平均(小学校 26か国，中学校 28か国) 理科 算数・数学

小学校4年 ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ 

4A)理科，算数・数学の成績はいつもよい 39 44 13 5 37 46 13 4 

4B)学校で，理科，算数・数学をもっとたくさん勉強したい 46 28 15 11 39 27 18 15 

4C)わたしは，クラスの友だちよりも理科，算数・数学をむ
13 24 昌9 34 16 27 21 31 

ずかしいと感じる

4D)理科，算数・数学の勉強は楽しい 55 27 10 8 50 28 13 9 
4E)わたしは理科，算数・数学が苦手だ 12 21 27 40 14 23 25 38 
4F)理科，算数・数学でならうことはすぐにわかる 38 38 17 7 36 39 18 7 

中学校2年 ① ② ③ @ ① ② ③ @ 

8A)理科，算数・数学の成績はいつも良い 38 42 16 5 27 47 19 7 

8B)学校で，理科，算数・数学をもっとたくさん勉強したい 38 33 19 9 25 30 25 201 
8C)私は，クラスの友だちよりも理科，算数・数学を難しい

と感じる
12 28 33 28 15 29 31 

8D)理科z 算数・数学の勉強は楽しい 45 32 15 8 29 36 21 15 
8E)理科，算数・数学の新しい内容は初めに理解しないと，

13 24 30 33 16 24 28 31 
最後まで理解できないだろうと考えることがときどきある

8F)理科，算数・数学は私の得意な教科ではない 16 30 27 27 24 30 24 23 
8G)理科，算数・数学で習うことはすぐにわかる 31 39 23 7 22 40 26 12 
8H)理科，算数・数学の勉強をすると，日常生活に役立つ 47 37 12 5 56 32 8 s 
81)他教科を勉強するために理科，算数・数学が必要だ 29 40 24 7 38 42 14 5 
8J)自分が行きたい大学に入るために理科，算数・数学で良い

43 30 19 8 51 31 12 6 
成績をとる必要がある

8K)理科，算数・数学を使うことが含まれる職業につきたい 31 28 26 16 20 31 28 22 
8L)将来，自分が望む仕事につくために，理科，算数・数学で

22 12 41 33 18 9 
良い成績をとる必要がある

(3)成人の科学技術に関する意識

科学技術政策研究所が行った科学技術に関する意識調査の結果のうち，成人の科学技術に関す

る理解や態度についての部分をまとめると，表4の通りである。

表 4 成人の科学技術に関する理解・態度

【科学技術に関する用語の理解】ーユースを聴いたり新聞を読んだりするときに，いくつかの専門用語が出

てくるところがあります。あなたは，次の用語についてその意味がおわかりになりますカ'0 (1)から (5) 

までのそれぞれについてお答えください。 ( rよくわかるJ+ rだいたいわかる」の割合%)

(1) インターネット 75 

ω DNA  74 

(3) 放射線 70 

(4) 科学的な研究 53 

(5) 分子 50 

【科学技術の基礎的な概念に関する理解】この中の (1)から(13)のそれぞれについて， f正しいjか，

「誤っている」かをお答えください。もし，あなたが知らない時や，自信がない時は， fわからないjとお

答えください。 (正答率%)

(1)1光と音はどちらが速いと思いますか。 1 89 
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(2) 放射能に汚染された牛乳は沸騰させれば安全である 84 
(3) 大陸は何万年もかけていどうしており，これからも移動するだろう 83 
(4) 喫煙は肺がんをもたらす 83 
(5) 現在の人類は原始的な動物種から進化したものである 78 
(ω 地球の中心部は非常に高温である 77 
(7) 我々が呼吸に使っている酸素は植物から作られたものである 67 
(8) 宇宙は巨大な爆発によって始まった 63 

(9) 
地球が太陽の周りを回るのにどれくらいかかりますか。 r1日Jですか， r1ヶ月Jですか，

58 rl年』ですか。

(1ω すべての放射能は人工的に作られたものである 56 
(11) ごく初期の人類は恐竜と同時代に生きていた 40 
(12) 電子の大きさは原子の大きさよりも小さい 30 
(13) レーザーは音波を集中することで得られる 28 
(14) 赤ちゃんが男の子になるか女の子になるかをきめるのは父親の遺伝子である 25 
(15) 抗生物質はパクアリア同様ウイルスも殺す 23 
【科学技術に対する態度】 (1)から (18)のそれぞれの文章について， 「賛成jか， 「反対Jかをお答

えください。もし，あなたがそれぞれの文章に対して特に強く感じるのであれば. r強く賛成J.または「強

く反対Jと回答してください。 ( r強〈賛成J+ r賛成」の割合%)

(1) 科学技術は我々の生活をより健康的に，簡単に，そして快適なものにした 73 
ω 科学技術によって，新世代はより多くの機会に恵まれる 66 
(3) 科学によって，我々のフイフスタイルは急激に変化しすぎている 62 
(4) たいていの科学者は平均的な人々の生活をよりよくするために研究に従事している 60 
(5) 日本の学校における理数教育の質は不十分である 58 

(6) 
もし，人間の健康について新しい情報が得られるのであれば，ネズミのような動物に苦痛を与

57 
えるような研究を行うことも科学者には許されるべきである

(7) ここまでの技術がなくとも，簡素な生活をすることで，人々はよりよい暮らしができる 57 
(8) 私達は科学をよりどころにしすぎていて，信念をないがしろにしている 54 
(9) 科学や新技術を応用することで，仕事はより楽しいものになる 54 
(1ω 技術の発展は生活を人工的かっ非人間的なものにする 51 
(11) 新しい発見は，その反動としていつも技術開発の害をもたらす 51 

(12) 
もし，人間の健康について新しい情報が得られるのであれば，犬やチンパンジーのような動物

44 
に苦痛を与えるような研究を行うことも科学者には許されるべきである

(13) ラッキナンバーというものは存在する 41 
(14) 日本の宇宙開発計画において，独自の有人計画を行うべきである 34 
(15) 技術の発見は最終的に地球を破壊する 34 
(16) 一般的に，コンピューターや工場などの機械化は仕事を減らすよりも増やす 33 

L (17) 日常生活で科学について知っておくことは，私にとって重要なことではない 25 

文部科学省科学技術政策研究所 (2001)r科学技術に関する意識調査-2001 年 2~3 月調査一』より
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日本の小・中学生の理科の現状
一平成 15年度教育課程実施状況調査結果からー

Trends in Understanding Science among Japanese Primary and Lower Secondary 
School Students (1): From the Result of Comprehensive Survey on 

Implementation ofNational Curriculum 

隅田 学

sm厄DAManabu
愛媛大学教育学部

Faculty ofEducation， Ehime U凶versity

[要約]平成 15年度教育課程実施状況調査(理科)における小学5年，小学6年，中学 1年，中

学2年，中学3年の児童生徒の通過率に基づき，主に通過率が 80%以上の問題について分析を行っ

た。その結果，通過率80%以上の問題が該当する内容，観点で小学校と中学校には大きな違いが見

られた。例えば，小学校段階では通過率80%以上の問題が半数近くを占める A区分や C区分の内

容に関わる中学校の第2分野において通過率 80%以上の問題が占める割合は 15%程度であった。

「関心・意欲・態度Jや『知識・理解」といった観点は，小学校では通過率 80%以上の問題が 4

害IJ程度を占めていたのに対して，中学校ではいずれの観点もその半分以下であった。ただし，通過

率 80%以上の問題の中で，小中学校共に， r知識・理解Jの観点に関わる問題の占める割合が 4つ

の観点中最も高かった。最後に，通過率 80%以上の問題について，具体例を紹介しながら検討を行

った。

1 はじめに

ここでは，小学5年，小学6年，中学 1年，中学2年，中学3年の児童生徒を対象に行われた平

成 15年度教育課程実施状況調査(理科)の分析を行う。その際，通過率が①80%以上，②80%未満

40%以上，③40%未満の 3つの層に分類して分析し，主に通過率が 80%以上の調査問題について検

討を行う。

2.学年別に見た問題の通過率分布

小学5年，小学6年，中学1年，中学2年，中学3年の児童生徒を対象に使用された問題を，そ

の通過率から，①通過率80%以上，②通過率80%未満 40%以上，③通過率40%未満の 3つの層に

分類したものが表 1及び表2である。

表 1より，小学生については，各学年で遇過率80%を越える問題が 30%以上を占めており，全体

で約 35%を占めていること，そして通過率が 40%未満の問題は 5%程度で非常に少ないことがわか

る。中学生については，全ての学年について，通過率が 80%を越える問題の割合が小学生に比べる

と少なく，特に中学 1年については，通過率が 80%を越えた問題は 108問中 8聞のみであった。た

だし，通過率が 40%未満の問題が占める割合については，その害IJ合が最も高い中学 1年でも 10%に

満たない。
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表1. 小学5・6年生における 3つの通過率層に含まれる問題数

80%以上 80%未満40%以上 40%未満

小学5年 [103] 33 (32.0) 68 (66.0) 2 ( 1. 9) 

小学6年[95] 37 (38. 9) 53 (55.8) 5 ( 5.3) 

計 [198] 70 (35.4) 121 (61. 1) 7 ( 3.5) 

[ ]内の数字はそれぞれの総問題数
( )内の数字はそれぞれの総問題数に占める割合ω

表 2. 中年生における 3つの通過率層に含まれる問題数

学年 80%以上 80%未満40%以上 40%未満

中学1年 [108] 8 ( 7.4) 92 (85.2) 8 ( 7.4) 

中学2年 [104] 17 (16. 3) 81 (77.9) 6 ( 5.8) 

中学3年 [115] 27 (23.5) 84 (73.0) 4 ( 3.5) 

計 [327] 52 (15.9) 257 (78.6) 18 ( 5.5) 

[ ]内の数字はそれぞれの総問題数
( )内の数字はそれぞれの総問題数に占める割合併}

3.学年illJ内容別に晃た問題の通過率分布

小学校の学習内容は，大きく 3つの内容区分から構成されている。それらは，①A区分:生物と

その環境，②B区分:物質とエネルギー，③C区分:地球と字密である。平成 15年度教脊課程実施

状況調査に用いられた小学生を対象とした問題を学年別内容別に，先の表 1及び表 2と同様に， 3 

つの通過率層に整理したものが表3である。中学生については，学習内容は大きく 2つの内容分野

から構成されている。それらは，①第 l分野と②第2分野である。それら 2つの分野について，学

年別内容別に問題の通過率を整理したものが表4である。そして，小学5・6年と中学 1.2・3年で

それぞれまとめて，内容別に 3つの通過率層に含まれる問題の出現率をまとめたものが図 1及び図

2である。

表 3. 学年別内容別に見た小学5・6年生における 3つの通過率層に含まれる問題数

学年 内容区分 80%以上 80%未満40%以上 40%未満

A:生物とその環境 [41] 18 23 。
小学5年 B:物質とエネルギー [39] 4 33 2 

C:地球と宇宙 [23] 11 12 。
A:生物とその環境 [43] 22 17 4 

小学6年 B:物質とエネルギー [34] 7 27 。
C:地球と宇宙 [18] 8 9 1 

A:生物とその環境 [84] 40 40 4 

計 B:物質とエネルギー [73] 11 60 2 

C:地球と宇宙 [41] 19 21 1 

[ ]内の数字はそれぞれの総問題数
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表 4. 学年別内容別に見た中学生における 3つの通過率層に含まれる問題数

学年 内容分野 80%以上

第1分野[49] 3 
中学1年

第2分野[59] 5 

第1分野[47] 11 
中学2年

第2分野[57] 6 

第1分野[52] 13 
中学3年

第2分野[63] 14 

第1分野 [148] 27 
計

第包分野tJ79] 25 

A区分

."分野

B""会

11.分野

C""ま

。虞 "‘ 製鴻 忍漏 .，需 叡漏 '"  制鴻 断漏 雷同諸 問鴻

幽現有匹

隠L ;~噌内容区制‘ら見え 3~の遍...層に含まれ叩厄の出現寧

80%未満40%以上 40%未満

43 3 

49 5 

33 3 

48 3 

37 2 

47 2 

113 8 

1"44 10 

[ ]内の数字はそれぞれの総問題数

lTA返事誕蔵品』己 ロ-攻法東お""'"・AoP‘$ゑ調 l

回'"掘調叫醐田市醐醐 1咽

幽寝'"
悶，.中学銀内容分野から見fヒ3・3の遺::A~"に含まれるlOllro丘摺，.

表 3及び図 1より，小学生については， A区分:生物とその環境及びC区分:地球と宇宙の内容

において通過率が 80%を越える問題の割合が高いのがわかる。小学6年のA区分内容問題について

は，半数以上が通過率 8ω色を越えていた。一方で， B区分:物質とエネルギーで，透過率が 80%

を上回る問題が少なく，特に小学5年では，遇過率が 80%を越えた問題は 39の問題中 4題のみで

あった。

中学生の場合，表4及び図2より，小学生と比べて通過率が 80%を越える問題の占める割合が低

いのがわかる。第2分野i土，小学生において通過率が 80%以上の問題の割合が高かったA区分と C

区分に関わる内容領域であるが，中学 1・2・3停をあわせて，通過率が 80%を越える問題が全て

の問題に占める割合は 15%弱であった。第 1分野，第2分野に関わらず， 5%程度の問題が通過率

40%を下回っていた。

4.学年別観点別に見た問題の通過率分布

小中学校理科には，①自然事象への関心・意欲・態度，②科学的な思考，③観察・実験の授能・

表現，④自然事象についての知識・理解の 4つの観点が含まれている。平成 15年度教育課程実施

状況調査に用いられた小学生及び中学生対象の問題を先と同様にその通過率から 3つの通過率層に

整理し，それぞれ学年別観点別にまとめたものが表5及び表6である。そして，小学5・6年と中

学 1・2・3年でそれぞれまとめて，観点別に3つの通過率層に含まれる問題の出現率をまとめたも

のが図3及び図4である。
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表 5. 学年別観点別に見た小学5・6年生における 3つの通過率層に含まれる問題数

学年 観 点 80%以上 80%未満40%以上 40%未満

自然事染切関心・重!:'flt・態度 [14] 5 9 。
小学5年

科学的な思考 [44] 11 32 1 

観察・実験の技能・表現 [28] 10 17 1 

自然蔀謝こついて¢掬裁・遺書庫白1] 12 19 。
自然事告喝関心・重ro:・館空[凶 4 5 。

小学6年
科学的な恩考 [38] 13 21 4 

観察・実験の技能・表現 [18] 6 12 。
自然韓にづいての知識・酷草[ぉ] 18 20 1 

自然事鈴切協む・意欲・強度[お] 9 14 。
許

科学的な思考 [82] 24 53 5 

観察・実験の技能・表現 [46] 16 29 l 

自然事象たつがて¢掬裁・瑳車庫仔0] 30 39 1 

[ ]内の数字はそれぞれの総問題数

表6. 学年別観点別に見た中学生における 3つの通過率層に含まれる問題数

学年 観 点 80%以上 80%未満40%以上 40%未満

自然事象切協む・怠欲・態宣包1] 。 19 2 

中学1年
科学的な思考 [34] 1 31 2 

観察・実験の技能・表現 [20] 2 17 1 

自然事象iこづいて句知事量・涯癖[臼] 5 44 5 

自然事象叫渇喜む・意欲・態度 [19] 4 14 1 

中学2年
科学的な思考 [37] 2 31 4 

観察・実験の技能・表現 [20] 3 15 2 

自然事象に叫、ての嫡龍・磁平[必] 11 32 。
自然事泰司場品む・意欲・路度 [18] 3 15 。

中学3年
科学的な思考 [49] 9 39 1 

観察・実験の技能・表現 [15] 4 10 l 

自然事象iこ骨、て句締畿・議平 [51] 14 35 2 

自然事染叫潟む・意欲・態度[国] 7 48 3 

計
科学的な思考 [120] 12 101 7 

観察・実験の技能・表現 [55] 9 42 4 

自然事象について句知識・遺書庫 [148] 30 111 7 

[ ]内の数字はそれぞれの総問題数
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表 5及び図3より，小学5・6年生については. r自然事象への関心・意欲・態度jの観点に関し

て通過率が 80%を越える問題の割合が他の観点に比べて低いということはない。「自然事象への関

心・意欲・態度Jr観察・実験の技能・表現Jr科学的な思考Jr自然事象についての知識・理解Jの

4つの観点中，通過率が 80%を越えた問題の割合が最も多いのは. r自然事象についての知識・理

解J観点に隠する問題であった。小学生の場合，透過率が 40%未満の問題数は少ないが.4つの観

点の中では.r科学的な思考jに関する問題について，他の観点に関する問題と比較して，通過率が

40%未満の問題の割合が高かった。

中学生の場合，表6及び図 4より，中学生については， 4つの観点全てについて，関連する問題

で通過率が 80%を越える問題の割合が小学生よりも低くなっている。「自然事象への関心・意欲・

態度Jの観点に関する問題についても，通過E容が.80%を越えた問題数は，中学校全体で 58問中 7

聞に過ぎない。中学 1年では， r自然事象への関心・意欲・態度J観点において通過率が 80%を越

えた問題はなかった。中学会体として，通過率が 80%以上の問題が占める割合が最も低いのは，小

学校と同様に「科学的な思考Jに関する問題であった。 4つの観点中で通過率80%以上の問題が占

める割合が最も高い観点も小学校同様に， r自然事象についての知識・理解』の観点であった。通過

率が 40%未満の問題が占める割合については， r観察・実験の技能・表現』の観点に関する問題に

通過率が 40%を下回る問題が他の観点に関する問題よりも多いように見えた。

5.学年別小肉容別に見た宿題の通過率分布

小学校理科の内容は，先述のように 3つの内容区分から構成されており，小学3年から小学6年ま

での各学年において，それぞれの内容区分に具体的な小内容が示されている。例えば，小学5年で

は， B区分:物質とエネルギーには r(3)おもりを使い，おもりの重さや動く速さなどを変えて物の

動く様子を調べ，物の動きの規則j性について考えをもつようにする。Jと示されると共にそこで「ア:

糸につるしたおもりが l往復する時間は，おもりの重さなどによっては変わらないが，糸の長さに

よって変わること。』等が示されている。こうした各学年の各小内容について， 3つの通過率それぞ

れについて該当する問題数をまとめたものが表7から表9である。そして，中学生についても，第

1分野及び第2分野それぞれの小内容について， 80%以上， 50%以上80%未満， 50%未満の3つの

通過率層についてそれぞれ該当する問題数をまとめたものが表 10から表 12である。なお上述の小

学5年「物の動きj に関する小内容は，表7中の B:物質とエネルギー (3)のアに該当する。

表 7 小学5・6年生において各内容の問題中における通過率80%以上の問題数

。，u-



小学6年

ア イ ワ コ己 ア イ ~ 

A:生物とその環境 (1) 2 ( 4) 2 (2) 2 ( 9) 6 (12) 6 (9) 3 (9) 

A:生物とその環境 (2) 3 ( 7) 4 ( 7) 1 ( 4) 1 ( 2) 

B:物質とエネルギー (1) 弘豆L
B:物質とエネルギー (2) 1 ( 1) 

B:物質とエネルギー (3) iU1L 
C:地球と宇宙 (1) 3 ( 3) 

C:地球と宇宙 (2) 1 ( 2) 

表 B 小学5・6年生において各内容の問題中における通過率80%未満40%以上の問題数

7 

A-生物とその環境 (1) 

A:生物とその環境 (2)

B:物質とエネルギー (1)12 (幻

E:物質とエネルギー (2)I Q..i1L 

B:物質とエネルギー (3)

C:地球と宇宙 (1)

C:地球と宇宙 (2)

E 小学6年

ア イ

5 (9) 

1 (2) 

力

表9 小学5・6年生において各内容の問題中における通過率40%未満の問題数

A.生物とその頃境 (1)

A:生物とその環境 (2)

B:物質とエネルギー(1)

B:物質とエネルギー (2)

B:物質とエネルギー (3)

C:地球と宇宙 (1)

C:地球と宇宙 (2)

7 イ

小学6年

7 イ ウ

※ 1灰色に網掛けをしている内容は，学習指導要領に含まれていないことを示す。
※ 2黄色に網掛けをしている内容{下線)は，適畠率50%を下回る問題が見られなかったものを示

す。
※ 3 f-Jは，教育課程実施状況爾査にその内容の問題が含まれていないことを示す。
※'( )内の数字は，各学年各内容における総問題数を示す。
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表 10 中学生において各内容の問題中における通過率 80%以上の問題数

ア イ ウ

(ア} {イ} (!7) {ア} (イ) (世) (7) (イ) (ウ)

身近な物理現象 記比i 記i.& l' ( 5) 巴鐙込

身の回りの物質 ~ 1'( 9) 1'( 9) 豆i.1l
第

電流とその利用 豆.l& 2'( 6) £臼L 豆臼i
1 

化学変化と原子.分子 2'( 8) 2'( 2) ~ 
分

運動の規則性 1'( 2) 5'(14) 2'( 5) 
野

物質と化学反応の利用 2'( 9) 3'(-!3) 

科学技術と人間 £臼i
、、、 舎守

、 、¥ミ 豆臼iミ、、会

植物の生活と種類 2' ( 7) 、、、、、 弘..&

大地の変化 l' (11) 、 豆1.&
第

3'( 7) 壁臼i動物の生活と種類 0'( !立 2'( 8) 
2 

天気とその変化 1'( 9) 豆♀.Q)_
分

生物の細胞と生殖 2'( 6) 3'( 8) . 3'(11) 野
地球と宇宙 1'(10) l' ( 9) 

、
l' ( 9) 

自然と人間 1'( 4) 2' ( 4) 亘弘i、a一 J栄、

表 11 中学生において各内容の問題中における通過率 80%未満 40%以上の問題数

ア イ ウ

(ア) (イ) (ウ) (7) {イ} {ウ) (ア} {イ) {ウ}

身近な物理現象 5' ( 5) 5'( 5) 4' ( 5) 5"'(5) 4' ( 5) 
、+、叫、咽」一、、骨骨

一…十…十一、十
身の回りの物質 2' ( 2) 7' ( 9) 7' ( 9) 3'( 3) 3' ( 3) 

第
2'( 2) 4'( 6) 5'( 5) 2'( 2) 3'( 4) 3'( 4) 

…A41-7-…て
電流とその利用

1 
他学変化と原子，分子 6'( 8) 笠1& 5'( 5) 

分
運動の規則性 l' ( 2) 7' (14) 3'( 5) 

野
、、¥、、、

抽、、叩 - 叩， 
物質と化学反応の剥周 7'( 9) 8'(13) 

同凶崎H t>'"唱、..

科学技術と人間 5'( 5) 2'( 2) 

植物の生活と種類 5'( 7) 7'( 9) 
叫日

大地の変佑 9' (11) 9' ( 9) 

第
4'( 7) 4'( 5) 9' ( 9) 6'( 8) 動物の生活と種類

2 
天気とその変化 6'( !神 10'(10) 

分
生物の細胞と生殖 4'( 6) 5'( 8) 7' (11) ミ、、

野 4蜘輔、品目
地球と宇宙 8' (10) 8'( 9) 8'( 9) 時…仙
自然と人間 3'( 4) 2'( 4) 2'( 2) 

a品

τー



表 12

第

1 

分

野

第

2 

分

野

中学生において各内容の問題中における通過率40%未満の問題数

ア イ

(ア) (イ) (ウ) (ア} (イ)

身近な物理現象 ~ 弘主L 豆以上 止滋L

身の回りの物質 民話i l' ( 9) 1'( 9) QJ..]l 

電流とその利用 旦a
化学変化と原子，分子 笠L豆L

運動の規買H性 豆臼υ2'(14)

物質と化学反応の利用 0'( !立

科学技術と人間 笠i&

植物の生活と種類 £江i

大地の変化 l' (11) 

動物の生活と種類 坐lli

天気とその変化 2'( 9) 

生物の細胞と生殖 ~ 

地球と宇宙 1'(10) 

自然と人間 tJ..A. 

※ 1灰色に網掛けをしている内容は，学習指導要領に含まれていないことを示すe

※ 2黄色に網掛けをしている内容は，通過率50%を下回る問題が見られなかったものを示す。
※S上付きの数字は，その内容問題が出題された対象学年を示す。
※. ( )内の数字は，各学年各内容における総問題数を示す。

表 7から表 9より，小学生については，多くの小領域で通過率が 80%を上回る問題が見られる。

小学 6年のA区分:生物とその環境(2)のワに関する問題が通過率 80%を越えた割合が最も高く，

12問中9問が通過率80%を越えている。小学5年のA区分:生物とその環境，小学6年のC区分:

地球と宇宙では，該当する全ての問題について，通過率が 40%を上回っていた。小学5年のB区分:

物質とエネルギー(1)ア・ウ， (2)イ， (3)ア・イのみ通過率が 80%を越える問題が見られなかった。

中学生については，通過率が 80%を超える問題が見られなかった小内容が小学生よりも少ないこ

とがわかる。中学1年の第 1分野「身近な物理現象Jイ， r身のまわりの物質jイに該当する小内容

に関する問題で，通過率が 80%を上回るものが全く見られない小内容があった。第2学年では，第

2分野 f天気とその変化Jイに該当する小内容に関する問題に通過率80%を上回る問題が全く見ら

れなかった。第3学年では，第 1分野「科学技術と人間Jア・イ，第2分野「自然と人間Jイに該

当する小内容に関する問題で，通過率80%を上回るものが全く見られなかった。中学 l年から中学

3年を通じてイの(ア)に含まれる問題に通過率が 80%を上回る問題が少ないように見える。

6.通過率の高い問題事例

これまで学年，内容(・小内容)，観点をたよりに平成 15年度教育課程実施状況調査に使用され

た問題の通過率の分布を見てきた。以下では，その中で通過率の高い問題について，問題事伊jを取

り上げながら，その傾向を検討する。
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( 1 )小学生対象詞棄における通過率の高い問題

小学生を対象とした調査に使用された問題は，小学 5年に 103問，小学 6年に 95聞の合計 198

問である。その中で，小学5年に 33防，小学6年に 37聞の合計 70問で通過率が 80%を上回って

いた。その 70聞について，対象学年別に，問題番号，内容，観点，回答形式と通過率をまとめてそ

れぞれ表 15と表 16に示す。そして，その中から，特に通過率が 90%を上回っていた 18つの問題

については，その問題事例を図 7から図 19に示す。
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表 15及び図 7から図 12より，小学5年生を対象とした調査において通過率が80%を上回ってい

た問題の内容，観点，回答形式について次のような特徴が読み取れる。まず内容については，これ

まで述べてきたようにA区分と C区分に該当する問題が多く， A区分において，①イングンマメの

発芽や成長，②ヘチマの結実，③顕微鏡を用いた花粉の観察，③メダカの卵の変化，⑤母体内での

人の成長に関する内容の問領がそれぞれ綾数含まれている。日区分においては，①ホウ酸の溶ける

量に関する問題が複数含まれていた。 C区分においては，①雲等の気象情報の活用と天気の変化，

②流れる水の働きに関する問題が複数含まれていた。観点については， r科学的な思考Jと「観察・

実験の技能・表現Jの2つの観点について見てみる。「科学的思考Jの観点については，①表やグラ

フに基づく推論や考察に関する問題が複数含まれていた。 f観察・実験の技能・表現』については，

①顕微鏡の操作，②グラフによる表現，③情報の活用に関する問題が複数含まれていた。回答形式

については，通過率80%以上の問題中に記述式問題が3照含まれており，それらはいずれも「観察・

実験の技能・表現Jに関する問題であった。

表 16及び図 13から図 19より，小学6年生を対象とした調査において通過率が 80%を上回って

いた問題の内容，観点，回答形式には次のような特徴が読み取れる。まず内容については，上と周

様にA区分と C区分に該当する問題が多く， A区分において，①呼吸に関わる酸素や二酸化炭素，

②人の消化や吸収のしくみ，③心臓の働きによる血液の循環と養分・酸素・二酸化炭素の運滋，④

食べ物・水・酸素・二酸化炭素を還した生物と環境のかかわりに関する問題が複数含まれていた。 B

区分においては，①燃焼と酸素・二酸化炭素，②電磁石の強さの変化に関する問題が複数含まれて

いた。 C区分においては，①地層における構成物の特徴に関する問題が複数含まれていた。観点に

ついても，上と同様に， r科学的な恩考Jと「観察・実験の技能・表現Jの2つの観点について見て

みる。「科学的な恩考Jの観点については，①結果に基づく推論・考察，②関係づけによる推論・考

察，③身近な環境への適用に関する問題が複数含まれていた。『観察・実験の技能・表現Jについて

は，①気体検知管の読み取り，②適切な観察・実験方法の選択に関する問題が複数含まれていた。

回答形式については，通過率80%以上の問題中に記述式問題が3問含まれており，その中の2聞は

「知識・理解jに関する問題であった。
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(2)中学生対象調査における通過率の高い問題

中学生を対象とした調査に使用された問題は，中学1年に 108問，中学2年に 104問，中学3年

に115聞の合計327聞である。その中で，中学1年に8関，中学2年に 17問，中学3年に27間の

合計 52閑で通過率が 80%を上回っていた。その 52聞について，対象学年別に，問題番号，内容領

域，観点，回答形式と遇過率をまとめてそれぞれ表 17及び表 18，表 19に示す。そして，その中か

ら，特に通過率が90%を上回っていた6つの問題については，その問題事例を図 20から図26に示

す。
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.> 
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A B c ロ E 

園S
台s宇治1動き始めたと倉のw抵

. ，虞 2ぽ

'‘ 

tb園2の鮪嬢から 併置を下る拘'"の，);さについてどのよう1.ことがわかり

定すか.下のτ功、ら考までの'"からa句IJI訟ものを i つ選んで，その飾I;~

ロ帥に融f.さい

<Jj 台'"の迭さ'"たわらf，い.
'2>台車の返さはだんだん滋少する.

③台市の速さはだんだん峨加する.

'"園2の!il'喜朗fで1..台'"の泌さのlt化はわからない.

口問
図24.中学8年対象調室で通過率が90%を上回っ
ていた問題 (3) (B・9・2-第1分野(5)7(イ)・科学的な
思考-90.3)

国語了 3: /d':'. γ'~Ií<;1)臥同胞Ih')l1!t-1tゥ・ t. 抑卵がどのU
にa化t.;:すタマ!l'tクシロf<Oカを'!<'しまLた.昆'"総子さん"民軍フ

ケ""です.

'‘、

のGフ轡@
，、 a c 。

包 闘 " らAからO司，..習をt1じめとιて.nっ'r.t.<・.11にたむぺ.その記

"をEコ削E晴注目も

図25.中学3年対象調査で通過率が90%を上回っ
ていた問題 (4)(B'2・2・第2分野(5)イ(7)・知識・理
解・93.5)

表 11より，中学 1年生を対象とした調査において通過率が 80%を上回っていた問題の内容につ

いては，第2分野で①顕微鏡の構造・使い方に関する問題が復数含まれていた。先と同様に， r科学

的な思考Jと「観察・実験の技能・表現Jの観点について見たところ，いずれにも共通する問題が

見られなかった。回答形式については，通過率80%以上の問題中に記述式問題が1閑含まれており，

それは「科学的な思考Jに関する問題であった。

表 18及び図 20，図 21より，中学2年生を対象とした調査において通過率が 80%を上回っていた

問題の内容，観点，回答形式には次のような特徴が読み取れる。まず内容については，第 l分野に

おいて，①直列国路の電流と電圧，②物質の分解，③原子に関する問題が複数含まれていた。第 2

分野においては，①動物の特徴，②動物の分類に関する問題が複数含まれていた。観点については，

「科学的な思考』の観点において，①関係の考察に関する問題が複数含まれていた。『観察・実験の

設能・表現jの観点においては，①安全な実験方法に関する問題が複数含まれていた。回答形式に

ついては，通過率80%以上の問題中に記述式問題が2間含まれており，それぞれ「技能・表現Jと

「知識・理解Jに関する問題であった。

表 19及び図 22から図 25より，中学3年生を対象とした調査において通過率が 80%を上回って
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いた問題の内容，観点，回答形式には次のような特徴が読み取れる。内容については，第1分野に

おいては，①台車の等速直線運動，②物体にカが働く運動，③運動エネルギー，@)酸化銅の実験に

関する問題が複数含まれていた。第2分野においては，①植物の細胞，②タマネギの細胞分裂，③

カエルの発生，④身近な自然環境の調査に関する問題が複数含まれていた。観点については， r科学

的な思考Jの観点において，①関係の考察が複数の問題に含まれていた。「観察・実験の技能・表現」

の観点においては，①締胞の観察，②太陽の観察に関する問題が複数含まれていた。回答形式につ

いては，通過率80%以上の問題中に記述式問題が4間含まれており，その中の3聞が「科学的な思

考Jに関する問題であった。

7.おわりに

本稿では，小学5年，小学6年，中学 l年，中学2年，中学3年の児童生徒を対象に行われた平

成 15年度教育課程実施状況調査(理科)について，主に通過率が 80%以上の調査問題について検

討を行った。ここまでの分析より，通過率が 80%を上回る問題の傾向は，小学生と中学生で大きく

異なっている。科学技術リテラシー像を検討しながら，より長いスパンで一貫性のあるカリキュラ

ム，学習指導の在り方を検討する必要があるであろう。

今回の分析に使用した調査は，それぞれの学校段階の各学年で共通の問題を使用したものではな

い。また見いだされた通過率80%以上の問題に関する特徴が，通過率80%以上の調査問題のみに見

られるものであるかどうかについてもさらなる検討を要する。今後，日本人に求められる科学技術

りテラシー像を検討していく上で，大規模な横断的・縦断的調査を行うことにより，より実態に却

した検討が可能となるであろう。

時，n，“ 



日本の小・中学生の理科の現状

ー国際数学・理科教育動向調査2003年謂査結果から一

Trends in Understanding Science祖lOngJapanese Primary and Lower Secondary 
School Students: From the Result ofTIMSS2003 

中山迅

NAKAYAMA Hayashi 

宮崎大学教育文化学部

Miy位 akiUni羽田ity

[要約]TIMSS 2003の理科課題に対する小学校4年生と中学校2年生の平均正答率を元に課題分

析を行い，日本の小・中学生が習得しつつあるものとして科学的リテラシーの現状を描き出そうと

した。平均正答率80%以上の課題を検討したところ，平均E答率の高い内容の多くは学校の授業で

取り組んだ学習や活動に結びっくものが多いことが示唆された。このことから，理科や生活科の教

育課程が日本の児童・生徒の科学リテラシーに与える影響は無視できないことが暗示される。

1 .はじめに

ここでは，国際数学・理科教育動向調査2003年調査(以降fTIMSS2003Jと表記する)の小学校

4年生〈以降 G4と表記)と，中学校2年生(以降 GBと表記)の平均正答率が 80%以上の理科の課題を

取り上If，その傾向を採る。この分析の目的は，学習者が習得しているものをその時点での科学日

テラシーとして位置づけ，小・中学生が習得しつつある科学的日テラシーの傾向を知ることである。

2. TIMSS2003の理科課題の分類

TIMSS2003で出題された理科の課題は，回答形式によって選択肢による形式と記述による形式

に分類されている(表 1)。

表 1 恒MSS2∞3の出題形式を課題の個数

出題形式 G4 GB 

選択肢 50 58 

毘述 25 37 

計 75 95 

これらは，さらに出題内容の分野と回答で要求される「認知的領境」によって表2-

表5のように分類される。
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表 2 TIMSS2003 G4 選択式課題の内容l認知的領域課題種別

肉容"'-.a知的領域 事実の知識 概念の理解 推論と分析 計

物理・化学 4 11 1 16 

生物 8 4 2 14 

地学 9 8 3 20 

言+ 21 23 6 50 

表 3 TIMSS2∞3 G4 記述式課題の内容属知的領域課題種別

内容¥箆知的領減 事実の知識 概念の理解 推論と分析 百十

物理・化学 。 4 4 8 

生物 2 8 4 14 

地学 。 2 3 

言+ 2 14 9 25 

表 4 TIMSS2∞3 G8 選択式課題の内容属知的領域課題種別

肉容¥認知的領域 事実の知識 概念の理解 推給と分析 百十

物理 2 5 5 12 

化学 4 7 。 11 

生物 B 6 ー1 15 

地学 6 4 4 14 

環境科学 4 2 。 6 

計 24 24 10 58 

表 5 TIMSS2∞3G8 記述式課題の内容廓知的領域課題種別

肉容¥箆知的領域 事実の知識 概念の理解 推論と分析 言十

物理 。 B 5 11 

化学 。 2 4 6 

生物 。 6 8 12 

地学 。 2 。 2 

環境科学 1 4 6 

富十 17 19 37 

小学校 4年生(G4)，中学校 2年生(G8)ともに，認知的領域は， r事実の理角事Jr概念の理解Jr推
論と分析Jの3区分に分類されている。一方，内容の領域はG4では f物理・化学Jr生物Jr地学J

の3区分， G8では「物理Jr化学Jr生物Jr地学Jr環境科学Jの5区分となっている。

選択式課題と記述式課題を比較すると，記述式課題では，表 3や表 5から分かるように， G4， 
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G8ともに「事実の知識Jは少なく，「概念の理解j と「推論と分析』に関する出題が多い。

3.平均正答率の分布

表6および表7は，出題形式と 10%毎の平均正答率で， G4とG8で出題された理科課題の個数

を集計したものである。

表 6 官官岨SS2∞3G4 出題形式による集計

出題形式l:iE笹率

選択肢

記述

齢

表 7 TIMSS2ω3G8 出題形式による集計

出題置霊式/iE答率

選択肢

記述

針

平均正答率は， G4とG8の双方で記述式よりも選択形式課題の方が高い傾向が出ており，通常よ

くある傾向に沿っている。

そこで，選択式課題と記述式課題に分けて， G4とG8の，分野別，認知的領域別，平均正答率の

段階別の集計表を以下に示す。

(1) G4選択式課題

表 8τ'lMSS2∞3G4 選択式課題 認知領域と内容による集計

也知的領繊 向宰 90拍以上 間判台 70時台 田崎台 50帖台 40%台 30%台 20軸台 10軸台 10%未満

者修実の掴!l 。 1 1 1 。 。 。 。 。
標章の理解 輯理.l!;学 4 3 1 2 t 。 c 。 。
推泊と分析 。 。 。 t 。 。 。 。 。 。
事実の掴織 2 4 。 1 。 。 1 。 。 。
標章の理解 生物 。 1 。 。 。 1 。 。
提泊と卦.l1f 。 。 。 。 。 1 。 。 。
夢実の掴抱 1 2 2 2 。 、 。 。 。
標章の理解 地学 4 2 1 。 。 。 。 。 。
推簡と骨折 。 。 2 。 。 。 。 。 。

計 12 12 9 8 4 。 4 1 。 。

表 9 官MSS2∞3G4 選択式課題 認知領域による集計

飽知的領培 田回以上 80軸台 70帖台 回同台 50軸台 40%古 30%台 20%台 叩同台 10軸未満

事実の知機 2 7 3 4 2 。 2 。 。 。
概念の翠解 s 5 3 3 1 。 1 1 。 目

推蹟と分析 。 。 3 1 1 。 1 。 。 日

計 12 12 9 8 4 。 4 。 。
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表 10 百聞82∞3G4 選択式課題 内容による集計

内容 由時以上 80%台 70%台 回同古 50時台 40%台 30拍台 ZO弛台 10帖台 10帖宋満 計

物理・化学 4 4 2 3 2 。 1 。 。 。 16 

生物 3 4 z 2 。 。 2 。 。 14 

地学 5 4 5 3 E 。 。 。 。 ZO 

計 lZ lZ 9 8 4 。 4 1 。 日 50 

(2) G4記述式課題

表 11τ'IMS82∞3G4 記述式課題 認知領域と内容による集計

毘知的恒1III 向容 90軸以上 田崎台 70軸台 岡崎台 50時金 相軸台 30軸台 20帖台 10%台 10同未満 計

ヨ露宴の掴!I 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
寝室由理構 物理・fじ学 。 。 1 1 。 。 1 。 。
推蹟と卦軒 。 。 。 2 。 。 。 2 。 。 4 

高露実の担埠 。 。 。 。 。 。 E 。 。 2 

概吉田理解 主軸 。 。 1 2 。 。 2 2 。 8 

桂昌と骨折 。 2 1 。 。 。 。 1 。 。 • 
事実由掴織 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
篠宮司理解 地宇 。 。 。 。 1 。 。 。 。 2 

誰自歯と分苛 。 。 。 。 。 。 。 。 。
計 。 2 3 6 3 2 。 7 2 。 25 

表 12 官MSS2∞3G4 記述式課題 認知領域による集計

包知的領培 田崎以上 回弛台 70帖台 60%台 岡崎台 40帖台 30軸台 ZO弘吉 1明色合 10軸未満 計

草案の知雌 。 。 。 1 。 。 。 1 。 。 2 

援念の理解 。 。 2 3 3 1 。 3 2 。 14 

推簡と分続 。 z 2 。 1 。 3 。 。 9 

計 。 E 3 s 2 2 。 7 2 日 Z5 

表 13 TIMS82∞3G4 記述式課題 内容による集計

内容 田崎以よ 四%台 70軸古 回軸台 50崎台 40%台 30同台 ZO崎会 10軸台 10軸未満 計

物理・化学 。 。 1 2 1 。 。 3 。 。 8 

生物 。 2 2 3 1 。 。 4 2 。 14 

地学 。 。 。 日 t 2 。 。 。 。 2 

計 01 Z 3 6 3 z 。 7 z 。 Z5 
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(3) G4選択式課題

表 14 TlMSS2003 G8 選択式課題 認知領域と内容による集計

昆知的領域 同容 四時国上 曲目古 70崎台 田崎台 田拍台 40拍台 30柏会 却首台 10同台 10%::;長講 計

事実の知埠 2 。 。 。 。 。 。 。 。 。 2 

揖章の理解 物理 。 2 2 1 。 。 。 。 。 。 5 

推撞M骨折 。 1 2 1 。 。 。 1 。 。 5 

事実由掴埠 。 1 。 。 3 1 1 。 。 。 4 

寝室由理解 10宇 1 。 。 2 。 4 。 。 。 。 7 

推撞と骨折 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
事実由掴白血 1 2 。 2 3 。 。 。 。 。 8 

概宮司理解 生物 。 。 3 2 1 。 。 。 。 。 e 
推Itと骨折 。 。 。 。 。 。 。 。 。
事実由掴識 .or 。 1 。 。 8 

標章司理解 地学 1 。 1 。 。 。 。 。 4 

推撞と骨折 1 。 。 。 2 。 。 。 。 4 

夢実の掴誠 。 1 。 。 。 。 。 4 

極意由理解 環埴科宇 。 。 。 1 。 。 。 。 。 2 

推量と卦訴 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
計 6 8 10 11 8 8 4 3 。 。 5. 

表 15 τ'IMSS2003 G8 選択式課題 認知領域による集計

箆知的領培 田崎以上 田崎台 70軸台 国軸台 50拍古 柏崎古 初軸台 20%台 10同台 10%未満 計

事実の知1瞳 3 4 4 6 2 2 。 。 24 

概念の理解 2 2 6 6 2 4 。 。 24 

権簡と分析 1 z 3 1 。 2 。 1 。 。 10 

計 6 g 10 11 8 8 4 3 。 。 58 

表 16 官MSS2∞3G8 選択式怒題 内容による集計

内容 田 崎 以 上 田崎台 70拍古 回拍古 50%台 40%台 30軸台 20%台 10抽台 叩軸未満 計

物理 z 3 4 z 。 。 。 1 。 。 12 

化学 2 t 。 2 1 5 。 。 。 11 

生物 2 2 4 4 4 。 。 。 。 。 15 

地学 2 2 2 3 2 。 。 14 

環境科学 。 。 2 1 。 2 。 。 。 6 

計 8 8 10 11 8 日 4 3 。 。 58 
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(4) G8記述式課額

表 17 TIMSS2∞3G8 記述式課題 認知領減と内容による集計

毘知的慣減 向車 四%以よ 80帖台 70軸台 曲帖台 50軸台 相岨台 30%台 四%合 叩軸台 10軸朱量 計

事実由釦埠 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
寝室由理解 物理 。 。 1 2 1 。 。 。 1 6 

推箇と分析 。 t 1 。 。 。 1 。 5 

著書実の掴撞 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
概宮由理解 化学 。 。 。 、 。 1 。 。 。 。 2 

推障と骨斬 。 。 。 t 1 。 1 。 。 4 

事実由知識 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
標章の理解 主軸 。 1 。 。 2 1 1 。 。 6 

推簡と卦.*， 。 。 。 2 。 2 。 1 。 6 

事実の知識 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
穫量由理解 地学 。 。 1 。 。 。 。 。 。 2 

推蹟と分析 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
事実の知按 。 。 。 。 。 。 。 。 。 1 

録企由理解 理壇科学 。 。 。 。 。 。 。 。 。 1 1 

推蛤と卦訴 e 。 1 。 。 。 t 。 4 

計 。 2 4 8 e 4 6 3 3 37 

表 18 TIMSS2∞3G8 記述式課題 認知領域による集計

箆知的領績 田崎以上 田崎台 70拍台 曲拍台 50叫台 柏崎台 30崎古 20%台 10軸台 10砧朱満 針

事実由知際 。 。 。 。 1 。 。 。 。 。 1 

概念の理解 。 T 2 4 3 3 1 。 2 17 

推践と分軒 。 1 z 4 2 1 5 。 3 19 

針 01 2 4 8 e 4 6 1 3 3 37 

表 19 TIMSS21∞3G8 記述式課題 内容による集計

内容 田弘以上 回目台 70括合 回軸台 50軸台 40%古 30軸台 20叫台 10軸台 10軸未満 計

物理 日 1 2 3 1 1 。 1 11 

化学 。 。 。 2 1 。 。 6 

生物 。 1 。 z 2 2 3 1 1 。 12 

地学 。 。 1 1 。 。 。 。 。 。 2 

環境科学 。 。 。 2 。 。 1 6 

計 。 2 4 8 6 4 6 1 3 3 37 
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4.平均正答率の高い課題への着目

平均正答率の大まかな分布に着目して傾向を採るため，平均正答率を

未満， 40%未満に区切って集計した。それを表20ー表24に示す。

表 20 TIMSS2∞3G4 遷択式課題 認知領域による集計

認知的領域 80%以上
40%以上

40%未満 i+ 80%未満

事実の知識 10 9 2 21 

概念の理解 14 7 2 2 

推論と分析 。 E← 

百十 24 21 5 5 

表 21 TIMSS2∞3G4 選択式課題 内容による集計

箆知的領減 80%以上
40%以上

40%未満 富十
80%未満

物還・化学 8 7 

生物 7 4 3 

地学 9 10 2 

言+ 24 21 5 5 

表 22 TIMSS2∞3G4 記述式課題 認知領域による集計

箆知的領減 80%以上
40%以上

40%未満 百十
80%未満

事実の知識 。
概念の理解 。 9 5 

推鈴と分析 2 4 3 g 、

言十 2 14 9 21 

表 23 叩¥fSS2∞3G4 言ffi!s式課題 内容による集計

認知的領域 80%以上
初%以上

40%未満 富十
80%未満

物理・化学 。 5 3 

生物 2 6 6 

地学 。 3 。
計 2 14 9 2 
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表 24 官MSS2003G8 選択式課短 認知領域による集計

認知的領域 80%以上
40%以上

40%未満 言十
80%未満

事実の知識 7 13 4 24 

概念の理解 4 18 2 24 

推論と分析 3 6 10 

言十 14 37 7 58 

表 25 TIMSS2003 G8 選択式課題 内容による集計

留知的領域 80%以上
40%以上

40%未満 言十
80%未満

物理 5 6 12 

化学 2 8 11 

生物 3 12 。 ， 15 
地学 3 8 3 14 

環境科学 3 2 6 

言十 14 37 7 58 

表 26 TIMSS2∞3G8 記述式課題 認知領域による集計(3区分}

箆知的領犠 80%以上
40%以上

40%未満 富十
80%未満

事実の知議 。 。
概念の理解 1 12 4 17 

推鈴と分析 9 9 19 

言十 2 22 13 37 

表 27 TIMSS2003 G8 記述式課題 内容による集計(5区分)

忽知的領域 80%以上
40%以上

40%未満 言十
80%未満

物理 7 3 11 

化学 。 4 2 6 

生物 6 5 12 

地学 。 2 。 2 

環境科学 。 3 3 6 

計 E 22 13 37 
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表 28と表29に， G4とG8で平均正答率が 80%以上であった課題の一覧表を示す。

表 28 百MSS2∞3G4 平均正答率80%以上

飼査名 学年 問題番号 内容領培 認知的領様 出題形式 正日本答率の 平国均際値 豊島 (a-b) 問題肉容
(a) (b) 

置修状況

TIMSS_2田3 G4 S 02-02 生物 概念の酒解 選択肢 98.2 85.9 12.3 
手を洗うと病気にならな

不明
い理由

TIMSS_2∞3 G4 S 09-05 物理・化学 概念の寝解 選択肢 95.3 74.6 20.7 
乾ら，電電池琢とが電光諌るの回回路路をか選 小3・4
択する

TIMSS_2回3 G4 S 01-05 物理・化学 概念の理解 選択肢 94.0 83.1 10.9 
水図にか浮ら目かもぶっ3とつもの重物い体ものの

不明
を選択

TIMSS2oo3 G4 S 02-06 生物 禄念の理解 選択肢 94.0 86.4 7.6 
植多物〈のの水図をか取らり目入いれちるば部ん

4、3
分を選択

TIMSS_2∞3 G4 S 02-01 物理・化学 概念の理解 選択肢 93.4 824 11.0 
水が湯島するとどうなる 1)、4
か

TIMSS_2回3 G4 S 02同 10 生物 概念の理解 選択肢 92.9 89.2 3.7 卵を産まない動物 小1・2の生活
科に関連

TIMSS 2003 G4 S 02-09 地学 事実の知蟻 選択肢 92.8 882 4.6 虹合がせ生まれる条件の組 不明

官MSS2∞3 G4 S 01-03 物理・化学 概念の理解 選訳肢 92.4 65.5 26.9 放もの置すると.はや<<さる 不明

官MSS_2∞3 G4 S 09-01 生物 事実の知機 選択肢 91.4 81.3 10.1 昆虫を図から選択 4、3

TIMSS2∞3 G4 S 01-02 地学 概念の理解 選択肢 91.1 72.6 18.5 
地か図ら「上泡のJを海書.池〈含.む川場な所ど 小5に関連
を選択

官MSS2∞3 G4 S 03-11 生物 概念の理解 選叙肢 90.1 73.9 16.2 歯人が食ベ物をすりつぶす 来に関習だ連がIJ¥6

官MSS_2∞3 G4 S 03-06 生物 事実の知機 選択肢 90.0 92.1 -2.1 植物Lか食ベない動物
小1・2の生活
科に関連

官MSS_2∞3 G4 S 01-08 地学 事実の知機 選択肢 89.6 75.8 13.8 
恐竜の化石が発見され 小6
る場所

百MSS_2∞3 G4 S 03-02 地学 事実の知践 選択肢 896 91.3 -1.7 
地うち主事で.も火っ星と、も月温.度太の陽高のい未に関晋連だが小3I 
もの

TIMSS_2∞3 G4 S 04-01 生物 事実の知践 選択肢 88.9 73.1 15.8 昆の組虫の合幼せ虫と成虫の図 1)、3

百MSS_2∞3 G4 S 01-09 生物 事実の知隙 選択肢 87.5 82.2 5.3 食遺べ恨物として作る植物を 不明

官MSS2田3 G4 S 09-03 生物 事実の知践 選択肢 87.4 68.8 18.6 せ『生選き択ているもの』の組合 不明

TIMSS2∞3 G4 S 1か-08 物理・化学 事実の知機 選択肢 87.2 75.5 11.7 『水にとけるもの』の選択 4、5

TIMSS_2∞3 G4 S 10-03 生物 事実の知機 選択肢 86.9 720 14.9 
シ池がの食図ベかてら『いオる聖もマのジJャをウ 1)、1・2の生活

選訳
科に関連

百MSS2∞3 G4 S 03-04 生物 推簡と分続 配達 86.8 72.7 14.1 
工たく場さかんら涜川しにたあ場つ合いの粛.をJII 

不明
の植物や魚への影嘗

官MSS21∞3 G4 S 02-07 生物 概念の理解 選択肢 88.4 89.9 16.5 選木と択影の図から，正午を 小3

TIMSS_2∞3 G4 S 01-01 物理・化学 採念の理解 選択肢 85.7 75.4 10.3 
2も種.強頚いの磁もの石のを混使っ合て物分か 4、3
けられる組合せを選決

TIMSS_2凹3 G4 S 01-07 生物 概念の理解 選択肢 85.7 68日 18.9 必た場要合以に上起にこ食るベこ物とをとっ 不明

百MSS_2oo3 G4 S 03-01 物理・化学 概念の寝解 選択肢 82.5 65.6 16.9 せがっあけるんかの泡の中に何 1)、4

百MSS_2∞3 G4 S 03-10 物理・化学 概念の理解 選択肢 81.6 62.0 19.6 でや作からんれやてないべるの理多由〈が銅 小4

-'-ー
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表 29 τ百，ffiS2∞3G8 平均正答率 80%以上

窃査名 学年 問題番号 内容領域 包知的領埼 出題軍基式 正日(本答a)の率 平国(均b際} 値 量豊(a-b) 問圏内容 贋修状況

τlM55_2003 GB 501-03 地学 推簡と分析 選択肢 96.3 72.6 23.7 3時ら日.を且岡鶴が町み冷民取た温る〈変な化っのた表Eか 1I、5

TIM5S_2003 GB S02-09 化学 概念の理解 選択肢 94.5 69.5 25.0 火と，のよつ〈鍛いたえる木理が由あおぐ 1I、e

百M5S_2003 GB 509-0B 物理 事実の知醜 選択肢 93.9 B3.4 10.5 混がものっ.どたかん9選なオ択「J変凶化徒』〈に現よ象る 小4

百MSS_2003 GB S02-02 生物 事実の知機 選択肢 93.4 72.3 21.1 らる人脳のがへは絢メ何をッ見かセたーとジきを，伝固えか 中2

TIMSS_2003 GB S03-01 物理 事実田知機 選択肢 93.0 84.5 B.5 憶能電中電池灯田を入つれけ方るため由 11'、4

TIMSS_2∞3 GB S13-06 地学 概念由理解 選択肢 92.2 70.5 21.7 地の漂ポー白ル書位の落置下における 不明だが中3
の向吉 に関連

T官時SS_2003 GB S03-10 物理 推簡と分折 選択肢 B9.1 70.9 18.2 カー判よ時ブっ断刻てトムグ先シラ由フ由時の歩刻外行の揮の露に定穫雄を 学中技3.田ま算た数は小

ηMSS_2003 G8 504-12(1) 物理 推論と分析 毘述 87.8 40.3 47.5 棒位磁種石針のの近向〈きにおいた方 1I、3

百MSS_2003 GB 503-13 生物 概念の理解 記述 85.5 43.5 42.0 
す運ぎ動る中のにを体防温ぐがた上めがにり起

不明
こること

TIMSS_2003 G8 509-04 生物 事実由知機 選択肢 B4.6 601 24.5 動るこ物との受精の時に起こ IJ¥5 

TIMSS 2003 G8 502-12 地学 推論と分析 選択肢 84.0 51.8 32.2 V川地を字.幅に上谷遣古流咳のしと1たく11比てがと較流き下のれ流状由の現速平い 1I、5

TIMSS_2003 G8 S03-02 生物 事実の知鴎 選択肢 B36 59.5 24.1 赤血薄田働者 中2

TIMSS 2003 G8 S02-04 化学 事実の知掠 選択肢 82.9 72.5 10.4 
てな『白い化いる合紛紛物と』.黒は混い.合溶粒物波で.. で単純き体粋

中Z

のどれか

甘MS5_2003 GB S02-OB 物理 概念の理解 選択肢 80町7 61.9 18.8 縞蓄えみる方エがネ異ルなギるーば回ね比が駿 中3(部分的)

TIMSS_2003 GB S02-05 環境科学 事実の知機 選択肢 80.4 44.9 35.5 化て酸る増膨石化響加鐙炭す科素るιが大地4集車串中焼にの与に=よえっ中3または詑
合

TIMSS_2003 G8 501-16 物理 概念の理解 選択肢 BO.3 62.9 17.4 
入射光と反射光の正しい

1I、4.中1
図
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G4とG8の各学年で，平均正答率80%以上の課題を示す。

(1) G4の平均率80%以上の課題

田但 持制H.t首h“.涜企.1:にこ帥な紗いよ川令悶H の叫lほ:.ど肘令L口てで廿す村坊かh.、. 1 φ…… …s昨叫山………gパ山一一8品川山ん川川脅帥あ
@ 字が~れいに見えaゐ~Jよt'う11院ζすAゐ&/.:'めb 

@ 晶ふ品毒が'悼かわかな恥砂い叫、吐よMう制sにz汁するot，坤
(j) 1乎炉‘舎，jあbたたか《するた.鈴b 

図 1 G4課題 S02-02 (生物，概念の理解}

平均正答率(日本)98.2%

SCPaI 下の信にU.‘憶につながれた竃..，がえがかれていSす.

光るの1:どの“でL，う念、

@閏
b

@白@首
@出
b

@ ⑧ ⑨ 

図 2 G4課題 S09-05 (1物理・化学，概念の

理解) 平均正答率{日本)95.3% 

開唖 '"の周隠岡む大8'与の，?のもの札ホ刊の*"中にうかんでいる..す..，

らわLています.

“ちほん草いものUどれですか.

@γ  

申イ

申今

@ ど仇色"巳..

図 3 G4課題 S01-05 (1物理・化学，概念の

理解} 平均正答率(日本)94.0%

(J'> 
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S畠畠 ‘畠おがいらばん多〈水密取り入れるのほ.下の関酬明どこからですか.

剖アの畠;j$

@ イの.分

@ゅの・5分
(j) ~の随分

図 4 G4課題 S02・06(生物，概念の理解)

平均正答率(日本)94.0%

ホはふ9 とうすると.どうなります昔、

①色がかわる

@益〈なる

@ 水じよう自民にかわる

@あわが出な〈なる

図 5 G4課題 S02・01(1物理・化学，概念の

理解) 平均正答率(日本)93.4%

sa叩 3

saト10 次町・ーーのうちで.たまどをうま生ピ町はどれですか.

①=ワトリ

@ イ男

③ カエル

@ カメ

図 6 G4課題 S02・10(生物，概念の理解}

平均五答率(日本)92.9%



sa-a 次のどの純み合わせで.にじが見えますか，
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③ 雲と氷

③ 目先と岡

図 7 G4謀題 S02-09 (地学，事実の知諦

平均正答率(日本)92.8%
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図 8 G4課題 S01-03 (物理・化学，概念の

理解) 平均正答率(日本:)92.4%
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図 9 G4課題 S09-01 (生物，事実の知話。

平均正答率(日本)91.4%
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図 10 G4課題 S01・02(地学，概念の理解)

平均正答率〈日本:)91.1%
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図 11 G4課題 S03-11 (生物，概念の理解

90.1% 
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図 12 G4課題 S03-06性物，事実の知識

平均正答率(日:本)90.0%
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図 13 G4課題 S01-08 (地学，事実の知樹

平均五答率(日本)89.6%
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図 14 G4課題 S03-02 (地学，事実の知詩的

平均正答率(日本)89.6%
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図 15 G4課題 S04-01 (生物，事実の知鵡

平均正答率(日本)88.9%
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図 16 G4課題 S01-09 (生物，事実の知識的

平均正答率{日本)87.5%
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図 17 G4課題 S09・03性物，事実の知掛

平均正答率(日本)87.4%
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図 18 G4課題 S10・08~物理・化学，事実の

知掛平均正答率(日本:)87.2%
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図 19 G4課題 S10・03(生物，事実の知識

平均正答率{日本)86.9%
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図 20 G4課題 S03・04性物，推論と分析)

平均正答率(日本)86.8%
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図 21 G4課題 802.07性物，概念の理解)

平均正答率{日本:)86.4%
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図 22 G4課題 801・01(物理・化学，概念の

理解) 平均正答率(日本)85.7%

ふ。 体I:.!:..，てひっ.t~~j車‘川崎噌H品にとるl:.. t"10:りますか.I ~…IHÞ(帥由・1.がへ~
(i) h"， (U<がふえる

由Itペ・が LIrーとして.t.:.(hえられる

図 23 G4課題 801・07(:生物，概念の理解)

平均五答率(日本:)85.7%
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図 24 G4課題 803.01(物理・化学，概念の

理解) 平均正答率(日本)82.5%
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平均五答率(日本)94.5%
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平均正答率{日:本)93.9%
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平均正答率(日本:)89.1%
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5.平均正答率の高い課題の特徴

(1) G4について

表 28および図 1ー図 25を参照して.G4で平均正答率が 80%以上の課題について考察する。ただ

し，ここでの考察は，他国の児童・生徒の成績との比較ではなく，日本の児童・生徒の平均正答率の

みに注目して行う考察である。

表 28でまず自につくのは，選択形式の課題が多いことである。出題分野の偏りは認められない。

記述式課題で平均五答率が 80%を超えた課題は，図20の f工場から川lにあっい湯をたくさん流した

場合の，川の植物や魚への影響Jについての課題だけである。このことから，小学校4年生の児童は，

選択肢が示されたときに適切に判断するという形で顕在化する科学リテラシーを形成しつつあること

が分かる。

次に，認知的領域に注目すると.25題中 14題が「概念の理解J.10題が「事実の知識J.1項目が

「推論と分析Jであった。表 2によれば. r推論と分析Jの出題はもともと少ないが，その割合以上

に「事実の知識」と「概念の理解」が良くできている。小学校4年生の時点で顕在化する科学リテラ

シーは. r概念の理解Jと「事実の知識Jが中心であることが分かる。

内容領域に注目すると.r物理・化学」が 8題.r生物Jが13題.r地学jが4題であった。表2で，

G4の選択式課題 50題中. r物理・化学Jが 16題.r生物j が 14題. r地学j が20題出題されてい

ることを考えると，地学の領域で高い平均正答率を上げた出題が少ない。小4の時点では，内容領域

別に見ると，生物領域で高い科学リテラシーが発揮された出題が多く，物理・化学がそれに続き，地

学領域では課題が残った。

表28で履修状況に注目すると，理科で履修済みと見なすことができるのは，次の課題である。

図2. S 09-05 乾電池と電球の回路から，電球が光る回路を選択する(小3・4)

函5 S 02.-01 水が沸騰するとどうなるか(小4)

図9 S 09-01 昆虫を図から選択(小3)

図15 S 04-01 昆虫の幼虫と成虫の図の組合せ(小3)

図2.1 S 02.-07 木と影の図から，正午を選択(小3)

図2.2. S 01-01 2.種類のものの混合物から.強い磁石を使って分けられる組合せを選択(小3)

図2.4 S 03-01 せっけんの泡の中に何があるか(小4)

函2.5 S 03-10 やかんやなべの多くが鎮で作られている理由(小4)

このほかにも，以下のような理科の履修内容に関連した学習内容がある。

図4 S 02.-06 植物の図から，いちばん多くの水を取り入れる部分を選択(小3に関連)

図14 S 03-02. 地琢，火星.月，太甥のうちでもっとも温度の高いもの(未習だが小3に関連)

これらの項目を見ると，小学 3・4年生で学習した物理・化学・生物分野の知識を有効に働かせて

判断できていることが分かる。

さらに，以下のように生活科等の活動に関連したものである。

函6 S 02.-10 卵を産まない動物(小1・2の生活科に関起

図12. S 03-06 植物しか食べない動物(小1・2の生活科に関連)

図19 S 10-03 池の図から「オ11マジャクシが食べているものJを選択(小1・2の生活科に関連)

このように，小学4年生の児童は，理科の学習内容や生活科での活動で得た知識を適切に利用して

問題に回答している。
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理科または他の教科や領域での履修について判断しにくかった出題は以下の通りである。

図1 S 02-02 

図3 S 01-05 

図7 S 02-09 

国8 S 01-03 

図16 S 01-09 

図17 S 09-03 

図18 S 03-04 

手を洗うと病気にならない理由

水に浮かぶ3つの物体の図から，もっとも重いものを選択

虹が生まれる条件の組合せ

放置すると，はや〈くさるもの

食べ物として作る植物を選択

『生きているもの」の組合せ選択

工場から川にあつい湯をたくさん流した場合の.J11の積物や魚への影響

図23 S 01-07 必要以上に食ベ物をとった場合に起こること

これらについては，他教科および特活，総合的な学習の時間や，日常生活の中から学んでいるよう

である。

以下の項目は，理科の上学年で履修予定または，関連する内容を履修予定の出題である。

図10 S 01-02 地図上の海，池.J11などから「塩Jを多く含む場所を選択(小5に関連)

図11 S 03-11 と人が食ベ物をすりつぶす歯(未晋だが小6に関連)

図13 S 01-08 恐竜の化石が発見される場所(小6)

図18 S 10-08 r水にとけるものJの選択(小5)

小学4年生が平均正答率80%を挙げた以上の25題を見ると，認知的領域が「事実の知識Jと「概

念の理解j に偏っているとは言え，単純な記憶の再生だけではないことが分かる。たとえば.2種類

のものの混合物から，強い磁石を使って分けられる組合せを選択する課題(図 22.S 01-01)や，やかん

やなべの多くが銅で作られている理由を問う課題(図 25.S 03-10)などは，学校でその事柄が直接教え

られるのではなく，学んだ知識を使って考えることによって回答が可能な出題である。

生活科の活動から得られる知識を用いる課題や理科での履修が特定できない課題で高い平均正答率

を得ている課題がたくさんあることを考えると，小学校4年生の時点で形成されている科学リテラシ

ーは，理科と他の教科・領域の学習によって総合的に形成されているのかもしれない。

(2) G8について

表 29および図 26-図41を参照して，中学2年生に形成されている科学リテラシーについて考察

する。

表 29で出題形式に目をやると.G4と同様に選択式の出題が多いことが分かる。表 29の 16題中

14題が選択式で，記述式は2題である。表 1によれば.G8理科の 95題中，選択式が 58題，記述式

が37題であるから，日本の中学2年生が平均正答率80%以上を挙げることのできた課題の比率は選

択式に偏っていたと言える。小4の児童と同様に，中 2の生徒も，記述よりも選択において顕在化す

る形で科学リテラシーを身につけつつある。

認知的領域に注目すると. 16題中. r事実の知識Jが7題. r，概念の理解Jが5題. r推論と分析J

が4題である。表4および表 5から三つの認知的領域における出題数を読み取ると. r事実の知識」

が25題.r概念の理解jが24題. r推論と分析jが29題である。このことから考えると，中学2年

生の生徒は，小4と比較すると「推論と分析Jという形で発揮される科学リテラシーを身につけつつ

あると考えても良さそうである。

出題内容の分聖子に注目すると.80%の平均正答率を挙げた 16題中. r物理Jが 6題. r化学Jが2
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題， r生物j が4題， r地学Jが8題， r環境科学Jが 1題であった。表4および表5で分野別の出題

数を確認すると，選択式課題では物理・化学・生物・地学の出題数に極端に違いがないことから考え

ると，中学2年生の生徒は，物理分野において順調に科学リテラシーを形成しつつあると言える一方

で，化学分野には課題が残る結果となっている。

表 29で履修状況に注目し，中 2までに履修済みと見なすことのできる出題を列挙すると以下の通

りである。

図1 S01-03 3日聞の気温変化の表から，風が冷たくなった日時を読み取る(小5)

図2 S02-09 火のついた木があおぐと.よく燃える理由(小6)

図3 S09-08 湿った事オルが乾く現象が，どんな「変化」によるものか選択(小4)

図4 S02-02 人が物を見たとき， eIから脳ヘメッセージを伝えるのは何か(中 2)

隠 8 S04-12(1)棒磁石の近くにおいた方位磁針の向き(小3)

図10 S09-04 動物の受精の時に起こること(小5)

図11 S02-12 川幅が狭くて流れの速いV字谷の川が下流の平地に遣したときの状況を，上流と比較

(小5)

図12 S03-02 赤血球の働き(中 2)

図13 S02-04 r白い粉と黒い粒でできている粉JIま.溶波.純粋な化合物，混合物，単体のどれか

(中 2{部分的1)) 

図16 S01-16 入射光と反射光の正しい図(小4. 中1)

これらの履修学年に注目すると，小学校で履修済みの内容が非常に多いことが分かる。しかも，理

科の学習が始まる小3以降のあらゆる学年が登場している。これは，小学校で学んだことが十分に身

に付き，それらが上級学校での学習に生かされていることを意味している。これらの事項は，成人の

科学リテラシーの基礎となるものとして注目すべきであろう。

また， 3日間の気温変化の表から，風が冷たくなった日時を読み取る課題(図 1，801-03，小 5)や，

川幅が狭くて流れの速いV字谷の)11が下流の平地に達したときの状況を，上流と比較する課題(図11，

802・12，小 5)のような，小学校の地学分野の学習が生かさせていることにも注目したい。 G4では，

地学分野の出題で高い平均正答率を上げた課題が少なかったが，学習したことがすぐに科学リテラシ

ーとして成績に表れるのではなく，学年を追って生きてくるのかもしれない。これについては，さら

なる検討が必要である。

6_平均正答率の高い課題の例

( 1 )理科で履修済みの G4課題

80%以上の平均正答率であった G4課題のうち出題内容が理科で履修済みであったのは次の9個の

課題である。

図2 S 09-05 

図4 S 02-06 

図5 S 02-01 

図9 S 09-01 

図15 S 04-01 

図21 S 02-07 

小3・4

小3

小4

小3

小3

小3

乾電池と電球の回路から，電球が光る回路を選択する

植物の図から，いちばん多くの水を取り入れる部分を遷択

水が沸騰するとどうなるか

昆虫を図から選択

昆虫の幼虫と成虫の図の組合せ

木と影の図から.正午を選択
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図 22

図24

S 01--u1 小3

S 03-01 小4

2種類のものの混合物から，強い磁石を使って分けられる組合せを選択

せっけんの泡の中に何があるか

図25 S 03-10 小4 やかんやなべの多くが銅で作られている理由

これらの習得には，いずれも理科授業における観察・実験などの活動がかかわっている。

図2の乾電池と豆電球からなる回路については，主として小3で学習し，豆電球を乾電池に接続し

て点灯させる活動がある。児童が初めて電気を用いた器具を自ら操作して電球を光らせるため印象に

残りやすい。

図4の植物の体のっくりについても小3の学習内容である。児童自らが植物の種子をまいて育てる

活動が行われる。芽生えの観察や間引きをした植物の根の観察などを各自が行う場面が多く，印象に

残りやすい。

図5の水が沸騰すると水蒸気になるという内容は，小 4で実験する。学習前には，沸騰する水から

でる泡の正体は「空気Jであると考える児童が多いが実験でその考えが覆されて「水蒸気」であるこ

とを知る。意外性のある実験結果が印象に残りやすい。

図9の昆虫の体のっくりについては，小3で学ぶ。モンシロチョワやアゲハなどを幼虫から飼育し

て成虫になるまで観察する学習活動が一般化している。しかも f昆虫」の特徴として「頭・胸・腹の

3つの部分から成るJr，脚が6本で胸から出るjなどを観察を通して学ぶことになっているので，昆虫

とそれ以外の節足動物を区別することが容易となっている。

図 15の昆虫の幼虫と成虫の組合せについても小 3で学習する。春から夏にかけて，様々な昆虫の

飼育や観察を行う学習があり，身近な幼虫と成虫の形態についての知識が豊富になっているようであ

る。

図 21の太陽の動きと木の影の動きの関係についての学習は小 3で行う。目なたと日陰の比較や一

日の影の動きの観察を行うことで太陽と影を関係づけることができるようになる。

図 22の被石を用いた物質の分別は，小 3の「磁石につく物とつかない物j に関する学習活動を通

して学ばれる。児童は各自で磁石を持って身の回りの物に次々と近づけては，それが引きつけられる

かどうかを調べて「磁石に引きつけられる物Jと「磁石に引きつけられない物」に分類する活動を行

う。この出題は，授業で行われる分類の活動の経験をあてはめれば容易に解決できる。

図 24の石けんのあわのなかに空気があることについての課題は，ノj、4の空気の学習活動と結びつ

いている。小4の学習で，空気の存在を確かめるために，水の中の泡の観察やピニル袋に閉じこめた

空気の手応えを観察する活動を行うので，泡の中に空気があるという考えができやすい。

図 25の課題は，小 4で学習する金属の熱伝導の観察と結びついている。児童はロウなどの物質を

塗った金属板の一部を加熱して熱の広がりを観察する活動を行うため，銅が熱の良導体であることを

よく知っている。

このように， G4で好成績であった課題には小学校理科授業における観察や実験の経験と結びつい

た内容が多い。現在の教育課程に組み込まれている観察・実験などから学ばれる事柄が，成人となっ

たときの科学リテラシーの基盤となりつつあることが示唆される。
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(2)理科で履修済みの G8課題

80%以上の平均正答率であったG8課題のうち出題内容が理科で履修済みであったのは次の11個の

課題である。

図26 SOl-Q3 小5

図27 S02-Q9 小6

図28 S09-Q8 小4

図29 S02-Q2 中2

図30 S03-Q1 小4

図33 S04-12(1)小3

図35 S09-Q4 小5

図36 S02-12 小5

上涜と比較

図37 S03-Q2 中2

図38 S02-Q4 中2

体のどれか

3日聞の気温変化の表から.鳳が冷たくなった日時を読み取る

火のついた木があおぐと，よく燃える理由

湿った告オルが乾く現象が，どんな「変化」によるものか選択

人が物を見たとき，白から脳へメッセージを伝えるのは何か

懐中電灯をつけるための乾電池の入れ方

榛磁右の近くにおいた方位磁針の向き

動物の受精の時に起こること

川幅が狭くて流れの速い V宇谷の川が下流の平地に達したときの状況を，

赤血球の働き

『白い粉と泉い粒でできている粉J(立，溶液，純粋な化合物，混合物.単

図41 SOト16 小4. 中1入射光と反射光の正しい函

11課題のうち 8課題が小学校の履修内容で回答できるものである。

図 33の棒磁石の近くの方位磁針の向きに関する課題は，小 3での磁石と方位磁針を使った活動を

していれば解ける課題である。磁石を使ったものっくりなどの活動が多く行われるので身に付きやす

い内容である。

図 28の湿ったタオルが乾く変化が「蒸発Jであるという知識は，小 4で水たまりの水が蒸発して

なくなることの観察などの活動から得られる知識である。

図 30の懐中電灯をつけるための乾電池の入れ方の諜題は，小 4での直列つなぎで豆電球をつける

活動をしていれば解ける。小8と小4で乾電池と豆電球を用いる活動が乾電池のつなぎ方の理解につ

ながっている。

図 41の入射光と反射光の作図の課題は，小 4の鏡による光集めの活動を通して体験的に学んでい

る。

図 26の気温変化の表から気候の変化を読み取る課題は，小 5での気温と天気の観察活動そのもの

である。

図 35の受精に関する課題は，小 5でメダカを9同首ら返して育てる活動を通して得られる知識がベ

ースになっている。

図 36の川の上流と下流の比較は，小 5の学習で習得される知識に基づいて行われる。ここでは，

川の写真の観察だけでなく，泥水を流して行う実験を行っていると理解が深まりやすい。日本は，流

れの急なところから平地に流れ込む川lが多いので，身近な場所で理解が深まりやすい。

図 27の火のついた木をあおぐと良く燃える理由は，小 6での燃焼の学習に基づいて得られる知識

で回答できる。木を良く燃やすための方法を調べる活動が，このような課題の解決につながっている。

図29の目から脳へメッセージを伝えるものが神経であることを指摘する課題，図 37の赤血球の働

きが酸素の運搬であることを答える課題，図 38の白い粉と黒い粉が混合物であることを指摘する課

-48-



題は，いずれも中 2で学習する。これらも，簡単な活動を伴う場合があるが，小学校ほど課題と直接

かかわる活動が行われているとは限らない。

全体を通して，小学校で履修済みの内容は，いずれも観察や実験などの活動を伴っており，こうい

った活動が多くの児童による理解につながっていると考えられる。

G8で平均正答率の高い課題から言えることは，小学校から中学校までの学習が生徒の科学リテラ

シー形成を支えるということである。とくに，小学校の学習内容では，観察や実験などの活動が科学

リテラシー形成に直接関わっていることが推察される。

7. おわりに

日本の児童・生徒の学力調査にかかわる従来の分析では，主として平均正答率の低い課題に注目が

集まり，なぜできが悪いのかを検討することが多かった。本報告では，従来あまり注目されなかった

平均正答率の高い課題に注目して，それらの特徴を探ることに力点を置いた。なぜなら，平均五答率

が高い課題の内容は，現在の日本の児童・生徒の回答という形で顕在化した「科学的リテラシー」の

現状であると考えたからである。

分析から分かったことは，以下のような事柄であった。

( 1 )小 4.中2ともに選択式課題において高く発揮される科学的リテラシーが身についており，論

述式課題で発揮される科学的リテラシーが高いとは言えない。

(2)課題の認知的領域に闘し，小4は「事実の知識Jと「概念の理解j という形で顕在化する科学

的リテラシーが高いが，中2ではこれらに加えて f推論と分析」という形で顕在化する科学的リテラ

シーが伸びてきている。

(3)内容領域に関して，小4は「物理・化学Jと「生物Jに関する科学的リテラシーが高く顕在化

している一方で. r地学Jの領域では課題が残った。中 2は「物理Jの分野で順調に高い科学的リテ

ラシーが表れており.r生物Jr地学Jr環境科学』には大きな問題はないが. r化学Jの分野では課題

が残った。

(4)小 4. 中2ともに，学校で経験ずみの観察・実験などから学ばれる事柄が身についていると考

えられる課題が多かった。このことから，小・中学校の教育課程上に位置づけらいれている観察・実

験などの活動が児童・生徒の科学的リテラシー形成にとって大きな役割を演じていることが分かる。

これらの示唆の多くは，従来から考えられていたことが確認されたものと考えることができる。し

かし，児童・生徒が身に付けつつある科学的リテラシーの大きな部分が生活科や理科の観察・実験な

どの活動と関係していたことが分かったのは大きな収穫であった。

日本人に求められる科学的リテラシー像を検討する際に，それらがどういった観察・実験の活動と

結びついて形成され得るかについてつねに注意を払うことが重要であろう。

また，選択式に偏って記述に弱い傾向を改善することを念頭に遣いた科学的リテラシー像の検討も

必要になるであろう。
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日本の小・中学生の算数・数学の現状

一平成 15年度教育課程実施状況調査結果からー

Trends血understandingmathematics among Japanese primary and lower 
secondary s知den包:From Comprehensive Survey on hnplementation ofNational 

Curriculum 

鈴木康志

SUZUKIYi酪旧制

文部科学省

MinisIIy of Edu国首on，C由民SI町包， Scien田

AndT，田:hnology

相馬一彦

SOUMAKaz凶首ko

北海道教育大学旭川校

Hokl母idoUniv，師iザofEdu回 tion，As池ikawa

[要約]ょくできている問題(通過率が 80%以上の問題)は，領域別では『数と計算J (または「数

と式J)と『図形Jの領域に多いことが特徴で，例えば計算の意味や関係の理解に関わるものもあ

り，単に計算ができているだけではない。逆に， r数量関係j領域の問題は少なく，特に中学校2，

3年には全くない。観点別では中学校3年の「関心・意欲・態度」と「数学的な考え方Jの観点を

除いたすべての学年にあり，全併甘には「表現・処理J r知識・理解jの観点の問題が多い。

ょくできていない問題(通過率が 40%未満の問題)は， 5つの学年を通して，特定の領域に集中

しているという傾向は見られない。観点別では，小学校では「数学的な考え方j の観点に集中して

いるが，中学校では4観点すべてに分散している。なお，中学校では「関心・意欲・態度Jの観点

の問題が増えている。

1. はじめに

ここでは，平成 15年度教育課程実施状況調査(小学校算数，中学校数学)の分析を，領糊リ，

観点別に行う。その際，通過率が r80%以上J r80%未満40%以上J r40%未満Jの3つの段階に

分け， 80%以上の問題と 40%未満の問題に焦点を当てて分析する。最初に「領域別J r観点別」に

通過率の分布を示し，次に通過率が 80%以上の問題の分析と通過率が40%未満の問題の分析を示す。

また，それぞれの分析の最後には，通過率が 80%以上の問題の一覧表と具体的な問題，及び通過率

が40%未満の問題の一覧表を載せる。

2.通過率の分布

次の表1!土，学年ごとに各段階の問題数を示し， ( )内にその問題数を学年の総問題数で割った

問題比率を示している。また，図 1はその問題比率をグラフに表したものである。なお，学年の総

問題数は学年の欄に[ )で示している。
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表 1 各学年の通過率分布 100崎

学年 80%以上
90省

80%以上 40%未満
〔総問題数〕 40%未満 ". トー → 

70‘ トー

小学校5年(87題〕 24(27.6%) 56(64.4'首) 7( 80%) 
BO‘ 「一 トー

小学校6年(79題〕 38(48.1略) 38(48.1弘) 3( 3.8目) 5舗 トー トー

中学校1年(69題〕 12(17.4%) 48(69.6協) 9(13.0首) 4附 トー トー

中学校2年(65題〕 8(12.3%) 48(73.8%) 9(13.8%) 3D掲 トー トー

中学校3年(62題〕 6( 9.7品) 50(80.6%) 6( 9.7品) 10‘ トー トー ド
u諸 トー トー トー トー ト1

計 (362題〕 88(24.3紛 240(66.3%) 34( 9.4%) 
。‘

'J、'"'J唱年中1年中"芋"'... 

(1)領域別の通過率分布 図 1各学年の通過率

小学校における領域は「数と計算Ji量と測定Ji図形Ji数量関
回目0%臥L

係Jの4つの領域からなり，中学校では「数と式Ji図形Jr数量関係」 Eaao%未満.40軸以上

の3つの領域からなる。次の表2から表6は，通過率を3つの段階に分
ロ40%朱溝

けて，領域別の問題数とその領域内における問題比率を( )内に示したものである。なお，領域

の総問題数は，領域の欄に( )で示している。

表2 小学校5年領綾別の通過率分布

領域 80%以上 80%未満40%以上 40%未満

数と計算 (34題〕 15 (斜.1%) 19 (55. 9%) 。(0.0%) 

量と測定 (17題〕 4(23.5%) 9(52.9目) 4(23.5'事)

図形 (15題〕 3(20.0%) 11(73.3弘) 1( 6.7%) 

数量関係 (21題〕 2( 9.5事) 17 (81.的) 2( 9.5%) 

計 (87題] 24(27.6%) 56(64.4%) 7( 80%) 

表3 小学校6年領媛別の通過率分布

領域 80%以上 80%未満40%以上 40%未満

数と計算 (33題〕 15(45.5骨) 15 (45. 5%) 3 (9.1首)

量と鴻定 (18題〕 8(44.4'目) 10(55.6品) 0(0.0%) 

図形 (109) 8(80.0首) 2(20.的) 。(0.0首)
数量関係 (18題〕 7(38.9首) 11 (61. 1首) 。(0.0首)

計 (79題〕 .38(48.1%) 38(48.1%} 3(3.8'出)

表4 中学校1:年領媛別の通過率分布

領域 80%以上 80%未満40%以上 40%未満

数と式 (39題〕 5 (12.8'首) 31 (79.5%) 3( 7.7%) 

図形 (15題〕 4(26.7協) 10 (66.7%) 1( 6.7%) 

数量関係 (15題〕 3(20.0%) 7(46.7目) 5(33.3首)

計 (69題〕 12 (17. 4%) 48(69.6%} 9 (13. 0首)
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表5 中学校2年領域別の通過率分布

領域 80%以上 80%未満40%以上 40%未満

数と式 [29題〕 4(13.8%) 22 (75.9%) 3 (10.3%) 

図形 [21題〕 4(19.0%) 14 (66.7弘) 3 (14.3見)

数量関係[15題〕 O( 0.0%) 12 (80. 0%) 3(20.0事)

計 [65題〕 8(12.3見) 48 (73.8%) 9 (13.8%) 

表6 中学校3年領波野jの通過率分布

領媛 80%以上 印%未満40%以上 40%未満

数と式 [29題] 4(13.Jl世，) 23(79..3%) 2( 6.9%) 

図形 [22題〕 2( 9.1%) 17 (77.3%) 3(13.6%) 

数量関係 (11題〕 O( O.附 10(90.9%) 1{ 9.1%) 

計 [62題〕 6( 9.7首) 50(80.6%) 6( 9.7%) 

実脂状況調査には，各問題ごとに対応する学習指導要領の領域と項目番号が載せられている。次

の表 7から表 11は，学年，領域ごとに学習指導要領の項目の学習内容を示し，それぞれに対応す

る問題数を集計したものである。

表 7 小学校5年各領域内項目の通過率分布

領域 項目 ω%以上 80%未満相%以上 40%未満 計

数 偶数と奇数 1 1 。 2 

と 記数法と盤数 .IJ、数 2 1 。 3 

計 小数の乗法・除法 6 '3 。 ， 9 

算 分数と問分母分数の加法・減法 6 3 。 9 

機数 。 。 1 

量と 平面図形の面積 4 5 4 ， 3 

理1定 円の面積 。 4 。 4 

車線の平行.霊宜 1 1 。 2 

図 平行四辺形，台形.ひし形 1 2 。 3 

形 基本的な図形の性質 1 6 。 7 

円周率の意味 。 2 1 3 

数 四則に関して成り立つ性質 。 3 。 3 

量 百分率 。 3 。 3 

関 円グラフ.帯グラフ 。 3 。 3 

係 簡単な式で表されている数量関係 2 8 2 '2 
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表8 小学校6年各領域内項目の通過率分布

領向車 項目 ω%以上 80%未満初%以上 40%未満 計

数 約紙倍数 1 2 。 3 

と 異分母分数の加法，減法 B 1 。 9 

計 分数の乗法，除法 5 7 3 1 5 

算 祇商の見積もり 1 5 。 6 

量と 続形とおよその面積 。 4 。 4 

測定 体積 4 2 。 6 

異種のニつの量の割合 4 4 。 日

国 立方体.車方体 5 z 。 7 

形 直方体での直線や平面の平行・垂直 1 。 。 1 

角柱.円柱 2 。 。 2 

数量 簡単な比の意味 3 3 。 6 

関係 比例の表とグラフ 4 3 。 7 

平均の意味 。 5 。 5 

表9 中学校1年各領域内項目の通過率分布

領減 項目 80%以上 ω%未満必%以上 40%未満 計

数 Eの数と負の数 3 B 1 12 

と 文字式 1 1 1 1 1 3 

式 一次方程式 1 12 1 14 

図 平面図形 2 3 。 5 

形 空間図形 2 7 1 10 

数 比例と反比例の意味 。 2 1 3 

量 座標の意味 。 2 。 2 

関 比例.反比例の表，式，グラフ 2 2 1 5 

係 比例・反比例の活用 1 1 2 4 

比例・反比例の総合問題 。 。 1 1 

表 10 中学校2年各領域内項目の通過率分布

領域 項目 80%以上 ω%未満羽%以上 40%未満 計

数と 文字式 3 16 2 21 

式 連立方程式 1 6 1 B 

図 平行線と角 4 4 。 B 

形 三角形の合同と円周角 。 10 3 1 3 

数量 一次関数 。 7 3 10 

関係 確率 。
L_ 

5 。 5 
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表 11 中学校3年各領域内項目の通過率分布

領域 項目 80%以上 80%未満初%以上 40%未満 計

数 平方根 2 4 1 7 

と 展開と因数分解 2 10 1 13 

式 二次方程式 。 9 。 9 

図 相似 1 自 2 12 

形 三平方の定要 1 自 1 10 

数量 事象と関数y=ax2 。 5 。 5 

関係 関数y=ax2のグラフと値の変化 。 5 1 6 

(2)観点別の遜過率分布

小学校・中学校ともに観点は「関心・意欲・態度Jr数学的な考え方Jr表現・処理Jr知識・理解J

の4つの観点からなる。次の表 12から表 16は，通過率を3つの段階に分けて，観点別の問題数と

その観点内の問題比率を( )内に示したものである。なお，観点に含まれる総問題数は観点の欄

の[ )内に示している。この観点別の透過率分布の表においては，複数の観点が付いている問題

を重複して数えているため，問題数や問題比率が r(1)領域別の通過率分布」と異なっている場合

がある。

表 12 小学校5年

観点

関心・意欲・態度(7題))

数学的な考え方 (25題]

表現・処理 (25題〕

知識・理解 〔幻題〕

計 (94題〕

表 13 小学校6年

観点

関心・意欲・態度 (6題]

数学的な考え方

表現・処理

知識・理解

計

表 14 中学校1年

観点

(20題〕

(25題]

(34題〕

(85題〕

関心・意欲・態度 (14題〕

数学的な考え方 α0鰭〕

80%以上

2(28.6協)

5(20.附

6(24.0首)

13 (35.1首)

26(27.7弘)

80%以上

4(66.7%) 

3 (15.邸)

17(680%) 

18(52.9%) 

42(49.4首)

80%以上

2 (14. 3首)

1 (5.0覧)

凶%未満40%以上

5 (71. 4%) 

13 (52. 0%) 

19 (76. 0帯)

24(64.9%) 

61 (64.9%) 

80%未満40%以上

2(33.3%) 

16(80.0%) 

8(32.0%) 

14(41.2%) 

40(47.1%) 

80%未満40%以上

9(64.3略)

15 (75.的)
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初%未満

。(0.0%) 

7(280%) 

O( O.鍬)

O( 0.0協)

7(7.4%) 

40%未満

0(0.附

1 (5.0首)

0(0.0首)

2(5.9首)

3(3.5首)

40%未満

3(21. 4%) 

4(20.0世)



〔32題)I 7α1. 9%) 

E17題)1 4凶邸)

21 (65.6百)

12 (70.6%) 

4(12.5事)

1( 5.9%) 

表現・処理

知識・理解

針 [83題)I 14(16.9%) 57 (68. 7紛 I12(14.5協)

表 15 中学校2年

観点 80%以上 ω%未満40%以上 40%未満

関心・意欲・態度 [12題〕 1( 8. 3%) 7(58.3%) 4(33.3首)

数学的な考え方 [25題〕 2( 80%) 17 (680%) 6(24.0首)

表現・処理 [26題〕 4(15.4%) 20 (76. 9%) 2( 7.7首)

知識・理解 [14題〕 2 (14.3%) 11 (78.6%) 1( 7.1%) 

言十 [77趨〕 9 (11.7唱) 55 (71. 4%) 13(16.9首)

表 16 中学校3年

観点 80%以上 80%未満40%以上 40%未満

関心・意欲・態度 [14題] O( O.侃) 12 (85.7首) 2 (14.3%) 

数学的な考え方 [26題〕 O( o. 0%) 22 (84.6首) 4(15.4%) 

表現・処理 [21題〕 4(19.邸) 16 (76. 2%) 1( 4.8%) 

知識・理解 [15短〕 2 (13.3出) 12 (80. 0%) 1 ( 6.7首)

計 [76題〕 6 (7.9見) 62 (81. 6%) 8 (10.5%) 

3.通過率が80%以上の問題分析

表 1から通過率が80%以上の問題数は次の通りである。小学校6年で最大となっているが，小学

校 5年，中学校 1年， 2年， 3年とみると，通過率が徐々に減少する傾向が見られる。

小学校5年では87題中 24題 (27.6%)

小学校6年では79題中 38題 (48.1%)

中学校1年では69題中 12題 (17.4%)

中学校2年では65題中8題 (12.3%)

中学校3年では62題中6題 (9.7%)

通過率が80%以上の問題の一覧表と具体的な問題を r(3)通過率が80%以上の問題jに載せて

いる。分析中における具体的な問題の引用は，その一覧表や具体的な問題につけている「閑 1Jな

どの番号と学年をあわせて「小5問 1Jと示し，さらに向一学年の問題が続く場合は「小 5間 1，

問8，関 10Jと連続して示している。

(1)領域別による分析

表2から表6の各学年の通過率で80%以上の問題の問題比率が多い領域を学年の順に挙げると，

「数と計算J，r図形J，r図形J，r図形J，r数と式j

であり， r数と計算』または「数と式Jの領域と「図形Jの領域に多いことが特徴である。この領域

別の通過率が80%以上の問題分析では，領域の区分が異なる小学校と中学校の2つに分け，小学校

と中学校の分析では学年ごとにではなく，学年をまとめて集計し，その領域の特徴分析を試みた。
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これは，多くの問題を集めることにより，領域の特徴がはっきりと現れると考えたからである。

①小学校

表 2，表3から通過率が80%以上の問題は小学校に 62題あり，小学校5年， 6年ともにすべて

の領域にある。

【数と計算1
1)領糊日では最もこの領績の問題数が多い

小学校のこの領域で通過率が 80%以上の問題は30題あり，表7，表8の「数と計算Jの項目

では，ほぼすべての項目に通過率が80%以上の問題が見られる。

2)小数守勢数の表し;方や基本的な理解に関する問題が多い

小数や分数の意味や表し方に関するは 7題あり，小数を表す『十進位取り記数法の意味につ

いて理解している」問題が2題 ω、5問 13，問 18)，r同じ大きさの分数について理解しているJ

問題(小5間 17，小6関 3，閑 36)が3題， r分数と小数の関係について理解しているJ問題

が2題(小5問7，小5閑 10)である。

3) IJ、数や分数について「計算をすることができる』問題が多く，そのうち分数計算の問題が多い

小数や分数の四則計算に関する問題は20題あり，小数の乗法や分数の加減乗除の「計算をす

ることができるJ問題があわせて 15題と多くある。この四則計算の問題の中では，分数の四則

計算の問題が 13題と多くある。分数の四則計算の問題は，小学校5年の同分母分数の加法・減

法の3題(小5閑 1，問 2，問 14)，小学校6年の異分母分数の加法・減法が5題(小6間17，

問22，閑30，問 35，閑 38)分数の乗法・除法が5題(小6問9，関 10，問 12，問 18，閑 25)

である。

4)計算ができる問題だけではなく，様々な傾向の情題がある

さらに，単に計算ができるだけではなく「小数の除法の意味について理解しているJ問題ω、

5問4)や「小数の乗法における乗数と積の関係を考えることができる」問題ω、5問23)など

計算の意味や関係の理解に関するものもある。

その他，奇数や約数の「意味について理解しているJ問題(小5問 15，小6閑32)や「概数

を活用することができるj問題(小6問 14)もある。

【量と測定】

1)この領域内の項目に偏りが見られる

小学校のこの領域で通過率が80%以上の問題は12

題ある。表 7，表8の「量と測定j の項目を見るを，

小学校5年の『平面図形の面積J，小学校6年の「体

積Jr異種の二つの量の割合Jに通過率が 80%以上の

問題が見られるが，小学校5年の「円の面積J，小学

校 6年の「概形とおよその面積j には通過率が 80%

以上の問題が無く，できる学習内容とそうでない学

習内容がはっきりしている面がある。

2)平面図形の面積では基本的な三角形や鞘T四辺形の

求め方ができている

図2 問題例1

4、5 A8(1)Q) 量と測定 通過率 56.9

小5 A8(1ゆ 量と測定 通過事 57.9

回
.:t.o!1l C岳骨￠旧国民事卓 ~L. i. 

柿l'"=，，.!i~~蝿申崎吾哩園町dτ，.• 
同日..u:.t1'U.tflH..亡コ由帆喧骨量 ll'l.

園時E冒色噌I1lact.，..

盟調
①式②答え

平面図形の面積では，三角形や軒子四辺形の「面積の求め方について理解しているj問題が3

題(小 5筒 3，間 5，閑 22) と多し、これらの問題は面積を求めるために必要な長さが与えら

-56-



れている場合である。しかし，問題例 1(図 2)のような高さがわかりにくい場合や，自分で必

要な長さをよみとる場合には通過率は大きく下がる傾向がある。

3)体積を求める問題は様々な傾向の問題がある

体積には，基本的な「体積の単位と測定の意味について理解しているJ問題(小6問24)ば

かりでなく，選択肢ではあるが体積を式で表す「立体の体積を式で表すことができるJ問題(小

5問29)，複合的な立体の体積を求める「立体の体積を求めることができるJ問題(小6問33)

と様々な傾向の問題がある。

4)速さに関する閑居が多い

臭事重の二つの量の割合はすべて速さの問題であり，調べたいことを問う「速さについての問題

を考えることができるJ問題(小6問5)，r速さの意味について理解しているJ問題(小6問

11)， r速さを求めることができるJ問題(小6閑26，小6問34) と速さに関する問題が多い。

【図形】

1)図形で』主小学校6年の立体図形の問題が多い

この領域で通過率が 80%以上の問題は 11題ある。表7，表8の「図形Jの項目を見ると，小

学校5年の平面図形に関わる問題が 3題，小学校6年の立体図形の問題が8題あり，立体図形

の問題が多い。また，通過率が 80%以上の問題がない項目は f円周率の意味Jのみである。

小学校5年の平面図形に関わる問題は数も少なく，共通性も見られない。

2)様々な状況で立方体や直方体の理解を評価する問題が多い

立体図形の問題では，基本的な理解をみる『三角柱や円柱について理解しているJと問題(小

6問 19，関 31)がある。さらに，見取り図や展開図と組み合わせて立方体や直方体の理解をみ

る「立方体の見取り図をかくことができるJ問題(小6問7)，r直方体の展開図について理解し

ているJ問題 ω、6問2)や直方体の性質を問題作りと絡めた「直方体の性質について理解して

いる」問題(小6問27)など，様々な状況で立方体や直方体の理解を評価する問題が多くある。

【数量関係】

1)この領域内の項目に偏りが見られる

小学校のこの領域で通過率が 80%以上の問題は9

題ある。表7，表8の「数量関係jの項目を見ると「簡

単な式で表されている数量の関係Jr簡単な比の意

味Jr比例の表とグラフJに通過率が 80%以上の問題

があるが， r四貝りに関して成り立つ性質Jr百分率Jr円
グラフ，帯グラフJr平均の意味Jの項目にはない。

2)比例の何倍の見方に学習の効果が見られる

「簡単な式で表されている数量の関係Jの問題は2

題あり， r.段の数が増えたときの周りの長さの変化を

調べるJ問題(小5問6)と「底辺の長さが一定の三

角形で高さが増えたときの面積の変化を調べるJ問題(小5問 16)である。ともに憐の項との

差が一定の場合の問題はよくできている。一方，小5問 16には通過率が 45.8%の (2)の問題

(図3問題例2)がある。このように，小学校5年では指導を受けずに何倍の関係で変化を見る

ことは困難である。しかし，小学校6年で「比例の表をよむことができるJ問題(小6間23)

で何倍の関係で変化を見ることができる児童は 86.2%と大きく増えている。これは，小学校 6
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年で比例の見方を学習した効果といえる。

3)比例の問題では表が関係する問題が多い

比例の問題は， r比例の意味について理解しているJ問題が2題(小6間6，問 16)ある。ま

た， r比例の表をよむことができるJ問題(小6問23) t: r比例のグラフをかくことができる』

問題(小6間20)がある。この比例の 4題はいずれも比例の表が関係している問題であり，比

例の表をよく理解している。

②中学校

表4，表5，表6から各学年の通過率が80%以上の問題は26題あり， 2年， 3年における『数量

関係J以外の領域にある。中学校における通過率が80%以上の問題は「数と式jに.13題， [図汗主l

に10題とこの2つの領域にほぼ同じ数の問題が含まれている。

【数と式】

1)この領域内の項目には特別の偏りは見られない

中学校のこの領域で通過率が 80%以上の問題は 13題である。表9から表 11のこの領域の項

目を見ると，中学校3年「二次方程式jに通過率が 80%以上の問題はないが，他の項目すべて

にある。

2)数や式などの計算に関わる問題が9題と多い

表9から表 11のこの領域で，通過率が80%以上の問題は， r正の数・負の数Jと「平方根J

の数に関する問題が5題レ文字式や展開と因数分解など文字式に関する問題が 6題ある。この

中で「加法・減法の計算の仕方を理解しているj問題(中 1閑 12)，r正の数と負の数，平方根

の計算ができるj 問題が3題(中 1問弘中3間2，問。， r同類項をまとめる計算ができるJ

問題(中2関心など「文字式の計算ができるJ問題(他に中 1問4，中2問2，中3閑3，問 4)

が5題ある。数と文字式に関する問題 11題の中に，数や式の計算に関わる問題が9題と多い。

3)逮立方程式の立式の問題もある 図4 問題例 3

方程式についての問題では f一次方程式を解|中1I州)I 数ほ |制率 聞

くことができるj という解く問題(中 1問8)ば | 田幹省胤附闘の戸ト.t:3..;_崎明噛髄U帽叫邑

かりではなく， r連立二元一次方程式をつくるこ

とができるJ問題{中 2問 5)もある。中学校 1

年における同様の立式する問題(図4問題例 3)

は，通過率が 67.7%である。この 2つの立式に

関する問題は，ほぽ同じ場面の問題であり，さ

懐抱"に'"たと曾ョてい.す.孟.さんしたとのJート2・の..e*・bよ
うとしています.

"'"各，聞い~"，えま包さ“・

ωI-H置の闘をz阿とし廿眠恒刊.Cコ岬時帥

さ‘、

らに，文字を2種類使って2つの方程式を立てる中2問5の問題がより難しい。この通過率が

伸びた要因に，中学校1年から中学校2年へと文字や方程式を学習してきた効果が挙げられる。

【図形】

1)中学校2年の『三角形の合同と円周角j の項目に通過率が80%以上の問題がない

中学校のこの領域で通過率が80%以上の問題の問題は 10題ある。表9から表 11のこの領域

の項目を見ると，中学校2年の f三角形の合同と円周角Jの項目以外の項目に透過率が 80%以

上の問題がある。この「三角形の合同と円周角Jは論証について最初に学習する場面であり，

中学校2年の図形の中心となる学習内容であるため， 1つの重要な特徴である。

2)朝T線の性質を利用する問題が多い
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平行線と角についての問題が 4題と多い。証明の場面でこの性質の理解を問う「平行線の同

位角や錯角の性質を理解しているJ問題(中2潤 7，問 8)とともに，補助線を引いて角の大き

さ求める「角の大きさを求める方法を考えることができる」問題(中2間6)もある。

3)図形をかく問題が多い

「立体の展開図を正しく考えかくことができるJ問題(中 1間2)，図形をかく問題(中 1問3，

中3問 1)や作図する問題(中 1間6) と，図をかく問題が 4題あることも特徴である。

【数量関係】

1)中学校2年，中学校3年で通過率が 80%以上の問題がない

中学校のこの領域で通過率が 80%以上の問題は 3題ある。表9から表 11より，中学校 1年

での比例と反比例の問題の 3題である。中学校 2年， 3年の「数量関係j の領域に，通過率が

80%以上の問題はない。

2)通過率が80%以上の問題に爵数の式と関連する問題がない

比例と反比例の問題では「反比例の関係を理解して，表を完成することができるJ問題(中 1

間 11)など表とグラフとが関わる問題(他に中 1閑L潤 7)であり，式が関係する問題はない。

(2)観点jllJによる分析

表12から表16における各学年の観点別通過率分布の表から，中学校3年の「関心・意欲・態度」と

「数学的な考え方Jの観点を除いたすべての学年，観点で通過率が80%以上の問題の問題がある。各

観点の問題数について，まとめると下の表のようになる。

表 17 各観点における通過率が 80%以上の問題数

観点 関・意・態

9 

数学的な考え方

通過率80%以上の問題数 1 1 

表現・処理

38 

知識・理解

39 

全体的には， r表現・処理Jr知識・理解Jの観点の問題数が多い。次に，各観点についてすべての

学年の問題をまとめて分析する。

【関心・意欲・態度】

1) r数特包な考え方Jと重複する問題が多い

この観点では通過率が 80%以上の問題は9題あり，小学校に6題，中学校に 3題ある。 f(3)

通過率が 80%以上の問題jにおける表 18から表 22の観点の欄を見ると，「数学的な考え方J

との重複を示す fl/2J と書かれている問題が 7題と多くあることが分かる。

2)小学校では調べたいことや調べる方法を問う問題が多い

小学校における 6題中5題(小5間8，問9，小6問1，間 5，問 14)が，問題を解決した後

や学習した後でさらに調べたいことや調べる方法などを選択する問題である。

3)中学校ではいろいろな考え方で問題を考えることができるかを問う問題が多い

中学校の3題は「図形J領域の問題である。「異なる 2つの展開図を答えるJ問題(中 1問2)， 

f線対称な図形を2っかく j 問題(中 1間3)，f前の小間で考えた解答と別な解答を考えるJ

問題(中2問6)と，いろいろな考え方で問題を考えることができるかを問う問題である。

【数学的な考え方】

1) f関心・意欲・態度Jと重複する問題が多い

この観点では通過率が 80%以上の問題は 11題あり，小学校に 8題，中学校に 3題ある。上

の f関心・意欲・態度」の観点でも述べたが， r関心・意欲・態度」の観点と重複した観点が小
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学校と中学校を合わせて 7題あることが 1つの特徴である。

2)関係や性質を見いだす問題がある

「関心・意欲・態度j と重複していることから，上記の『関心・意欲・態度jの2)，3)で

述べた特徴が見られる。さらに， r段数と周りの長さの関係を見いだすj 問題(小5間6)，r乗
数と積の関係、を考えるJ問題(小5問 19，23)， r整数の性質を見いだすことができるJ問題{中

2問 1)とそれぞれの場面で関係や性質を見いだすことができる問題がある。

【表現・処理1

1) r計算ができるj 問題が多い

この観点では通過率が 80%以上の問題は 38題あり，小学校に 23題，中学校に 15題ある。

この中で，「~の計算ができる」問題など数や式の計算，式の展開，一次方程式を解く三とがで

きるという問題が 24題と多い。次に， r速さを求めることができる」など速さ，体積，角の大

きさを求める問題が4題ある。

2)式に表す問題，よみに関わる問題がある

「立体の体積を式で表すことができるj 問題(小6問29)や中学校2年で連立方程式を立式

する問題(中 2閉めのように式に表す問題や「比例のグラフから必要な情報をよみとることが

できるj 問題(中 1問 1)のようによみに関わる問題がある。

【知識・理解】

1) r意味の理解Jr求め方の理解:Jr，性質の理解』など広い範囲の問題がある

この観点では通過率が 80%以上の問題は 39題あり，小学校で 31題，中学校で8題ある。

この中には，比，比例，速さなどの「意味について理解している」問題{例えば小6関6)，

体積や面積の「求め方について理解しているJ問題(例えば小 5間5)，位置関係や大小関係な

ど「関係について理解している』問題(例えば中 1閑5)などがある。このように「知識・理解J

の観点で通過率が 80%以上の問題は，「意味の理解Jr求め方の理解Jr計算の仕方の理解:Jr数
学的な概念の理解Jr.性質の理解Jなど広い範囲にわたっており，特定の傾向は見られない。

(3)通過率が印%以上の問題

ここでは，通過率が80%以上の問題について問題内容を示した一覧表と具体的な問題を通過率の順

に載せる。以下の表や具体的な問題において，観点の欄の

1は「関心・意欲・態度J， 2は「数学的な考え方J， 3は「表現・処理J， 4は「知識・理解」

を表す。また，具体的な問題を載せた図における欄は左から， r番号J r問題番号J r内容J r:観点j

f通過率Jを示している。 r番号JI土，通過率が80%以上の問題の分析において，問題を引用するた

めに，それぞれの学年において関lから順に番号をつけている。

①小学校5年

表18 小学校5年生における通過率が80%以上の問題

番号 問題 肉容 問題肉容 観点 通過率

悶1 A1 (1) 数と計算(4)エ 同分母分数の加法の計算をすることができる 3 97.5 

問2 61 (1) 数と計算(4)ヱ 伺分母分数の減法の計算をすることができる 3 95. 7 

問3 66α) 量と測定(1)ア 平行四辺形の菌積の求め方について理解している 4 92.6 

間4 c2 数と計算(3)ア 小数の除法の意味について理解している 4 92.5 
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間5 C7α) 量と測定(1)ア 平行四辺形の面積の求め方について理解している 4 

問6 813(1) 数量関係(4) 数量の関係についての問題を解決することができる 2 91. 6 

問7 C5(1) 数と計算(4)イ 分散と小数の関係について理解している 4 89.9 

問自 A8(2) 量と測定(1)ア 図形の面積について考えることができる 1/2 89.4 

問9 A12(2) 図形(1)ウ 図形の性質を調べることができる 1/2 89.1 

悶10 C5(お 数と計算(4)イ 分数と小数の関係について理解している 4 89.0 

問 11 81 (3) 数と計算。)ウ 小数の乗法の計算をすることができる 3 89.0 

問 12 関(1) 数と計算ωィ 余りのある小散の除法の意味について理解している 4 89.0 

悶13 82(1) 数と計算α)ア 十進位取り!e'数法の意味について理解している 4 88.8 

間14 C1 (1) 数と計算(4)エ 同分母分散の減法の計算をすることができる 3 87.1 

間15 A2(1) 数と計算(1)ア 奇数の意味について理解している 4 86.1 

間16 A14(1) 数量関係(4) 数量の関係について理解している 4 85.8 

間17 A4(1) 数と計算伺)ア 大きさの等しい分数について理解している 4 85.5 

間18 82ω 数と計算(のア 十進位取り記数法の意味について理解している 4 83.9 

問 19 A3(2) 数と計算 (3)イ 小数の乗法における乗数と積の関係を考えることができる 2 83.4 

間20 81α) 数と計算(3)ウ 小数の乗法の計算をすることができる 3 82.5 

問21 A10(1) 図形(1)ア 垂直な直線を作図することができる 3 81. 1 

悶22 防(1) 量と測定(1)ア 三角形の面積の求め方について理解している 4 81.0 

問23 A3(1) 数と計算 (3)イ 小数の乗法における乗数と穣の関係を考えることができる 2 80.5 

問24 A11(1) 図形(1)イ 平行四辺形について理解している 4 80.2 

図5 小学校5年における通過率が80%以上の問題
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②小学校6年

表19 小学校6年における通過率が80%以上の問題

" ， 肉容 | 問題肉容

醗(1 )ア |展開図をもとに直方体について考えること向きる

腕(1 )ィ |直方体の展開図について理解している
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問3 83(1)① 数と計算 (2)ア 閉じ大きさの分数について理解している 4 93.6 

間4 c8 量と測定 (2)ウ 直方体の体積の求め方について理解している 4 93.3 

問5 Al0α) 量と測定 (3)イ 速さについての問題を考えることができる 1/2 93.2 

悶6 AI5(1)② 数量関係 (2)ア 比例の意味について理解している 4 93.2 

間7 ω(お 図形 (1)ア 立方体の見取図をか〈ことができる 3 91.7 

問B B13 数量関係 (1) 比の意味について理解している 4 90.6 

問9 A1(2) 数と計算 (3)ウ 分数の乗法の計算をすることができる 3 卯 6

悶 10 Cl (3) 数と計算 (3)ウ 分散の乗法の計算をすることができる 3 90.2 

間 11 B9(1) 量と測定 (3)イ 速さの意味について理解している 4 89.6 

問 12 .8J (4) 数と計算 (3)ウ 分数の除法の計算をすることができる 3 89c3← 

問13 A5 数と計算 (2)ウ 奥分母分数の加法計算の仕方について理解している 4 88.8 

問 14 04(2) 数と計算 (4)ア 概数を活用することができる 1/2 88. 7 

間 15 Bl0(1) 図形 (1)ア 直方体の性質について理解している 4 88.6 

問 16 AI5(1)① 数量関係 (2)ア 比例の意味について理解している 4 88.3 

悶 17 Bl (1) 数と計算 (2)ウ 異分母分数の加法の計算をすることができる 3 87.9 

間 18 81 (3) 数と計算 (3)ウ 分数の乗法の計算をすることができる 3 87.7 

問 19 A12ω 図形 (1)ウ 円柱について理解している 4 87.4 

問20 811位) 数量関係 (2)ア 比例のグフフをかくことができる 3 86.6 

悶21 AI3(1) 数量関係 (1) 比の意味について理解している 4 86.4 

問忽 Cl (1) 数と計算 (2)ウ 奥分母分数の加法の計算をすることができる 3 86.3 

間23 811(1) 数量関係 (2)ア 比例の衰をよむことができる 3 86.2 

悶24 87 量と測定 (2)ア 体積の単位と測定の意味について理解している 4 85.5 

問25 Cl (4) 数と計算 (3)7 分数の除法の計算をすることができる 3 84.9 

間26 Al0(1)① 量と測定 (3)イ 速さを求めることができる 3 84.5 

問27 810α) 函形(1 )ア 直方体の性質について理解している 1/4 84.3 

間28 09(1) 図形 (1)ア 立方体について理解している 4 84.1 

問29 A9 量と測定 (2)ウ 立体の体積を式で表すことができる 3 83.6 

間30 81(幻 数と計算 (2)ウ 奥分母分数の減法の計算をすることができる 3 82.6 

問31 AI2(1) 図形(1)ウ 三角柱について理解している 4 82.4 

悶32 A2 数と計算(1 )ア 約数の意味について理解している 4 82.4 

問33 部(1) 量と測定 (2)ウ 立体の体積を求めることができる 3 82.4 

悶34 Al0(1)② 量と測定 (3)イ 速さを求めることができる 3 82.2 

間35 Al (1) 数と計算 (2)ウ 異分母分数の加法の計算をすることができる 3 81. 8 

間36 回(1)② 数と計算 (2)ア 同じ大きさの分数について理解している 4 81. 3 

問37 A14 数量関係 (1) 比の意味について理解している 4 80. 1 

悶38 C1(幻 数と計算 (2)ウ 異分母分数の減法の計算をすることができる 3 80.1 
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図6 小学校6年通過率が 80%以上の問題
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時 日 目
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ω+X2 
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Z師岨'ーす‘.， 且-"且曹'ULJI.

開富
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|悶11I 69(1) I量と測定 (3)イ 14 1 89.6 間121 B1(4) 1数と計算 (3)ウ 13 1 89.3 

回
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間161 A15 (1)①|拙関係 (2)ア 14 1 88.3 問171 B1(I) 1数と計算 (2)ウ 13 1 87.9 
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問181 B1(3) 1数と計算 (3)ウ [3_L87:_7
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回
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間20I B11(の|数量関係 (2)ア
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(4) -.!ー+3
5 
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回
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問22 数と計算 (2)ウ I3 I 86.3 
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回
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回
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@同調叩認 問-3I1JXω

問33

回
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@イヒ二ユ

数と計算 (2)ウ 80.1 
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{29-37--2 5 
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回
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回
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悶341 Al0(1)② 量と測定 (3)イ 13 1 82.2 

図
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=岬 U干T守両~..何回τす晴、
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悶351 Al (1) 数と計算 (2)ウ 13 1 81. 8 

miー+ー38 ー

A14 数量関係 (1) 1 4 1 80.1 

国
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③中学校1年

表20 中学校1年における通過率が80%以上の問題

番号 問題 肉容 問題肉容 観点 通過率

問1 A9(1) 数量関係(1)エ 比例のグラフから必要な情報をよみとることができる 3 89.1 

間2 013 図形(2)イ 立体の展開図を正しく考えかくことができる 1/2 87.6 

間3 811(2) 図形(1)ア 線対称な図形を想いうかベ.それをかくことができる 1/3 85. 7 

間4 A1 (3) 数と式(2)イ 単項式に数をかける計算ができる 3 85.3 

間5 02(1) 数と式(1)ア 正の数.負の数の大小関係を理解している 4 83.3 

間6 A11 図形(1)イ 角の二等分線を作函する』とができる 3 82.9 

間7
数量関係(1)ウ

反比例の関係を表す表から.それを表すグラフを選ぶこと
011(2) 4 82. 7 

ができる

問自 邸 数と式(めウ 一次方程式を解くことができる 3 82.3 

陪9 01 (1) 数と式(1)イ 正の数，負の数の加法の計算ができる 3 82.3 

間10 A12(2) 図形α)ア 空間における直線と車線の位置関係を理解している 4 80.9 

間11 011(1) 数量関係(1)ウ 反比例の関係を理解して.表を完成することができる 3 80.4 

間12 82(1) 数と式(1)イ 韮の数・負の数の加法・減法の計算の仕方を理解している 4 80.1 

図7 中学校1年における通過率が80%以上の問題

間1 89.1 数量関係(1)エ

191.径がIJoIZIXI.ahlと轟総公・..

]セ姐g岨睡眠世a岨，

I>m.ilL色下叫..，・-
帽叫岡崎明暗陣内

フでat..l::.'b町です:.2J，.11JI!Ifに司，.

f:JI!JI!t.t:L.t:1I¥ ~UAJ..，j岬〈

.巴..:lt..色.

..島視"に冨'"'‘、
調

'
 

睦
岨

圃

回

開

削

m

.

ω世 宮崎.開封如酬の聞即日比仇仁コ の

.に..なさ‘、

問3I 811α) I 図形(1)ア 11/31 85.7 

(1)右のE角l!IA政コDは.・a鈴11< ~J匝l+ιm;u

な図修です.対体"はどれです汁げ昨十十村

か. =TTITI 

121 .ttÞ・aで土側I初回禽a..コP と...ラ'l.Ð~. 下の7. <の
芳首医巴:.(-tlぞ."'ヲずヲ倉、.4さい.ただし.7とイ巴T{.ts括返ラヨ惨と
し度す.

013 図形(2)イ I 1/2 I 87.6 

囲下のZフ咽弘商品目醐国垂直申書でかいたも由廿・
己れらの開Eもう Eつの三角揮をか.釦えて，圃4'"園周を，~完寓苫せ

2昆隼‘、』

ぞb 合〉

問4I A1 Cめ| 数と式(2)イ I 3 I 85.3 

(3) (ー7::】X4

間5I凶 1)_l数と式(1)ア I 4 I 83.3 

111蜘 5つの齢制...~とも小さい霞描F. Cコ帥に酎

なさい.

-0.3 0.1 。 -3 QOB 
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盟関
All 図形(1)イ I 3 I 82.9 問7I 011(2) I 掴関係(1)ウ I 4 I 82.7 
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11m寸叶， ， .ォr.r: ・2 ・圃 畢 宜 ・ 目一
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。， +キキ十字
B5 | 数と式ωゥ I 3 I 82.3 I 間9I 01(1) I 数と式(1)イ I 3 I 82.3 

回制ー柏町柳町凱をにコ帥I:.~'"さい.
(l) 6-(ー7)

122'-10=62'+担

問10I A12ω| 図形(2)ア I 4 I 80.9 間11I 011(1) J 姐関係(1)ウ I 3 I 80.4 

図柄蜘目岨角帥帥肌 • 
Z咽車体回、 A目，'"骨台車A皿B色 ， ¥、

e 

田畑剖・ E比蜘剛同li..，，1.:宮町

す.
町山町叫明帥
自と皐畠Zとがでe宜す. 
. 町畠圃制民...盲も』

|:lm 
-， -， 1 3 • 
-， -， e 2 • 

'‘ 
白. 
" 巴

去のー聞いに書.th.*~、

ul .l;D2l川町田帽..cコ帥r:.tl.l;;!;¥.. 

由l11FJIに'1'行な週を2つあげなさい.

間121 82(1) 数と式(1)イ 1 4 1 80.1 

田畑閥、‘時拍割、

10 :>>::I:ut広正由民負@量...司L量抑止畦草した..です'.UI.:晶τ誌

.. +山ー四....cコ町中に・即比
1+3)-(+5)+(悼 4】

圃【+3)+C[コ5)+(-4】

-口・

④中学校2年

表21 中学校2年における通過率が80%以上の問題

番号 問題 肉容 問題肉容 観点 通過率

問1 02(1) 数と式 (1)イ !l数の性質を見いだすことができる 2 ω.9 

問2 81 C幻 数と式 (1)ア 単項式の乗法の計算ができる 3 ω.8 

問3
06(1) 

平行線や三角形の性質を用いて角の大きさを求めることが
lω5  図形 (1)ア I 3 

できる

問41 A1(l) 数と式(1 )ア 同類項をまとめる計算ができる I 3 I 88.0 
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間5 C5(1) 数と式 (2)イ 連立二元一次方程式をつくることができる 3 85.9 

間6 c6α) 図形 (1)ア 角の大きさを求める方法を考えることができる 1/2 85.2 

問7 A6α) 図形 (1)ア 平行線の同位角の性質を理解している 4 82.8 

間8 A6(1) 図形 (1)ア 平行線の錯角の性質を理解している 4 81. 6 

図8 中学校2年における通過率が80%以上の問題

悶11 c2 (1) 1 数と式 (1)イ ω.9 間2 Bl (2) 数と式(1)ア 1 3 90.8 

ω 【-7a)X4b

国 師 同 ん桔，描古んから

"とEや. ，と目。ように軍属する2雪昭司置を嘩えると.それ告白~
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と司かまL そのことを砲か畠.~とにしまL，，"

相 7.ィ..凶τ回目量争前Eコ町中に冒童相'. 田下自国間同 Z直釦.d平行です・山崎曹宮崎時巴つい

τ，哉の告闘いに寄えなさ"

山か担りさんは，風体的主置を憤宮τ嗣ぺ島る置についてま四ようにT.
しました.

~Sりさん骨予姐

，.3圃4 三豆
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H 事圃"
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f闘する目白拘置の肱切でも[D母国量出向

大曹書老事的τがら.L.由大ーさを卑暗ました.

自 の 柑 叫 同 甘 恥 蓄 え を 仁 コ 帥 に 前 回 比

.d. ， 
'‘ 

Bピ
c 

悶4I A1(I) I 数と式 (1)ア 88.0 問5 ω(1) 数と式 (2)イ 3 85.9 

回世んが闘とJ→...明コ止と日，.na:.嗣ょう杭刊で

~.τU宜L止，

(1) 6..-4，+2，-.. 
露草Z皐とJート2田町..トで""

弘量んは.-れを見て，ー・1寧とJート1橿句肱量垂直立1I'tlJtt.7<冒
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f1I白旗"本町個瞳をz円.Jート1闘の値眠をg円として量立方程式をつ〈
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間61 c6ω |  図形(1 )ア 11/2 85.2 悶7 A6(お 図形(1 )ア 4 82.8 
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⑤中学校3年

表22 中学校3年における通過率が80%以上の問題

番号| 問題 内容 問題肉容 観点 i正答率

問1I A7 I 図形(1)7 I与えられた三角形ゆ縮図をかくこと由《できる

問2I 01(1) I数と式(1)イ |数の平方根を含む轍鮒算ができる

問3 I Alω|数と式(2)イ|一次式の平方の式を展開すること向きる

陪4 I 01ω|数と式(2)ア|単項式と多項式の離の計算ができる

問5I c9 I 図形(釘ア |酷三角形の姐の聞l誠り立つ闘純理解している

問6I A1(1) I 数と式(1)ィ |数の平方根を含も湖法の計算功守できる

4
一3
-
3
-
3
-
4
-
3

89.4 

87.3 

86.8 

86.1 

83.1 

82.1 

図9 中学校3年における通過率が80%以上の問題
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4.通過率が40%未満の間短分析

表1および図1のように，通過率が 40%未満の問題数は次の通りである。 小学校6年は少ない

が，他の学年では6-9題{問題比率では 10%前後)で，問題数に大きな差はない。

小学校5年では.87題中 7題 (8%)

小学校6年では.79題中3題 (3.8%)

中学校1年では.69題中9題 (13%)

中学校2年では.65題中9題 (13.8%)

中学校3年では.62題中6題 (9.7%)

( 1 )領様jJlJによる分析

5つの学年を通して，通過率が40%未満の問題が特定の領域に集中しているという傾向は見られ

ない。ただし，学年によって，次のような傾向が見られる。

①小学校5年では，表7のように.7題中の4題が『量と測定jの問題であり，「数と計算jにつ

いては 40%未満の問題はない。また. r量と測定」の4題は，いずれも台形の面積や等積変形に

関する f図形の面積の求め方を活用する」問題であり，指導内容として明示されていないもので

ある。たとえば次のような問題(問題例 1)である。

②小学校6年では，表8のように，通過率が 40%未満の3題がいずれも『数と計算j領域の問題

であり，次のように「分数の除法の意味について理解しているJ問題(問題例幼や f分数の積の大

きさについて考えることができるJ(問題(間短伊tl3)という分数に関わる問題である。

③中学校1年では，表9のように，領域別にみると「数量関係」が5題と最も多い。また，通過率

が40%未満の9題のうちの5題は「具体的な事象Jr日常生活の場面Jに関する問題(問題例 4.

問題例 5)である。

図10 領域別による分析の問題例

問題例1 C B (1) 通過寧 34.5% 問題例2 通過率 36. 7% 
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問題例4 通過率 26.3%Bl0(1) 
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(2)観点別による分析

5つの学年を通してみると，通過率が 40%未満の問題は，小学校では『数学的な考え方」の観点

に集中しているが，中学校では4観点すべてに分散している。また，中学校でも「数学的な考え方」

に関する問題が多いが，さらに，.r関心・意欲・態度jの問題も多くなっている。

① 小学校5年で通過率が 40%未満の問題は，還を 12のように， 7題すべてが「数学的な考え方」

に集中しており，他の観点にはない。たとえば次のような「数量の関係についての問題を解決す

ることができるJ問題澗題例 6)である。

② 中学校では，表 14から表 16のように，通過率が 40%未満の問題は4観点すべてに分散して

いるが， r関心・意欲・態度Jの観点の問題が増えている。たとえば次のような「関心・意欲・態

度』の観点をみる問題偶題例 7)である。

図11 観点別による分析の問題例
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問題例7I 中3 I C2(I) I i!l量率 33.9% 

山 J宮Uゅa且例え民次のようなところで偉いました.
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(3)通過率が40%未満の問題

ここでは，通過率が40%未満の問題の内容を示した一覧表を載せる。表における観点の数字はr2.
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(3)通過率が80%以上の問題Jにおけるものと同じである。

①小学校5年

表23 小学校5年における通過率が40%未満の問題

問題 肉容 問題肉容 観点 通過率 問題例

C8(2) 量と測定(1)ア 基本的な図形の面積の求め方を活用できる 2 38.5 

C13(3Xi) 数量関信託:4) 数量の関係についての問題を解決することができる 2 38.4 

C13(3)② 数量関係(4) 数量の関係についての問題を解決することができる 2 35.1 問題例日

C8(1) 量と測定(1)ア 基本的な図形の面積の求め方を活用できる 2 34.5 問題例1

87 量捕定(1)ア 基本的な図形の面積の求め方を活用できる 2 31.6 

C10(2) 図形(1)ヱ 円周の求め方を活用することができる 2 28.9 

C9 量と測定(1)ア 三角形の面積の求め方を活用することができる 2 23.1 

②小学校6年

表24 小学校6年における通過率が40%未満の問題

問題 内容 問題内容 観点 通過率 問題例

M 数と計算(3)イ 分数の除法の意味について理解している 4 39.0 

B4 数と計算(3)イ 分散の除法の意味について理解している 4 36.7 問題例2

C5(2) 数と計算(3)ウ 分数の積の大きさについて考えることができる 2 29.1 問題例3

③中学校1年

表25 中学校1年における通過率が40%未満の問題

問題 肉容 問題肉容 観点 通過率 問題例

数量関信託1) 具体的な事象の中にあるZつの数量関係が比例の関係に
C10(1) 3 39.0 

ア、イ、ウ、ヱ なっていることを見いだし.変域を表すことができる

89(2) 数量関係(1}ウ グラフから比例の式を求めることができる 3 38.8 

c4 数と式;(1)ア 日常生活の場面から.数学の問題をつくることができる 112 38.7 問題例5

日10(2) 数量関信託1)工 具体的な場面を反比例の関係で処窪することがて?きる 3 38.1 

C7 数と式(3)ア
一次方程式の解の意味を逗解し.同じ解を持つ一次方程式

を見いだす方法を考えることができる
1/2 36.7 

813(2) 図形{泊ウ 円鍍の体積を求めることができる 3 36.4 

Al0 数量関信託1)'ア 反比例の特徴を鋭明することができる 114 28.4 

数軍関信託1).ヱ
具体的な場面での長方形のたての長さと績の長さの関係を

問題例4810(1) z 26.3 
反比例として考え.その関係を表現できる

数と式(2) 具体的な場面から規則性を見出して，数量を文字を用いて
A5(2) 2 202 

ア、イ、ウ 式に表すことができる

④中学校2年

表26 中学校2年における通過率が40%未満の問題
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問題 肉容 問題肉容 観点 通過率 問題例

89(2) 図形(2)イ 図形の性質をもとに.三角形の合同をE明することができる 2 39.1 

03(2) 数と式(1)ウ 等式の変形ができる 3 38.8 

数と式(2)イ
連立二元一次方程式の解の意味を理解し.同じ解封sつ連

c4 1/2 38.3 
立二元一次方程式を見いだす方法を考えることが""t;きる

07 図形(2)ア !it明の意穫について考えることができる 2 37.9 

All 数量関係(1)イ 与えられた条件から一次関数の式を求めることが司?きる 2 37.0 

円周角と中心角の性質を用いて.角の大きさを求めることが
A10(2) 図形(2)ウ 3 346 

できる

014 数量間信託1)イ 一次関数を学習したことの意味を理解している 1/4 29.0 

聾数の性質について正践を判断し.その理由を説明すること
B3 数と式(1)イ 1/2 26.5 

ができる

日13 数量関信託1)ア 具体的な場面から数学の問題をつ〈ることができる 1/2 25.5 

⑤中学校3年

表27 中学校3年における通過率が40%未満の問題

問題 肉容 問題肉容 観点 通過準 問題例

数量関目立1)イ
関数y=ax"'2の変化の特徴を理解し.そのことを鋭明する

813 z 382 
こと由《できる

相似な図形の性質を用いて.線分の長さを求めることができ
811 図形(1)ウ 2 37.6 

る

現実場面の問題を手がかりに数学の問題をつ〈ることができ
810 図形(1)ウ 1/2 35.7 

る

A4(I) 数と式(2)イ 作業の結果残った数に共通する性質を見いだすことができる 2 35.0 

三平方の定理を用いて.数の平方根を表す点を数直線上に
A3 図形(2)イ 3 34.3 

作図することができる

数の平方根の意味を理解し，平方根が使われる事象を考え
02(1) 数と式;(1)ア 1/4 33.9 問題例7

ることカeできる
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日本の小・中学生の算数・数学の現状

一菌際数学・理科教育動向調査2003年調査結果からー

Trends in Understanding Science among Japanese Primary and Lower Secondary 
School Students: From the Result ofTIMSS2003 
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[要約]ょくできている問題(正答率が80%以上の問題)は，小学校4年では79題中32題(40.5%)，

中学校2年では 99題中 25題 (25.3%)である。内容領域別ではどちらの学年でも『資料・確率J

の問題比率が多い。また，中学校2年では「幾何Jの問題比率も多く，その中で合同に関わる問題

が4題と最も多くある。認知的領榔リでは，どちらの学年でも「用いるJの問題比率が多い。出題

形式別では，どちらの学年でも「記述j よりも「選択肢Jが多い。

ょくできていない問題(正答率が 40%未満の問題)は，小学校4年では 79題中 5題 (6.3%)， 

中学校2年では99題中 12題 (12.1%)である。内容領域別では，小学校4年で「幾何Jと「資料・

確率Jにはないが，どちらの学年でも各領域に分散している。認知的領期リでは，小学校4年では「知

るJにはなく他の3つの領域に分散しており，中学校2年では「推論Jと「解くjに多い。

1. はじめに

ここでは， TIMSS2003年調査の分析を，内容領域別，認知的領域別，出題形式別に行う。その

際，正答率が r80%以上J r80%未満40%以上J r40%未満jの3つの段階に分けて， 80%以上の

問題と 40%未満の問題に焦点を当てて分析する。最初に「内容領域別J r認知的領域別J r出題形

式別Jに正答率の分布を示し，次に正答率が 80%以上の問題の分析と正答率が40%未満の問題の分

析を示す。また，それぞれの分析の最後には，正答率が 80%以上の問題の一覧表と具嗣恰問題，

及び正答率が 40%未満の問題の一覧表を載せる。

2.正答率の分布

下の表 1は，TIMSS2003年調査の小学校4年，中学校2年について，

3つの段階の問題数を表し. ( )内にその問題数を学年の総問題数で苦手j

100笥

90覧

.0省

った問題比率を示している。また，図 1はその問

題比率をグラフに表したものである。なお，学年

の総問題数は学年の欄に[ ]で示している。

70鴛
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表 1 TIMSS2003年調査正答率の分布表
3 .. 

学年 80%以上 80%未満40%以上 相%未満

小学校4年(79題] 32(40.5%) 42(53.2首) 5( 6.3%) 

中学校2年(99題〕 25(25.3首) 62(62.6時) 12(12.1唱)

計 (178題〕 57(32.側 104(58.4'も) 17(9.6%) 
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(1 )内容領域別の正答率分布

官MSS2∞3年調査における内容領域は.I数Jr代数J(小学校では「きまりと関係J)I測定JI幾

何JI資料の表現・分析，確率J(以下. I資料・確率J)の5つの内容領域からなる。下の表2.表

8は.}I::答率を3つの段階に分けて，内容領域別の問題数とその内容領域内の問題比率を( )内

に示したものである。なお，領域の総問題数は，領域の椀に( )で示している。

表2 小学校4年

肉容領域 鈎%以上 80%未満40%以上 40%未満

数 (38l!ll) 15(39.5首) 21 (55.3世) 2( 5.3%) 

きまりと関係 (7題〕 3(42.9%) 3(42.9%) 1 (14. 3事)

測定 (14題〕 5(35.7弘) 7(50.0世) 2(14.3事)

幾何 (12題] 3α5.0世) 9 (75. 0拡) 。(0.0%) 

資料・確率 (8題〕 6(75.0骨) 2(25.0世) O( 0.0%) 

計 (79題〕 32(40.5事) 42(53.2%) 5( 6.3首)

表3 中学校2年

内容領~ 80%以上 80%未満40%以上 40%未満

数 (31題〕 4(12.9%) 23(74.2%) 4(12.9%) 

代数 (24題〕 4(16.7%) 17 (70.8%) 3 (12.5%) 

測定 (17題〕 5(29.4%) 11(64.7%) 1( 5.9%) 

幾何 (16題〕 7(43.8事) 8(50.0%) 1( 6.3%) 

資料・確率 (11題〕 5(45.5百) 3 (27.3%) 3(27.3目)

計 (99題〕 25(25.3弘) 62(62.6%) 12(12.1粉

(2)認知的領域別の正答率分布

認知的領域は.I事実や手煩を知ることJ(以下「知るJ).r概念を用いることJ(以下「用いるJ).

「決まりきった問題を解くことJ(以下「解くJ). r推論を行うことJ(以下「推論J)の4つの領域

からなる。次の表4.表 5は，正答率を3つの段階に分けて，認知的領域別の問題数とその認知的

領域の問題比率を( )内に示したものである。なお，認知的領域に含まれる総問題数は認知的領

域の欄の( )内に示している。

表4 小学校4年

認知的領綾 ω%以上 80%未満40%以上 40%未満

知る (24題〕 9 (37. 5%) 15(62.5首) O( 0.0%) 

用いる (15題〕 7 (46.7%) 7 (46.7弘) 1 ( 6.7事)

解〈 (31題〕 12(38.7%) 16(51.6'首) 3( 9.7首)

推論 (9題] 4 (44.4%) 4(44.4'見) 1(11.1首)

計 (79題〕 32(40.5%) 42(53.2%) 5( 6.3弘)
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表5 中学校2年

認知的領域 80%以上 80%未満初%以上 40%未満

知る [26題〕 8(30.8'弘) 16(61. 5首) 2( 7.7弘，)I 
用いる [21短〕 8 (38.1%) 12(57.1%) 1( 4.8'首)

解〈 [34短〕 5(14.7時) 24(70.6ゆ 5 (14.7話)

推論 [18題〕 4(包.2首) 10 (55.6首) 4(22.2'首)I 
計 [99題〕 25 (25.3%) 62 (62.6%) 12(12.1首)

(3)出題形式別の正答率分析

出題形式は， r選択肢Jr記述」の2つに分けられている。次の表6，表7は，lE答率を 3つの段

階に分けて，出題形式別の問題数と出題形式別内の問題比率を( )内に示したものである。なお，

認知的領域に含まれる総問題数は認知的領域の欄の( J内に示している。

表 6 小学校4年

出題形式 80%以上 80%未満初%以上

選択肢 [50題〕 23(46.0首) 25(50.0協)

記述 [29題〕 9 (31. 0事) 17 (58. 6弘)

計 [79題〕 32(40.5%) 42(53.2首)

表7 中学校2年

出題形式 80%以上 80%未満40%以上

選択肢 [72題〕 21 (29.2%) 45 (62.5%) 

記述 [27題〕 4(14.8%) 17 (63. 0%) 

計 [99題〕 25(25.3%) 62(62.6%) 

3.通過率が80%以上の問題分析

表 1から正答率が80%以上の問題数は次の通りである。

小学校4年では， 79題中 32題 (40.5%)

中学校2年では， 99題中 25題 (25.3%)

40%未満|

2( 4.0首，)I 
3 (10. 3%) I 

5 ( 6.3%) 

40%未満

6( 8.3%) 

6(忽 2弘)

12(12.1%) 

小学校 4年が中学校2年よりも正答率が 80%以上の問題数，問題比率ともに高いが，中学校 2

年でも正答率が80%以上の問題数は決して少なくはない。

正答率が80%以上の問題の一覧表と具体的な問題を r(4)正答率が80%以上の問題Jに載せて

いる。分析中における具体的な問題の引用は，その一覧表や具体的な問題につけている「間 1Jな

どの番号と学年をあわせて「小4筒 1Jと示し，さらに同一学年の問題が続く場合は「小4問 1，

問 8，間 10Jなどと連続して示している。

(1)内容領蟻別による分析

表 2と表3における各学年の正答率で80%以上の問題の問題比率が大きい内容領域を挙げると，

ともに「資料・確率j の領域である。問題数で見ると，小学校4年では「数Jの領域の出題筒題が
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多いためか，正答率が80%以上の問題は「数Jの領域に 15題と多い。中学校では「幾何j の領域

に 7題と多~ ¥0 次に， 2つの学年をまとめて内容領域ごとに見ていく。

【数1
1)整数に関する問題が多い

表2と表3から，この内容領域で正答率が 80%以上の問題は 19題あり，小学校4年に 15題，

中学校2年に 4題ある。この中では整数に関わる問題が 13題，分数と小数に関わる問題が 6題

あり，整数に関わる問題が多い。

2)整数，小数，分数に関わる基本的な理解の問題が多い

整数に関わる問題では，整数の位取り記数法の問題(小4問2，間 5，問 16)や整数の乗法や

除法の意味の理解に闘争る問題(小4問9，間 22)など基本的な理解に関係する問題がある。分

数や小数に関わる問題では，分数の意味の理解に関わる問題(小 4筒 19)や分数の大小関係に関

わる問題(中 2問23)がある。また，計算ができることに関わる問題も 3題(小4問3，問23，

問26)ある。平成 15年度教育課程実施状況調査の分析 r3.通過率が 80%以上の問題分析Jに

おける小学校 f数と計算j の領域で挙げた2)，3) と同様の特徴が見られる。

【代数】(小学校では『きまりと関係J) 

1)方程式に関わる問題が多b九

表 2と表3から，この内容領域で正答率が 80%以上の問題は7題あり，小学校4年に3題，

中学校2年に4題ある。この中では方程式に関わる問題が 3題(小4間 17，中2間 18，問25)

と多~\o

2)小学校4年ではパターンを見つけたり，数量関係を式に表したりする問題がある

小学校4年では，数の並びのパターンを見つける問題(小4問 14，問 29)や方程式に関わる簡

単な数量関係を口を使った式に表す問題(小 4問 17)があり，パターンを見つけ，関係を式に表

す問題がある。この数の並びのパターンを見つける 2つの問題は，基本的には2つの数の差が一

定になることを利用するものであり，このような問題はよくできている。

3)方程式の解き方やグラフのよみに関わる問題がある

中学校2年では，同類項の計算(中2間20)や一次方程式を解く問題(中 2間25)もあるが，

天秤を利用した「一次方程式の解き方について理解しているJ問題(中 2間 18)や f関数関係を

表したグラフをよむことができるJ問題(中2問2)がある。

【測定】

1)いろいろな量を表す単位に関わる問題が多い

表2と表3から，この内容領域で正答率が80%以上の問題は 10題あり，小学校4年に5題，

中学校2年に5題ある。この中でいろいろな量を表す単位に関わる問題が4題(小4間 10，間

15，中2問 14，間 17)と多い。

2)計測と量の計算に関わる問題もある

定規などの道具を利用した計測の問題(中 2閑 3)，正方形やブロックの個数の計算をもとに，

面積や体積を比較する問題(小4周6，中2閑22)が見られる。
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【幾何】

1 )合同に関わる問題が多し、

還を2と表 3から，この内容領域で正答率が 80%以上の問題は 10題あり，小学校4年に 3題，

中学校2年に7題ある。

その中で合同に関わる問題が4題(小4閑7，中2間 10，問 12，間 15)と最も多い。合同に

関わる問題では，小学校4年で合同な図形を見つけることができる問題(小4間 7)があり，合

同について小学校中学年からの学習可能性を示唆している。その他，合同な台形について合同の

性質の理解をみる問題(中2閑 15)など，合同な図形の判別，合同な図形の性質に関わる問題が

ある。ただい証明に関わる合同の問題はない。

2)平成 15年度実施状況調査の「図形Jと同様の問題が見られる。

三角柱の展開図の問題(中 2問 1)や平行線の性質を利用する問題(中 2簡 16)がある。平成

15年度教育課程実施状況調査の分析 r3.通過率が 80%以上の問題分析Jにおける中学校の図

形領域にも展開図，平行線の性質に関する問題が挙げられており，同様の特徴が見られる。

【資料・確率1

1)いろいろな範囲の問題がある

表2と表3から，この内容領域で正答率が 80%以上の問題は 11題あり，小学校4年に6題，

中学校2年に5題ある。これらの問題は表やグラフなどからデータをよんだり，書き込んだりす

るデータの表現に関わる問題が 5題(小4間 L 閑 12，間 13，問 18，関 25)，平均などを利用

したり，データを解釈したりするデータの解釈に関わる問題が4題(小4問 4，中 2問5，閑 6，

間21)，確率に関わる問題が2題(中2照 11，間 19)あり，いろいろな問題が含まれている。

2)小学校ではデータの表現の問題が，中学校ではデータの解釈の問題がある

小学校4年では，集計した表と棒グラフどを対応させる問題(小4間 13)のようにデータの

表現に関わる問題が多い。中学校では，棒グラフのデータを解釈して文章で与えられた状況に適

合する数値を選択する問題(中2閑6)など，単にグラフの数値をよむ問題ではなく，データの解

釈に関わる問題が多い。また，統計は中学校で未習ではあるが，小学校で棒グラフ，円グラフや

平均などを学習しているため，正答率が 80%以上の問題が中学校でも見られた。

3)棒グラフを利用する問題が多い。

データの表現やデータの商献など資料に関わる問題9題のうち，棒グラフを利用する問題が 5

題(小4問 1，関 12，間 13，問 25，中2照6)と多いことも特徴である。

(2)認知的領域別による分析

1)小学校4年，中学校2年ともに「用いる』の認知的領域の問題比率が高い。

表4と表5において，正答率が 80%以上の問題比率が高い認知的領域をみると，小学校4年，

中学校2年ともに「用いる』である。この「用いるJの認知的領域には，割合を図に表す問題(小

4間 21)や一次方程式の解法を天秤モデルに表す問題(中 2間 18)など，表すことに関わる問

題がある。

2)中学校2年「解く』の認知的領域には複雑な問題もある

正答率が 80%以上の問題数を表4と表 5で見ると，小学校 4年では出題数の多い「解く」の

認知的領域が 12題と多いが，中学校 2年では出題数が多い「解くj の認知的領域の罰題数は少
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ない。この点についてそれぞれの問題をみると，小学校ではよく知られている手続きを選択する

問題(小4閑 9)や，棒グラフの数値をよみとることが主体の比較的単純な問題(例えば小4間

1)などが見られる。一方，中学校には，合同の性質や三角形の角の性質などを組み合わせて図

形の角度を求める問題(中 2関 24)がある。このように複雑な問題で正答率が 80%以上である

ことは，多くの生徒が三角形の角の性質や合同な図形の性質に対しての確実な理解と角度の扱い

に対する高い習熟を示している。

(3)出題形式別による分析

1) r記述』問題に図をかく問題が多い

表 Eと表7におはる各学年り正答率が 80%以上の問題を出題形式別{;:_見ると，小学校4年，

中学校 2年の両方で，問題数，問題比率ともに「記述Jよりも「選択肢j が多u、「記述Jの問

題は 13題あるが，その中で図にかく問題が 4題(小4関8，間 11，閑 32，中 2関 10) と多い

のが特徴である。その他，棒グラフを描く問題(小4問 12)が 1題あり，他は問題の答となる数

値を記入する問題(例えば，小4関26)である。

(4)正答率が80%以上の問題

ここでは，lE答率が80%以上の問題の内容を示した一覧表と具体的な問題を正答率の)1贋に載せた。

以下の表や具体的な問題において，出題形式の欄の「選Jは「選択肢jを， r記Jは「記述jを表し

ている。また，正答率が80%以上の問題を載せた図における欄は左から，

番号，問題番号，内容領域，認知的領域，出題形式，正答率

を示している。番号は，正答率が80%以上の問題の分析において，問題を引用するために，それぞれ

の学年において問1から順に番号をつけている

①小学校4年

表8 小学校4年における正答率が80%以上の問題

番号 問題番号 肉容領減 問題内容 箆知的領域 出題形式 正答率

問1 附1-01 資料 あきぴん45本を表す棒グラフ 解〈 選 96.9 

問2 r.KJ3-04 数 342と等しい式 用いる 選 96.5 

問3 船長。5 数 2.5と3.8の合計 知る 遺 95.9 

問4 r.KJ2-<渇 資料 気還を表から践み取る 解く 遷 94.7 

問5 初1-06 数 2345の百の位の数字 用いる 還 94.1 

問6 鵬'2-13 測定 広さが一番広い図形 推翁 還 93. 7 

間7 船2-03 幾何 合同な図形の組 知る 選 92.7 

間8 Ml0-08A 銭何 長方形を2つのz角形に 解〈 記 91.7 

F占9 鵬1-04 数 窓を洗うのにかかる時間 解〈 還 91.4 

問10 r.KJ2-09 測定 たまご1債の重さを量る単位 知る 選 ω8  

問11 削0-088 幾何 長方形を2つの長方形に 解く 記 卯 7

悶 12 船4-10 資料 重量の色目!棒グラフの完成 解く !i! 89.8 

問13 M1G-l0 資料 表と向じ肉容の棒グラフ 用いる 遷 89.8 
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問14 間4-{)4 きまり 4回目の映画の始まりの時刻 解〈 還 89.6 

問15 鵬1-10 測定 おとなの体重 知る 還 88.9 

問16 間'2-12 数 正方形で表された数 用いる 還 88.9 

問17 船4-05 きまり リンゴ20舗が残った式 用いる 還 88. 7 

問18 鵬4-11 資料 鉛筆と定規の数の比較 解〈 !e 88.7 

間19 附9-03 数 ケーキ8切れのうちの3切れ 解〈 選 88.2 

間20 紛9-01 数 数直線の口に入る数 用いる 官E 88. 1 

間21 販路-06 数 半分が黒丸の図 用いる 還 87.8 

間22 鵬4-02 数 204冊のロープを4つに切る式 解〈 還 87.3 

問23 間4-01 数 15x9 知る !il 86.5 

問24 間1-07 数 およそ筑却になる数 知る 還 倒 8

間25 附2-01 資料 ω本を表す2つの棒グラフ 解〈 選 84.6 

悶26 M1か01 数 204+4 知る 記 83.8 

間27 冊2-08 数 {ーが3こ)+・・・ 知る 還 83. 7 

間28 船1-05 測定 カレンダーで3週間後 解〈 選 83. 1 

間29 船長11 きまり ロに入る3つの数 推諭 選 83.0 

間30 初号-02 数 間違って電車に入力 推論 ヨ邑 82.5 

問31 M13-03 数 142にたして369となる数 推量曲 記 81.4 

間32 間4-06 測定 2辺が同じ長さの三角形 知る !e 80.4 

図2 小学校4年における正答率が80%以上の問題
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(T 12111:1但
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81. 4 

悶26
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②中学校2年

表 9 中学校2年における正答率が80%以上の問題

番号 問題番号 肉容領域 問題肉容

問1 PWJ9-12 豊島何 帯された立体になる元の図形

悶2 同03-{)1 代数 2人が出会った時間

問3 鵬1-08 測定 定規で帯された管の長さ

悶4 M13-08 数 10に最も近い数

悶5 問2-02 資料 円グラフについての正しい文

I MllHll 204+4= 

圃圃 凱・一一一一

下の思のならσかたにl!， 8 tりがあります.

1∞. 1.野'.~且ロロ B
日に4まい~，.，の.0ゐ'"のどれですか.

<D 3.見・

(i) 4. W'. 5 

(i) 97， :S. g・
@釘"4. li'6 

83.8 

83. 7 

83.0 

82.5 

すみ子.ん11:..tミ《を健9て.，勿..'"のたLI・tU争として...がえ
て間+加l:.tIl."Cl.t叶凶.と叫..'叫悼すlJ110.初出で

す~.

'‘ • 

茄錨巴....押d凶 U;il.:t."t'，叫伸L.Iol-::>咽向間同

巴..民金....t.，O::~".U.. :lt. ..i・

80.4 

包知的領域 出題形式 正答率

用いる 選 96.8 

解〈 還 96.0 

知る 選 92.5 

用いる 還 92.4 

用いる 選 91.9 

悶6 M02-09 資料 棒グラフと文章で求めるまb官官数 推2歯 選 88.0 

悶7 M02-10 数 ある会に集まった男女の人数 推諭 還 86.8 
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問8 加4-11A 測定 5つで245叩 2の面積の1つの面積 解〈 記

間9 間9-13 鍵何 座標が (2，-4)になる点

間 10 防9-10 幾何 合同な三角形に分ける直線

問 11 !l:J3-11 資料 30人の生徒， 1/5の確率

悶12 帥01-05 鰻何 合同な三角形について誤った文

問13 間3-04 数 9， 1， 4. 5でできる数の差

問14 M13-12 測定 三角形の面積を示しているもの

問 15 問2-03 縫何 合同な台形についてのEしい文

間 16 間3-09 幾何 2つの角の和が18ぴになる角

間 17 M1G-06 測定 サッカー墳の面積を表す単位

間 18 船1-02 代数 天ぴん上のレンガ1個の重さ

問 19 間4-09 資料 矢が11も止まりにくい部分

問20 M13・10 代数 2x-3y+7x+5Yと等しい式

問21 附1-06 貨料 子ストの平均得点の関係

間泣 !l:J2-01 測定 異なる体積を持つブロッウ

間23 問4-06 数 4/9よりも小さい分数

間24 間3-02 車種何 合同な三角形聞の重なる角度

問25 !l:J3-13 代数 4(肝5)=80のときのxの値

図3 中学校2年における正答率が80%以上の問題
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80.0 

1M俳 句 山+5)・田のとき..の催時めなさい.

- 答:一一一一一一一一

4.正答率が40%未満の問題分析

正答率が40%未満の問題数は次の還りである。小学校4年と比べて中学校2年に正答率が40%

未満の問題が多く，問題比率は約2倍になっている。

小学校4年では， 79題中 5題 (6.3%)

中学校2年では， 99題中 12題 (12.1%)

(竹内容領域別による分析

① 小学校4年では，表2のように， r幾何」と「資料・確率Jに正答率が40%未満の問題はなく， r数J

2題， rきまりと関係J1題， r測定J2題のように3つの領域に分散している。たとえば「きま

りと関係』領域の 1題は，次のような問題(問題例1)である。

② 中学校2年では，表3のように， :iE:答率が40%未満の問題はすべての領域にあるが，特に f数Jと

「代数j に多い。たとえば「数J領域の次のような問題(問題例2)の正答率は20%未満である。

また， r代数j領域の中の1題は，次のような問題(問題例のである。

図4 内容領糊リによる分析の問題例

問題例 1 M09-04 正答率 26.4%

正答率 16.4% 

~.ヨシピュー'・u・.~ωλで.そのうち‘鴻陰左手でした.その.. ，，̂ 
の鯛予が'J..t置しました....嗣IA~.c--t:rトが次予ぞすか."え主その""伺

" 

(2)認知的領峻別による分析

正答率 37.1%

幻0"明+3問'2と等Lいのは，次のどれです治、

@訂Oxl0凹
@ 372川崎

@ 1，相叫開

(i) 310)(9田.，

①小学校4年では，表4のように， r知るJに正答率が40%未満の問題はなく， 5つの問題が他の3

つの認知的領域に分散している。たとえば「解く」領域の次のような問題(問題例4)である。

また， r推論j領域の次の問題(問題例5)の正答率は，小学校4年の全問題中で最も低い13.4%で

ある。

② 中学校2年では，表5のように， 12の問題が5つの認知的領域に分散しているが，特に「解く j

と「推論jに多い。たとえば「解く』の次のような問題(問題例6)である。
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図5 認知的領域別による分析の問題例
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問題例6 帥03-07 正答率 38.5%

ピー含ーの司伊区民・Lたa・..，.仇τ.そのままにして......ます'.S~ごkに*

の""'2鳳ずる1:.l1l.I:1:句"のグ，.，.UT，のよう覧会，... た.
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D 5101'-3)-25-33-215祖 語

• • (91 

"の量重量<tltlOτ:otγがるの院かがて"と省よその".t:;.:たのどれて?すか.

<D ... 
<D .会

@ぉ岩手

@盟会

(3)出題形式!iJIJによる分析

①小学校4年では，表6のように，正答率が40%未満の問題は「選択肢Jが2題で「記述」が3題で

あるが，問題比率を比べると「記述Jの方が多い。 r選択肢jの2題は次のような問題(問題例7，

問題例8)である。

② 中学校2年では，表7のように正答率が40%未満の筒題は「選択肢Jが6題で「記述Jが6題で

あるが，問題比率を比べると「記述」の方が多い。たとえば「選択肢Jの次のような問題(問題例

9)である。

また， r記述Jの次の問題(問題例10)の正答率は，中学校2年の全問題中で最も低い14.3%である。
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図6 出題形式別による分析の問題例
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ここでは，正答率が40%未満の問題の内容等を示した一覧表を載せる。表における出題形式の「選j

「記Jは r2. (4)正答率が80%以上の問題』におけるものと同じである。

①小学校4年

表 10 小学校4年における正答率が 80%以上の問題

問題番号 内容領域 問題肉容 m知的領域 出題形式 正答率 問題例

聞13-02C 数 1，4，5のかけ算で一番大きな数 解〈 !e 34.7 問題例4

問ト04 きまり 37x・喝 用いる !e 26.4 問題例1

間3-09 測定 長方形の周りの長さ 解〈 還 25.4 問題例7

M10ー舟6 測定 1・1/2時間と2時間の映菌 解〈 選 24. 7 問題例8

間岳圃O飽 数 5/8が鳳になる並べ方 推舗 !e 13.4 問題例5
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②中学校2年

表 11 中学校2年における正答率が 80%以上の問題

問題番号 肉容領域 問題肉容 箆知的領域 出題形式 正答率 問題例

冊3-08 数 25分から 20分への短縮の割合 知る 還 38. 7 

~3-O7 資料 水の温度が下がる時間 解〈 選 38.5 問題例6

間半12 数 3501叩のドフイブで猿った燃料 解〈 選 38.4 

聞10-03 代数 a+2(加-c) 推論 ta 37.4 

Ml3-02 数 370 x 998+370 x 2と等しい式 知る 遷 37.1 問題例3

~2-{)6 代数 3人の本の合計を表す式 用いる 還 35.3 問題例9

鵬4-01 代数 k+ ()(+2l + (k+4) =84におけるk 解〈 選 34.1 

附9-0沼 灘定 残りを遅過する平均の速さ 推鎗 ta 33.0 

M1仔-Q9 資料 1か月通話した分数 解〈 記 19.5 

M10-08 資料 5時間通話の科金と求め方 解〈 !e 18.7 

M13-07 数 女子部員のパーセント 推鎗 ta 16.4 問題例2

M13-{)6 強何 線対称になる文字の並ベ方 推諭 配 14.3 問題例 10
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日本の子ども・青年の技術的教養の実態と課題

Assessment of Japanese Students' Achievement in Technological Literacy 

PITLA日本委員会{日

Japan田eCo血血itteeof PITLA 

[要約]日;米韓三カ国の子どもの技術的教養を評価するテストを使い、 2005年に日本の第8・第

11学年及び技術系教員養成課程在籍の大学 1・2年生を調査した。結果、①中学校技術科として

実施されている普通教育としての技術教育は、技術的教養の伸張お主びジェンダー格差の解消に

貢献している、②子どもの技術的教養は今日の日常生活では培われず、学校での意図的教育によ

ってのみ養うことができる、③技術的教養をめぐる課題は、普通高校生への技術教育の提供と中

学校技術科の教育内容の抜本的拡充にあることが示唆された。

1.研究の目的と背景

1 -1 研究の目的

我々は、日本、大韓民国及びアメリカ合衆国という現代の高度技術社会に生きる子ども・青年

のもつ技術的教養(句chnologicaIlitβracy)を評価するという目的をもって、国際共同研究一一

Project of InternationaI TechnologicaI Literacy Assessment ; PITLA -ーにより、テスト問題を

作成する新たな枠組みとそれに基づく一連の問題を開発した (Tanakaand

others、 2005 年)。これらを使い、 2005 年の 1 月 ~2 月、日本の第 8 学年(中学校 2年生)と第

11 学年(高校 2年生)を対象に、そして、同年 5 月 ~6 月、技術科や工業科の教員養成課程(以
下、技術系教員養成課程)に在籍する大学 1・2年生を対象に調査を実施した。

本報告は、この調査結果が示唆する日本の子ども・青年の技術的教養の実践に関する若干の特

徴を明らかにし、そこに含まれる課題を検討しようとするものである。

1 -2 問題の背景

現在、多くの国々では、技術(飴chnology)によって規定され、技術に依存する部分が拡大さ

れるとともに、新たな技術が驚くべき速さで採用されてきている。

反面、こうした社会に生きる人々が、市民として、技術を批判的に考察し、それらに関わる十

分考慮された意思決定をするための準備ができているかをめぐっては議論の余地があるように恩

われる。これらの国々で生活している人々は、技術がなぜ、あるいは、いかに作動するのか、そ

の利用が内包する意味、さらには、それらがどこから来るかさえもほとんど知らないままに、技

術を利用しているのではないか。

例えば、我々は、多くの種類の鋼に図まれて生活している。それにも関わらず、我々は、それ

らの特性について、鋼と鉄の違いについて、あるいは、それらの製造工程について、知っている

だろうか。また、我々は、多くの電気器具を利用している。しかし、我々は、それらのスイッチ

のオン・オフ以外に何を知っているだろうか、さらには、電気がどのようにつくられ、送られて

きているかを知っているであろうか。

総じて、技術が、我々の現代生活において重要さを増せば増すほど、技術は視界から消え失せ、
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人々にとって、技術は、ほとんどブラックボックスになってはいないだろうか。

こうした状況下において、技術的教養一一技術の本質やその歴史についての理解、技術を利用

する基礎的技能、技術の発展を的確に評価できる能力といったものーーは、主要な問題にされる

べきであり、次第に、公衆の関心を惹きつけてきた(技術教育研究会、 1995年、 J血 19，J.， 1届 S.，&

Yi， S.， 2000年、 NAE&NRC、2002年)。

というのも、技術的教養は、高度技術社会で生活する個人にとってばかりでなく、民主主義的

な社会にとっても短めて重要なものである。なぜなら、民主主義的な社会は、その構成員に影響

を与える意思決定への市民参加の上に成り立っているからである。地球規模での環境問題をめぐ

って何を為すべきかから、脱ヱ業化社会といわれる時代の中で我々の労働の場をいかに守るかま

で、近年の社会的、政治的、経済的、さらには、倫理的問題の大部分は、技術的な内容を含んで

いる。今日、人々に影響を与える意思決定のうちで、どんな種類の技術を開発するか、及び、そ

れらをいかに利用するかといった問題以上のものは極少ない。技術的教養のある人々は、民主主

義的な社会の市民として、こうした意思決定に格段によく参加することができると考えられる。

他方、現代社会において、技術に関わる直接経験をもっ人は少なく、また、多くの子どもたち

も、日常生活において、道具を使って何かものをつくったり、工場での生産過程を見たりする機

会はほとんどない。したがって、技術的教養は、とくに初等・中等学校の授業で彼らが何を学ん

だかに大きく依存しているとみられる。

日本や大韓民国やアメリカ合衆国でも、それぞれの初等・中等教育のなかで技術的教養を増大

させるための一定の努力は行ってきた。しかし概して、それらの努力は、特にヨーロツパの国々

の努力と比較するならば、小さなものにとどまっているといわざるをえない。

イギリス、フランス、ドイツ、スエーデン、ロシア等では、技術教育(附加ologyeducation)が、

第 1学年から第 10ないし第 11学年まで、すべての子どもたちに課せられている(田中、 1997

年)。これに対して、日本では、中学校において全ての生徒が「技術・家庭科Jを学ぶけれども、

初等学校や高等学校には、技術教育の教科は設置されていない。大韓民国では、子どもたちは、

初等学校の第5・6学年で「実科Jを学び、中学校では3年間、「技術・家庭科』を学び、高等学

校の第 1学年で、技術科か家庭科を選択履修する。そして、アメリカ合衆国では、多くの中学校

ないし下級高等学校において、全ての生徒に技術教育の履修を必修として課し、上級高等学校に

おいては選択として課しているにすぎない。

1 -3 先行研究の状況

さらにいえば、日本や大韓民国やアメリカ合衆国のそれぞれの国民が、技術について何を知っ

ているかを知る手段は、ほとんどない。第3回数学・理科国際調査 (TIMSS)や OECD国際生

徒評価計画2000年及び2003年 (OECDIPISA)をいった国際的なものを含め、各国の生徒が数

学や理科について何を知っているかを測定するためのテストは多様にある。しかし、技術の知識

を評価する企画は、これまでない。

日本では、 1966年に文部省が中学校第3学年の生徒に技術・家庭科の学力テストを実施したこ

とはある(鈴木、 1966年)。しかし、それ以来、日本の生徒が技術について何を知っているかを

測定したものは何もない。大韓民国も同様な研究状況であり、同国生徒の技術についての知識に

関するデータを見出すことはできない。

アメリカ合衆国では、 1988年にグァージニア総合技術・州立大学 (VrrginiaTech.)の研究者

たちが、「技術に対する生徒の態度調査J(PATT)を使って、 7つの州の中学校と高等学校の生徒

を調べたことがある (Bame四 d0也.ers、1989年・ 1993年)。しかし、 1984年にオランダで関

発されたこの PATT調査は、主要には、生徒の技術的教養の評価を目的としたものではなく、技

術に対する子どもたちの態度の評価を企図したものである。
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つまり、国際的な設定のもとに技術的教養を評価するためのテスト手段を開発しようとした研

究は、これまでにはなかったといえる (OECD、2001年)。

11. 研究方法一一テスト問題を開発するための枠組み

11 -1 テストと教育内容

本調査において、テスト問題を開発するために使用した枠組みは、 OECDIPISA2000調査を基

礎にし、それを、技術的教義の領域に適用することを試みた。

技術的教養の領域は、上述のように、学校教育の教科・科目の内容に対応しているともいえる。

しかし、本調査は、特定のカリキュラムの内容を生徒がどの程度習得しているかを調べることが

主居的ではない。本調査の目的は、技術的教養の領域について、成人としての生活を送っていく

上で必要な、より広い知識と技能を、子ども・青年がどの程度習得しているかを評価することで

ある。というのも、国際的な調査で学校のカリキュラムの内容に絞ってテスト問題を開発しよう

とすると、取り上げる関心が、参加国に共通のカリキュラムの要素に限定され、多くの矛盾に産

面せざるを得ず、結果として、その調室は、範囲が狭すぎて、諸外国における教育制度の強みや

新機軌を学びとる上で、あまり価値をもたないものにならざるを得ないからである (OECD、1999

年)。

こうした観点からの本調査におけるテスト問題を開発するための枠組みは、技術的教養の定義

とそれを特徴づける側面によって要約することができる(なお、テスト問題の開発の詳細は本誌

後掲の資料3を参照)。

11-2 定義

本調査で使用した技術的教養の定義は、技術教育に関する近年の文献での技術的教養の概念を

めぐる問題、技術的教養と技術的能力 (technologicalcompetency) との区別と関連、および環

境問題と技術的教養との繋がりを視野に入れて、次のように規定した。

「技術的教養とは、人間が人工物を生産、使用、廃棄することによって起こす自然と社会と労

働の世界の変化について、創造的で思慮深い市民として意思決定するために、技術を理解し、利

用し、管理する能力をいう。それは、生徒たちが創造的で思慮深い市民になっていく上で不可欠

なものである。J

11-3 テスト問題で扱う技術的教養の側面

上記の定義をテスト問題に具体化すべく、技術的教養は、以下の 3つの測函から叙述される。

すなわち、

(1) 技術的教養の領域において、生徒が習得する必要のある知識の「内容J(content) ; 

技術の主要な分野から選択される知識・概念・範鴎

(2) 実行する必要があり、認知的・運動的技能が求められる一定範囲の「過程J(process) ; 

①問題の識別

②開発・計函・設計

③生産・実現

@結果の解釈・評価、の4つの過程が含まれる。

(3) (1)(2)の知識や技能が適用されたり、抽出されたりする「文脈J(context) ; 

仰

h
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①製図を含む材料と加工の技術

②エネルギ・動力と輸送の技術

③通信と制御の技術

@建築と建設の技術

⑤食料生産の技術、の5分野が含まれる。

子ども・青年が、技術を理解し、かっ人間の技術開発・技術選択・技術利用を通しての

自然と社会と労働の世界の変化を理解するためには、一定数の基本概念を獲得する必要がある。

それらには、設計と設計行為、材料特性と材料選択、工程、機械とメカニズム、エネルギ変換、

通信、構造、システム、制御、効率などが含まれる。これらの基本概念は、設計された人工的世

界とその実体を説明する上で役立つ、見返しのよい統合されたものの見方を提供する。

本調査は、設術を利用し管理する能力、すなわち、技術を使つての活動が、上首尾で、効率よ

く、また適切であることを保証することに関わる能力を評価することも企図している。子ども・

青年が創造的で恩慮深い市民になるためには、彼らは、技術を使つてのそれぞれの活動に即して、

問題を識別し、開発・計画・設計し、生産・実現し、その結果を解釈・評価する過程に含まれる

認知的・運動的技能を獲得しなければならない。

設計された人工的世界とは、人間が自らの必要や欲求を満足させるために自然界に対して行っ

た形態変化からなる構成物にほかならない。本調査でのテスト問題は、材料と加工の技術、エネ

ルギ・動力と翰送の技術、通信と制御の技術、建築と建設の技術、食料生産の技術という、人間

の必要や欲求を満足させるべく技術が利用される設計された人工的世界の 5つの典型的な分野に

おける実生活の状況に基づいて出題されている。

ll-4 テスト問題と実施時期

本プロジェクトでは、こうした枠組み、および、項目反応理論によって統制された 2つの予備

調査に基づき、総計 70聞からなる 15ユニットのテストを開発した。具体的には、①技術開発、

②橋、③エネルギーの旅、@プログラム制御、⑤ダイズ、⑥ベンチの共同製作、⑦ロボットコン

テスト、③情報通信ネットワー夕、⑨トウモロコシ、⑩製鉄、@動力とエンジン、⑫小万づくり、

⑬電気回路、⑬旋盤、⑬発電・送電の 15 ユニットであり、各ユニットに 8 間~5 問の解答すべき
テスト問題が設けられている(表 1参照)。

各テスト問題は、実生活の状況に関する課題文や図表等をもとに解答を求めるようグループに

まとめられて作成された。この課題文等とそれに関わる問題群の一組がユニットを構成する。 1

ユニットの問題を解答するための時間は 15分である。すなわち、テスト問題は、全部で、 3.75

時間分作成された。それぞれの生徒・学生は、異なるユニットの組合せから成る問題群を解くこ

とになる。

テスト問題は、すべて筆記問題であり、いくつかの選択肢から解答を選ぶ多肢遷択問題と生徒

に文章や図表等で解答を作成させる記述式問題からなる。

調査対象は、上記のように、日本で言えば中学校2年生にあたる第8学年、高等学校2年生に

あたる第 11学年、および技術系教員養成課程に在籍する大学1・2年生である。そして、調査の

実施時期は、第8学年と第 11学年に関しては、その国の学年始業時(日本では4月)から最低8

ヶ月を経過した後に実絡し、大学生に関しては、同始業時から 3ヶ月以内に実施するという共通

Jレールに基づいて実施した。

当初、大学生に関しては、技術系教員養成課程に在籍する第 1学年を対象に、学年始業時から

3ヶ月以内の時期に調査を実絡し、将来、技術や工業の教師になろうとする青年の、実質上、中

等教育修了時点での実態を調査しようとした。しかし、大韓民国の大学生は第 2学年になって専
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門が決まるので、一年次の調査が難しく、結果、比較のために、日本では、第 1・2学年を対象と

し、解答者の学年がわかるようにして、調査を実施した。

テスト問題の分類表 1

開発・計画'19:軒

開発・計圏・19:計

開発・計画'19:軒

過程

開発・計百三霞計

開発・計百・霞軒

開発・計画・位計

開発・計国・霞計

開発・計図・霞針

結果の解釈・傍恒

結果の解釈・際価

問題の織目j

生産・実現

結果の解釈・評価

問題の際別

結果の解釈・評価

結果の解釈・軒恒

生産・実現

結果の解釈・評価

間罰の融別

開発・計図・霞計

問題の機別

開発・計画・股計

生産・実現

生産・実現

開発・計百.19:計

開発・針a.19:計

開発・計画・霞計

問問の肱別

結果の解釈・評価

設計の表現法

叡計の表現法

設計の表現法

2量計主ヨミ~J;;.ュ-11

図面の役劃

材料と荷量

材料の断面形状と強度

トラス構造

構造物の強度

構造物の強度

エネルギー変換

エネルギー源としての太陽

エネルギーの利用

エネルギーと環境問題

コンビュー事プログラムの構造

コンビュー事プログラムの改善

プログラム制御

作物と環境

作物の栽培法

作物の栽培法

作物の栽培法

遺伝子組み換えと環境問題

材料の特性

資源と環境問題

製品の改善

工程

計画

システム

最適化

メカニズム

効率

電気信号

通信ネットワ-';の規則

肉容

開発・齢国・股計

開発・軒国・霞計

結果の解釈・僻価

材料と加工の技術

材料と加工の技術

材料と加工の技術

材料と加工の技術

材料と加工の技術

建築と建径の技術

建築と連叡の技術

建築と建訟の岐街

建築と建訟の技術

建策と建鐙の技術

エネルギー・動力と輸送の設備

エネルギー・動力と輸送の技術

エネルギー・動力と輸送の捻街

エネルギー・動力と輸送の技術

通信と制御の技術

通信と制閣の技術

通信と制閣の技術

食料生産主D技術

金料生産'(J)鏡街

食料生産:(J)技術

食料生産の捻街

食料生産の技術

材科と加工の技術

材料と加工の銭街

材料と加工の技術

材料と加工の銭街

材終と加工の銭街

文脈問題

エネルギー・動力と輸法の技術

エネルギー・動カと輸法の技術

エネルギー・動力と輸湿の技術

結果の解駅・書面

結果の解釈・評価

結果の解釈・評価

通信ヰットワ-'Jの支禄方式

デジ告ル信号

結果の解釈・辞缶送信ネットワ-'Jの構成要素

エヰルギー・動カと輸送の設備

通信と制御の按術

通信と制御の技術

通信と制御の技術

通信と制御の技術

通信と制御の技術

q
一
mv-o-q-o一
ω
一
mw-O一
望
。
一

mv一
mw-o-m一
q
一
mv一
ω
-
q一
mw一切一型一一ゆ一一
ω一
mv一。一切一

mv-q一
mv一切一旬一

q
一
mw一
ω
一
笠
一
ゆ

単元

技術開発① 

指② 

エネルギーの旅③ 

プログラム制御④ 

ダイズ⑤ 

ベンチの共同製作⑥ 

ロポットコンテスト⑦ 

③情報通信ネットワ-';
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単元 問題 文脈 肉容 過程

⑨ トウモロコシ Q1 食料生産の技術 作物の品種改良 問題の践別

Q2 食料生産の技術 作物の栽培法 結果の解釈・野面

Q3 食料生産の技街 作物の義培法 問題の醸別

Q4 食料生産の技術 作物と環境 結果由解釈・辞価

⑩製鉄 Q1 材料と加工の技術 材料の特性と選択 開発・計百・段針

Q2 材料と加工の接街 材料鐙計 生産・実現

Q3 材料と加工の技街 材料震計 生産・実現

Q4 材料と加工の技街 材料窓計 生産・実現

Q5 材料と加工の技術 材料製造と環境問題 問題目際別

⑪動力とエンジン Q1 エネルギー・動力と輸送の設備 システムの構成 問題司隙別

Q2 エネルギー・動力と愉送の控街 熱エネルギーの変換 開発・針園・位計

Q3 エネルギー・動力と輸送の設街 熱エネルギーの変換 開発・計画・陸計

Q4 エネルギー・動力と槍送の綾街 終エネルギーの変換 結果由解釈・評価

Q5 エネルギー・動力と槍送の技術 効率 問酒田健別

⑫小刀づくり Q1 材料と加工の銭街 工程 生産・実現

Q2 材料と加工の技術 工程 生産・実現

Q3 材料と加工の技徳 工程 生産・実現

Q4 材料と加工の技術 工程 生産・実現

Q5 材料と加工の健衛 材料の特性と加工法 結果の解釈・評値

⑬電気回路 Q1 エネルギー・動力と輸送の技術 回路 開発・計画・股肘

Q2 エヰJレギー・動力と輸送田技街 回路の震計 開発・計国.!lt計

Q3 エネルギー・動力と輸送田技術 回路の配線 生産・実現

Q4 エヰルギー・動力と鎗送の技術 回路の配線 生産・実現

⑪旋盤 Q1 材料と加工の技術 切削工具の遺択 生産・実現

Q2 材料と加工の技術 後械 生産・実現

Q3 材料と加工の技術 機織 生産・実現

Q4 材料と加工の技術 後犠 生産・実現

Q5 材料と加工の技術 安全管理 生産・実現

⑮ 発電・送電 Q1 エヰルギー・動力と輸送の伎街 電気エネルギーと環境問題 生産・実現

Q2 エネルギー・動力と輸送の錐街 電気エネルギーへの変換 生産・実現

Q3 エネルギー・動力と輸送の控街 電気エネルギーの制御 開発・計画・霞計

Q4 エネルギー・動力と輸送の技術 電気エネルギーの伝達 開発・計画・位計

Q5 エネルギー・動力と輸送の緯街 電気エネルギーの伝達 開発・針留・設計
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m. 調査の結果

m-l サンプル数

表2は、技術的教養を評価するために抽出され、同ーのテスト問題に解答した第8学年、第 11

学年、および技術系教員養成課程に在籍する大学第1・2学年の生徒・学生数を表す。

第 1と第3のグループは無作為抽出をした。しかし、高等学校には、多くの具なる学科やコー

スがある等、調査を実施する上で、第2グループを無作為抽出することは困難であった。そこで、

大韓民国とアメリカ合衆国の調査では、第 2グループは、高等学校において、技術や工業技術

(industrial technology)の教科・科目を履修している生徒から抽出するものとした。他方、わ

が国の高等学校には技術の教科が設けられていなぶので、日本め調査でi示サンアルの 75%を高

等学校の工業科と農業科の学科に在籍する生徒から、残り 25%を普通科に在籍する生徒から抽出

することとした。

表2 各学年のサンプル数

中学校2年生 高校2年生 大学1，2年生
人数 % 人数 % 人数 % 

男性 2，793 52.9% 3，095 74.5% 230 72.1% 
女性 2，483 47.1% 1，062 25.5% 89 27.9% 

総計 5，276 4，157 - 319 

m-2 正答率

表3は、各学年の生徒・学生の技術的教養に関するテスト結果の平均値と標準偏差誉表す。 15

ユニットにまとめられた総計70関のテスト問題は、第 11学年の生徒の各ユニットにおける正答

率が 60%以上になることを回途として開発された。表3において、網掛けされた部分は、正答率

が60%未満のユニットおよび問題である。

IV. 結果の考察

IV-l 各学年におけるユニットごとの到達度

表 3のデータは、日本の子ども・青年のもつ技術的教義が、到達度の点で十分でないことを示

唆していると考えられる。

正答率において、第8学年が 38.7%、第 11学年でも 50.8%にとどまり、大学1・2年生でやっ

と60%を少し上回る 61.8%であった(2)。第8学年の場合、 15ユニットすべてにおいて、正答率

が60%以下であった。第 11学年の場合、 15ユニット中、①技術開発、@プログラム制御、⑬動

力とエンジン、の 3ユニットにおいてのみ、正答率が 60%以上であり、残り 12ユニットは60%

に満たなかった。大学生に至っても、⑦ロボットコンテスト、⑨トウモロコシ、⑮製鉄、⑫小刀

づくり、⑬旋盤、⑬発電・送電、の6ユニットは、その正答率が 60%に満たなかった。

IV・2 各学年における問題ごとの到達度

表 41主、各問題の意図を文章表現し、それを 20%ごとの到達度で類別したものである。
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表3 各学年の生徒・学生がもっ技術的教養の到達度
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表 4 各学年における各問題の正答率の 5段階水準

表 4-1 第8学年(中学校2年生)

匝忌函 ι1金属やプラスチックと比較した木材の特徴がわ拍 7・1-1直流電流の向きからモータの回転方向を予想

できる

匝盃iIi-60D/d1-4手がきと比較したC却の利点がわかる孔部材への引張・圧縮荷重の紳助がわ向日随時輪

と路面の聞に摩強力が生じていることがわかる 11-1.輸送機衡を構成するシステムを判別することができる 11-4.大気圧

の働きが予想できる 12-1金属を強くする鍛造作業の役割が指摘できる

匝盃 亙 1-1正投影図から立体が構想できるト3第三角法による正投影図の利点がわかる 1-5生産過程におけ

る図面の役割がわかる 2-3トラス構造へのカのかかり方がわかる 2-5トラス構造を利用した橋の強度がわかる 3-3-a.車

輪の回転にモータが利用されていることがわかる 3-4-.天然ガス車は排気ガスが少ないことがわかる 3-4-b燃料電池車

は電気エネルギーを積極利用していることがわかる 4-1.コンピュータプログラムを組める 4-3プログラム制御の種類が判

別できる 5-1.水やりでの植物の枯渇原因が特定できる 5-4収穫量の減少の原因として連作障害が特定できる 5-5.遺伝

子絡み換え作物の危険性がわかる 6-5ベンチを組み立てる作業工程が計画できる 8-2.IPアドレスの番号配列の意味が

わかる 8-3.パケット通信の効率的利点、がわかる 8-4.アナログ信号とディジタル信号の噌幅と波形修復がわかる 8-5コン

ヒ・ュータネットヲークにおけるルータの役割がわかる 9-4.トウモロコシの受粉の時期における長雨の影響を指摘できる

10-2.鉄鉱石から鋼材ができるまでの工程がわかる 10・5.製鉄が引き起こす環境問題がわかる 11-5.4ストローク・エンジン

での熱損失と機械損失がわかる 12-5欽の性質を判別することができる 13-1.電球の並列接続の利点がわかる 14-4.切

削泊の役割がわかる 14-5旋盤作業でできた切粉を安全に除去できる 15-3.変圧器のコイルの巻数と電圧の関係がわか

る 15-4.送電線材料としての銅の利点がわかる

E玉lo¥i-2oo/d2-2荷重のかかる断面形状と強度の関係がわ拍 2-4トラス構造が変形しにくにとを予想できる 3-1.各

種エネルギーを変換する装置が特定できる 3・3-0.:1ーラーカー走行中のエネノレギ一変換がわかる 3-4-0ハイブリッド車の

特徴がわかる 4-2.コンピュータプログラムを改善できる 5-2窒素・リン酸・カリウムの施肥の配分量の調節ができる 5-3.植

物にリン系の追胞をする場所がわかるふ3.補強材によってベンチの強度をあげられる 6-4.通しほぞを正確につくる順序

がわかる 7・1-2直流電流の向きとモータの回転方向の関係がわかる 7-2.モータの回転数とトノレクの関係がわかる 7・3.て

こクランク機構が調整できる 7-4.てこクランク機構の故障原因が特定できる 8-1電話による音声の伝達の仕組みがわかる

9・1品種改良の必要性がわかる 9-2種子の発芽条件の不備が指摘できる 9-3.トウモロコシの受粉の条件が説明できる

10-1-3.他の金属材料と比較して鉄道レールの鋼の炭素量が推定できる1O-1-b.他の金属材料と比較して自動車車体外板

の鋼の炭素量が推定できる 10・1-0他の金属材料と比較して金属を加工する工具の鋼の炭素量が推定できる 10-3製鉄

とは酸化鉄の還元であることがわかる 11-2.4ストローク・エンジンの一連の行程がわかる 11-34ストローク・エンジンのは

ずみ車の働きがわかる 12-2焼き入れの役割が指摘できる 12-3焼きもどしの役割が指摘できる 13-2.2つのランプを交

互に長灯させる回路の設計ができる 13-3簡単な回路図に即して実体回線図がかける 13-4トランジスタを含む回路図に

即して実体配線図がかける 14-1.旋盤作業での適切な切削角度のパイトが選択できる 14-2刃先角，逃げ角，すくい角の

役割がわかる 15-1.火力発電で発生する有毒ガスの種類がわかる 15-2火力発電の経済的・立地的利点がわかる 15-5.

高電圧・低電流での送電の利点がわかる

直通亙 1-2第三角法による正投影図がかける 3-2太陽エオ岬ーの利用例が判別できる 6-2森林被害の原因の

一つが酸性雨であることがわかる 10-4銑鉄に酸素を吹き込む炭素除去の仕組みがわかる 12-4.刃物の研磨すべき笛所

が指摘できる 14-3旋盤作業での材料の直径に回転教をあわせられる
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表 4-2 第 11学年(高等学校2年生)

匝亘函 3-3岬輪と路面の間に摩擦カが生じていることがわかる 6-1金属やプラスチックと比較した木材の特徴がわ

かる 7-1・1.直流電流の向きからモータの回転方向を予想できる 11-1.輸送機関を構成するシステムを判別することがで

きる 12-1.金属を強くする鍛造作業の役割が指摘できる

匝豆蔓亙国 1叫影図から跡地滑想できる 1-4.手がきと比較した C却の利点がわカミる 1-5.生繭程における

図面の役割がわかる 2・1部材への引張・圧縮荷重のカ功吻方がわかる 2-3トラス構造への力のかかり方がわかる 2・5ト

ラス構造を利用した橋の強度がわかる 3-3-3.車輸の回転にモータが利用されていることがわかる 3-3-0ソーラーヵー走行

中のエネルギ一変換がわかる 3-4-b.燃料電池車は電気エネルギーを積極利用していることがわかる 4・1.コンピュータプ

ログラムを組める 4・3プログラム制御の種類が判別できる 5・5.遺伝子組み換え作物の危険性がわ均喝品I電話による音

声の伝達の仕組みがわかる 8・2.1Pアドレスの番号~列の意味がわかる 8-5 コンピュ-'/ネットワぶタにおけ孟ルータの役

割がわかる 9-4.トウモロコシの受粉の時期における長雨の影響を指摘できる 10-2.鉄鉱石から鋼材ができるまでの工程が

わかる 10-3.製鉄とは酸化鉄の還元であることがわかる 11-4大気圧の働きが予想できる 11-5.4ストローク・エンジンで

の熱損失と機械損失がわかる 12-5.鉄の性質を判別することができる 14-5旋盤作業でできた切粉を安全に除去できる

15-2.火カ発電の経済的・立地的利点がわかる

匝豆董主因 1-3.第三角法による正投影図の利点がわかる叫ラス構造が変形しにくいことを予想できる 3-1.各種エ

ネルギーを変換する装置が特定できる 3-4-a天然ガス車は排気ガスが少ないことがわかる 3-4-0./、イプリッド寧の特徴が

わかる 4-2.コンピュータプログラムを改善できる 5・1.水やりでの植物の枯渇原因が特定できる 5-3植物にリン系の追肥を

する場所がわかる 5-4.収穫量の減少の原因として連作障害が特定できる 6-5目ベンチを組み立てる作業工程が計画でき

る 7-1-2.直流電流の向きとモータの回転方向の関係がわかる 7-2モータの回転数とトノレクの関係がわかる 8・3パケット

通信の効率的利点、がわかる 8-4アナログ信号とディジタル信号の増幅と波形修復がわかる 10・1-b他の金属材料と比較

して自動車車体外板の鋼の炭素量が推定できる 10-5製鉄が引き起こす環境問題がわかる 11-24ストローク・エンジン

の一連の行程がわかる 12-2焼き入れの役割が指摘できる 13-1電球の並列接続の利点、がわかる 13-2.2つのランプを

交互に点灯させる回路の設計ができる 13-3.簡単な回路図に即して実体配線図がかける 13-4トランジスタを含む回路図

に即して実体阻線図がかける 14-1旋盤作業での適切な切削角度のバイトが選択できる 14-4.切削油の役割がわかる

15-1.火力発電で発生する有毒ガスの種類がわかる 15-2火力発電の経済的・立地的利点がわかる 15-4送電線材料とし

ての銅の利点がわかる 15-5.高電圧・低電流での送電の利点がわかる

匝豆茎函 1-2第三角法による正勝図がかける 2-2荷重のかかる断面形状と強度の関係がわカミる 5-2鶴・9ン

酸・カリウムの施肥のli~分量の調節ができる 6-3.補強材によってベンチの強度をあげられる 6-4通しほぞを正確につくる

順序がわかる 7-3.てこクランク機構が調整できる 7-4てこクランク機構の故障原因が特定できる 9-1.品種改良の必要性

がわかる 9-2種子の発芽条件の不備が指摘できる 9-3トウモロコシの受粉の条件が説明できる 10-1-3他の金属材料と

比較して鉄道レールの鎮の炭素量が推定できる 10・1-0他の金属材料と比較して金属を加工する工具の鎮の炭素量が推

定できる 10-4銑鉄に酸素を吹き込む炭素除去の化組みがわかる 11-3.4ストローク・エンジンのはずみ車の働きがわかる

12-3.焼きもどしの役割が指摘できる 14-2.刃先角，逃げ角，すくい角の役割がわかる

匪玉藍週刊太陽エネルギーの利用伊jが判別できる 6・2森林被害の原因の一つが酸性雨であることがわかる 12-4.

刃物の研磨すべき箇所が指摘できる 14-3旋盤作業での材料の直径に回転数をあわせられる
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表 4-3 大学 1，2年生

匝亙望 1-4手がきと比較した CADの利点がわかる 1-5生産過程における図面の役割がわかる 2-1部材への引張・

庄縮荷重のかかり方がわかる 2・3.トラス構造への力のかかり方がわかる 2・5.トラス構造を利用した橋の強度がわかる

3-3-b.車輪と路面の聞に摩擦カが生じていることがわかる 3-4-b燃料電池寧は電気エネノレギ}を積極利用していることが

わかる 4-1.コンピュータプログラムを組める 4-3.プログラム制御の種類が判別できる 5-5.遺伝子組み換え作物の危険性

がわかる 6・1.金属やプラスチックと比較した木材の特徴がわかる ι2.森林被害の原因の一つが酸性雨であることがわか

る 6-5ベンチを組み立てる作業工程が許函できる 7-1-1.直流電流の向きからモータの回転方向を予想できる 10-2鉄鉱

石から鋼材ができるまでの工程がわかる 10-3.製鉄とは酸化鉄の還元であることがわかる 11-1輸送機関を構成するシス

テムを判別することができる 11-4大気圧の働きが予想できる 11-5.4ストローク・エンナJでの熱損失と機械損失がわかる

12-1金属を強くする鍛造作業の役割が指摘できる 12-5鉄の性質を判別することができる 13-2.2つのランプを交互に

点灯させる回路の設計ができる

匡豆茎週 1・1正投影図から立体が構想できる 1-3.第三角法による正投影図の利点がわかる 3明エネルギー

を変換する装置が特定できる 3-3-a車輪の回転にモータが利用されていることがわかる 3・3-<:.ソーラーヵー走行中のエ

ネルギ一変換がわかる 3-4-a天然ガス車は排気ガスが少ないことがわかる 3-4-cハイプリッド寧の特徴がわかる 4-2コン

ヒ〉ータプログラムを改善できる 5-1.水やりでの植物の枯渇原因が特定できる 5-3植物にリン系の追肥をする場所がわか

る 5-4.収穫量の減少の原因として連作障害が特定できる 6-4.通しほぞを正確につくる順序がわかる 7-2.モータの回転

数とトノレタの関係がわかる 8-1.電話による音声の伝達の仕組みがわかる 8-2.IPアドレスの番号直列の意味がわかる 8-3

パケット通信の効率的利点がわかる 8-4アナログ信号とディジタル信号のま首福と波形修復がわかる 2・5.コンピュータネッ

トヲークにおけるルータの役割がわかる 9-4.トウモロコシの受粉の時期における長雨の影響が指摘できる 13-1.電球の並

列接続の利点、がわかる 13-3簡単な回路図に即して実体配線図がかける 14-4切削油の役割がわかる 14-5.旋盤作業

でできた切粉を安全に除去できる 15-1.火力発電で発生する有毒ガスの種類がわかる 15-2.火力発電の経務的・立地的

利点がわカミる 15-3.変圧器のコイルの巻数と電圧の関係がわかる

匝豆亘亙雪山第三角法による正投影図がか防 2-2荷賃制ゆる断面形状と強度の関係がわかる 2-4.トラス構造

が変形しにくいことを予想できる 5-2.窒素・9ン酸・カリウムの漉肥の配分量の競節ができるふ3補強材によってベンチの

強度をあげられる 7-1-2.直流電流の向きとモータの回転方向の関係がわかる 7-4.てこクランク機構の故障原因が特定で

きる 9-2種子の発芽条件の不備が指摘できる1O-I-b他の鉄鋼材料と比較して自動車車体外板の鋼の炭素量が推定で

きる 10-4銑鉄に酸素を吹き込む炭素除去の住組みがわかる 10-5.製鉄が引き起こす環境問題がわかる 11-2.4ストロー

ク・エンジンの一連の行程がわかる 12-2.焼き入れの役割が指摘できる 12・3焼きもどしの役割が指摘できる 13-4.トラン

ジスタを含む回路図に即して実体~線図がかける 14ー1.旋盤作業での適切な切削角度のパイトが選択できる 15-4送電

線材料としての銅の利点がわかる 15-5高電圧・低電流での送電の利点がわかる

E童 画 7-3.てこクランク機構が調整できる 9・1品種改良の必要性がわiJ>7:J9-3トウモロコシの受粉の条件が説明

できる IO-I-a他の金属材料と比較して鉄道レールの鏑の炭素量が推定できる l仏1-<:他の鉄鋼材料と比較して金属を加

工する工具の鋼の炭素量が推定できる 11-3.4ストローク・エンジンのはずみ車の働きがわかる 14-2.刃先角，逃げ角，す

くし、角の役割がわ由主る

匪重1îi-o./~ 3-2太陽エネルギーの利用跡事IJsUできる山刃物の研磨すべき笛所が指摘できる同旋盤作業での

材料の直径に回転数をあわせられる
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表 4によれば、正答率による問題ごとの序列は、各学年とも、基本的には変わらず、学年が上

げるにつれて、各問題の正答率も上がる傾向は認められる。

しかし、その半面で、学年が上がっても、正答率が低いまま停滞している筒題群が指摘できる。

具体的には、正投影図、材料の断面形状と強度の関係、構造物の強度、エネルギー源としての太

陽、作物の栽培法、鉄鋼材料、金属の熱処理、機構、機械の摩擦、工作機械、原動機、回路の配

線、送電などに関する問題群である。要するに、主要には、製図、機械・金属加工、電気工学の

いわゆる強電の部門、および、栽培に関わる問題である。

そして、これらは、いずれも、現代社会における我々の生活を支える上で欠くことのできない

物質的諸条件を提供している技術の重要部門ばかりであり、これらの技術に関わる教養の到達度

が低く停滞している事実は、看過できない問題であると考えられる。

同時に、これらの内容が、中学校の技術科において、この問、削減されたり、あるいは軽減さ

れたりしてきたものであることも看過してはならないと考えられる。

紙憾の関係で、多くは載せられず、しかも、課題文等を除く当該問題だけではあるが、例えば、

以下のような問題群である(テスト問題の詳級と解説は後掲の資料 1を参照)。

ユニザト①技術開発{悶 2)

アプックス株式会社は、得意先のトライ精機から、ある機械部品の製造を依頼された。図2は、

設計者が依頼内容を検討してかいた構想図である。 トライ精機との交渉のために、この図面を第

三角法の正投影図でかきたい。この製品の第三角法による正投影図を、解答用紙の解答図に足り

ない線を補って，参考伊jのように完成させなさい。ただし、図の 1目盛りが解答図の 1'"スとす

る。
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[誤答の傾向] 誤答と判定された答案の大部分l士、中学・高校・大学生とも未記入のもので

あり、書くことができなかったとみられる。高校生と大学生とは傾向が類似しており、平面図は

縦の実線2本と円ともに 70%前後の正答率であり比較的ょくできていたのに対して、側面図は未

記入が、高校生・大学生ともに 50%前後あり、正答よりも多かった。

ユニット@橋{間4)

下図のよう械をした斡こ上からカを加えて、もっとも変形しにくいものはどれでしょうか。

(1) - (4)の中から一つ選び解答欄のその番号のOを金りつぶしなさい。ただし黒丸の部分は
ピン接合とする。

+ + + 
( 1 ) (2) 

[誤答の傾向] 正答はσ)であるが、 (1)と答えた者が中・高校生で 30%前後、大学生で 20%

前後おり、 ο)と答えた者が中学・高校・大学生で共通に 20%前後いた。

ユニット@ エネルギーの旅(問 2)

太陽からもたらされるエネルギーを荊開していない例を，下記の(1)-(4)から一つ選び，解答

欄のその番号のOを塗りつぶしなさい。

( 1)植物がデンプンなどの有機物を合成する。

(2)地熱を利用して電気エネルギーに変える。

(3)風力を利用して電気エネルギーに変える。

(4)ダムに水をせき止め，発電する

[誤答の傾向] 正答は:(2)であるが、 (3)と答えた者が中学生約 30%、高校生約 35%、大学生

約 25%おり、 (4)と答えた者が中・高校生50%前後、大学生に至つては約 60%いた。

ユエット@ ダイズ(悶2)

窒索、リン酸、カリウムの3つは、肥料の3要素といわれ、それぞれ重要な働きをしている。

窒素には葉を茂らせたり、茎を太く丈夫にしたりする役割がある。畑で育てているダイズを大き

く育てようと元肥に窒素肥料を多く与えた。しかし、期待した成果が得られなかった。どうすれ

ばよかったのか。このことに関する次の(1)-(4)の中から、もっとも適切と思うものを一つ選び

解答欄のその番号のOを塗りつぶしなさい。

( 1 )ダイズの埜には窒素を取り込む働きがあるので、窒素肥料を之丞玉Lすれば良かった。

(2 )ダイズの盤には窒素を取り込む働きがあるので、窒素肥料を主ユ主盆えすれば良かった。

(3 )ダイズの蓬には窒素を取り込む働きがあるので、窒素肥料を金主~すれば良かった。

(4) ダイズの茎には窒素を取り込む働きがあるので、窒素肥料を主ヱよ乏~すれば良かった。

[誤答の傾向] 正答は(1)であるが、 (2)が中・高校・大学生とも 30%前後、 (3)も中・高校・

大学生とも 25%弱いた。高校生は(2)が32.0%で正答の 31.9%を上回った。
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ユニット⑩製鉄(悶5)

舗をつくることは、今日の生活にとって必要不可欠なことである。同時に、かつては、葉百

保全のための十分な対策や晶量をとらなかったために、これが重大なE言語桜議をもたらしてき

たことも事実である。以下のω~ωのうち、舗をつくることとは直接には関わらない官雇桜遣

が2つあるn ぞれらを下記から選び、解答輔のその番号のOを量りつぶしなさい。

( 1 )チッ素酸化物やイオウ酸化物による大気機、

(2)細カミなチリ(粉塵・煤塵)による大気持語、

(3)急接化、
(4)富による害、

(5)水銀による宝最機、

(6 )地球温暖化

[誤答の傾向] 正答は(3)(紛であり、中学生 18.4%、高校生29.1%、大学生35.4%であった。

中学生の誤答l士、組合せばともかく (6)を選ぶ者が 34.1%で最も多く、大学生の誤答は、同様にω
を選ぶ者が 27.3%で最も多かった。高校生は両者の中間的傾向であった。

ユニvトぬ警官・王持管(問5)

また、長距離の送電にあたって、熱損失をできるだけ少なくするためにとられる方法として、

下のω~ωから正しいものを一つ選び、解答舗のその番号のOを量りつぶしなさい。

( 1 )送電電圧を高く、電流も大きくする

(2)送電電圧を高く、電流は小さくする。

(3)送電電圧を低く、電流も小さくする。

(4 )送電電圧を低く、電流は大きくする。

[誤答の傾向] 正答は(のであるが、 (4)と答えた者が中学生約 30%、高校生26%、大学生約

20%おり、 (3)と答えた者が中・高校生で約20%、大学生で約 15%いた。

IV-3 第 8学年生、第 11学年生、大学生のもつ技術的教養の到達度比較

N'1で指摘したように、全ユニット・全問題の正答率は、第8学年で38.7%、第11学年で50.8%、

大学 1・2年生で 61.8%であった。この数値によれば、全体的に低いとはいえ、学年が上がるに

つれて、正答率も上がるようにみえる。

しかし、これは見かけに過ぎない。なぜなら、大学生の数値は、同一年齢層のうちの大学に進

学できた者、すなわち、同一年齢層のうちの学力が比較的高い部分の値を表していると判断でき

るからである。しかも、調査の対象は、短期大学等は含まない4年制大学の学生に限られている。

そこで、第8学年と第11学年の上位25%の生徒の正答率と大学生の正答率とを比較したのが、

表 5である。

表 5は、技術系教員養成課程に在籍する大学 1・2年生の技術的教養の到達度の低さ、すなわち

到達度の不十分さを示唆している。

大学 1・2年生の正答率の平均値は61.8%であり、第 11学年すなわち高等学校2年生上位25%

の平均値 79.5%はもちろんのこと、第8学年すなわち中学校 2年生上位 25%の平均値 66.5%よ

りもさらに下回る。得点 (152点満点)の平均値でいえば、中学生が 101.0点、高校生が 120.8

点であるのに対して、大学生は93.9点にとどまる。

-108ー



中・高校生上位25%と大学生のもつ技術的教義の到達度

ユニット

表5

69.4% 
67.6拍
783% 
62.6% 
78.3% 
56.8% 
663% 
45.4% 
54.2% 
68，2% 
51.2% 
64.1拍
40.0% 

6.9 
10.8 
4.7 
6.3 
7.8 
5.7 
6.6 
3.6 
7.6 
6.8 
5.1 
5.1 
4.0 
5.8 

89.4% 
82.3% 
100.0% 
82.3% 
68.6% 
73.0% 
88.7% 
73.2% 
74.8% 
90.0% 
69.0% 
90.0% 
49.9% 
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61.5% 
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3
3
5
A
8
2
2
A
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1
9
2
 

7
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5
7
6
5
7
5
7
8
6
5
4
6
 

: (10) 

: (1の
(の
(10) 

: (10) 
(10) 

: (10) 

: (め
(14) 

: (10) 

: (10) 
: (8) 

2.橋

3.エネルギーの旅

4.プログラム制御

5.ダイズ

6.ベンチの共同製作

7.ロポットコンテスト

8.情報通信ヰットワーク

9.トウモロコシ

10.製鉄

11.動力とエンジン

12.小刀づくり

13.電気回路

14.旋盤

合計

ユニットでみると、大学生は、⑥ベンチの共同製作のみで正答率が最も高かった。

れ以外の 14ユニット全てで、高等学校2年生上位25%が最も高かった。

さらに、①技術開発、②橋、④プログラム制御、⑤ダイズ、③情報通信ネットワー夕、⑨トワ

モロコシ、⑬動力とエンジン、⑫小刀づくり、⑬旋盤、⑮発電・送電の 10ユニットでは、大学生

よりも中学校2年生上位25%の方が正答率が高く、しかも、それらのうち、②橋、④プログラム

制御、⑤ダイズ、③情報通信ネットワーク、⑪動力とエンジンの 5ユニットでは、大学生の正答

率は、中学校2年生上位25%の正答率よりも、 10%以上も低かった。

しかし、そ

男女のもつ技術的教義の到達度比較

表 6は、日本の子ども・青年の技術的教養には、ジェンダー格差が存在し、

は、学年が上がるにつれて拡大する傾向のあることを示唆している(3)。

すなわち、第8学年での男女差は、得点平均で1.6点、正答率で1.0%であり、統計的な有意差

は認められないのに対して、大学生での男女差は、得点平均で 11.8点、正答率で 7.8%に広がっ

ており、有意な格差を示している。そして、第11学年は、この中間にあたり、得点平均で7.0点、

正答率で 4.6%の格差であった。

また、ユニットごとに男女を比較すると、⑬電気回路(大学生の正答率での男女差は 22.5%、

以下同様)、⑦ロボットコンテスト (16.1%)、③情報通信ネットワーク (13.4%)、②橋(13.0%)、

@発電・送電 (9.8%)などのユニットでの男女差が大きく、ジェンダー格差が強く示唆された。

半面、⑤ダイズ、⑨トワモロコシという栽培に関する設問での男女差はほとんどなく、@旋盤

は、男女とも到達度が低いという状況のなかで、数値としては男女が逆転している。

日本の子ども・青年のもつ技術的教養の一定部分に、こうしたジェンダー格差の存在が認めら

れる原因は単純ではないと恩われる。しかし、日本の生活様式や生活規範等のなかに、これを自

生させる要因がいまだに存在しているとみるべきであると考える。

そして、近年、中学校での技術科が普通教育として男女共学で実施されていることと、中学生

では技術的教義におけるジェンダー格差があるとはいえないこととの間に、何の関係もないとは

考えられない。この事実は、普通教育における技術教育の役割を考える上で、重要な視点を提供

しているといえ、強調されるべきである。

しかも、その格差

lV-4 
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表6 各学年の技術的教養におけるジェンダー格差

2.橋 4ι6 45.開6 4.8 47.8% 5.7 57.1判 5.6 日.7崎 7.1 70.6% 58 57.6% 
3.エネルギ}の旅 6.6 41.0% 6.2 38.5% 8.9 559% 8.1 50.5% 10.9 683% 9.4 日 7%
4.プログラム制却 26 42.8% 2.6 44.0% 3.9 65.0% 3.8 64.0% 4.7 78.8弛 4.3 71.6'弛
5.大豆 4.1 40.間色 4.4 43.5% 5.1 51.1帖 53 52.7% 6.2 623帖 6.1 61.4% 
6.ペンチの共同製作 3.6 36.Mる 3.7 37.4% 3.9 38.6% 45 45.1% 7.9 18.7% 7.3 72開6
7.ロポy ト=ンテスト 3.3 32.7% 3.0 29.?O.f， 4.7 46.9% 3.9 393% 5.9 593拍 43 43.2% 
8 情報道信ネクトワーク 44 44.4% 4.2 42.5軸 5.8 57.6% 5 1 51.2% 6.8 683% 5.5 S490，f， 
9. トウモロコーン 2.7 33.8% 2.9 35.開も 3.6 44.6% 3.2 40.0% 3.5 443帖 3.5 44.2% 
10.製酷 41 29.2% 36 26.0崎 6.4 45.4% 5.6 40.1% 7.6 543明 6.7 47.7% 
11.動力とエンジン 5.1 50.5% 4.8 47.6% 63 62.5% 5.8 58.3% 6.9 68.8% 6.4 日間も

12.小刀づくり 40 405拍 4.0 39.6'枯 4.8 48.4帖 4.0 40.1拍 5.1 日.0% 5.0 49.8% 
13.電気回路 2.4 29.8日 1.9 24.4% 4.2 S2.8~色 2.9 36.7% 5.3 66.2'拍 3.5 43.7% 
14.旋盤 2.5 25.00..6 2.8 27.5% 2.9 28.9% 3.0 29.6% 

54.6目

1V"5 高校生が在籍する学科問における到達度比較

表 7は、工業科と農業科に在籍する高校2年生(サンプル数3，067名)と普通科に在籍する高

校 2年生(サンプル数 1，090名)の得点の平均と正答率を比較したものである。

技術的教養の到達度に関しては、工業科・農業科の生徒の方が、一般的な学力の点では高いと

見込まれる普通科の生徒よりも、総じて高いことがわかる。ユニットでみると、③エネルギーの

旅、④プログラム制御、⑬電気回路における差が顕著であり、普通科の生徒と比較しての工業科・

農業科の生徒の到達度における相対的な高さが認められる。

表 7 工業科・農業科高校生と普通科高校生との技術的教義の到達度比較

ユエット 点数
工業科・農業科両校生 普通科高校生

ー一ー一""一一一ーー一一一
平均点 王答率(弘) 平均点 正答率(%)

1.技術開発 (10) 6.0 60.4 5.9 59.0 
2.橋 (10) 6.0 59.9 5.0 50.2 
3.エネルギーの旅 (16) 8.9 55.9 7.0 43.5 
4.プログラム制御 (6) 4.0 66.4 2.0 33.4 
5.ダイズ (10) 5.0 50.3 5.5 54.9 
6.ベンチの共同製作 (10) 4.2 41.8 3.5 35.4 
7.ロボットコンテスト (10) 4.7 46.6 4.1 41.7 
8.情報通信ネットワーク (10) 5.7 56.7 5.4 53.8 
9.トウモロコシ 。) 3.5 43.5 3.2 40.4 
10.製鉄 (14) 6.0 42.5 6.6 46.8 
11.動カとエンジン (10) 6.1 61.1 6.2 62.5 
12.小刀づくり (10) 4.8 47.7 4.4 44.1 
13.電気回路 (8) 4.3 53.7 2.7 33.ヲ
14.旋盤

((1100) } 
4.1 40.9 3.8 38.4 

15.発電・送電 5.1 50.6 5.1 51.4 

合計 (152) 78.3 51.5 70.6 46.4 
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Y. 結論一一日本の子ども・青年の技術的教養の実態と課題

Y'l まとめ

我々は、日本、大韓民国、およびアメリカ合衆国という現代の高度技術社会のなかで生きる子

ども・青年たちが、創造的で，思慮深い市民になっていくうえで不可欠の資質のーっと考えられる

技術的教養に関して、その獲得の水準や質、ならびに、そこにみられる課題などを明らかにする

ため、国際共同研究により、 15ユニット、総計 70聞のテスト問題を開発した。そして、これら

を使い、 2005年の 1月から 2月に、日本の第8学年(中学校2年生5，276名)と第 11学年(高

校2年生4，157名)を対象にして、さらに、間年5月から 6月に、技術科や工業科の教員養成課

程に在籍する大学1・2年生 (319名)を対象にして調査を実施した。

これらの調査の結果は、以下のようにまとめることができる。

(1) 本調査で使用したテスト問題の正答率において、第 8学年生は 38.7%、第 11学年生は

50.8%、技術系教員養成課程に在籍する大学1・2年生は61.8%であった。第 11学年での正答率

が60%になることを目途として問題作成した基準に照らすと、日本の子ども・青年のもつ技術的

教養は、到達度の点からみて十分とはいえない。ただし、この基準自体、主観的な面をもつこと

は否めない。

(2) 問題ごとの正答率の序列は、各学年とも基本的には変わらず、傾向としては、学年が上が

るにつれて、正答率も上がる。しかし、学年が上がっても正答率が低いまま、大学生に至っても

停滞している問題群が指摘できた。正投影図、材料の断面形状と強度の関係、構造物の強度、エ

ネルギー源としての太陽、食料となる作物の栽培法、鉄鋼材料、金属の熱処理、機構、機械の摩

擦、工作機械、原動機、回路の配線、送電などに関する問題群である。そして、これらは、中学

校技術科の学習指導要領において、 1969年改定以来、削減ないしは軽減されてきた指導内容と合

致する。

(3) 大学1・2年生の正答率の水準 (61.8%)は、高等学校第2学年上位25%の生徒の正答率

(79.5%)をはるかに下回るばかりか、中学校第2学年上位25%の生徒の正答率 (66.5%)にさ

え及ばない事実が指摘できた。

(4) 日本の子ども・青年の技術的教養をめぐって、第8学年では在るとは認められなかったジ

エンダー格差が、第 11学年および大学生では、正答率において男性の方が女性を上回るというか

たちで、その存在が認められ、しかも、学年が上がるにつれてジェンダー格差も拡大するという

傾向が指摘できた。

(5) 在籍する学科により第 11学年の高校生がもっ技術的教養の到達度を比較すると、一般的

には学力が同等かそれ以上とみられている普通高校生よりも、工業高校生および農業高校生の方

が、技術的教養の点では有意に高いことが指摘できた。そして、この事実には、工業・農業高校

生は、中学校技術科から継続して工業や農業分野の技術教育を履修しているのに対して、普通高

校生は、技術教育を中学校技術科で終え、高等学校では履修していないことが反映していると考

えられる。また、上記(3)の事実も、大学生の圧倒的部分が普通高校出身者で占められていること

と無関係ではないと考えられる。同時に、大学生の到達度が中学生を下回るという事実は、一面

で、中学校技術科が技術的教養の伸張に貢献しているものの、他面で、その成果が大学までに剥

落する傾向を示唆していると考えられる。

さらに、視点をかえてこうした事実をみると、今日の日:本の生活様式においては、技術的教養

が、日常生活を送るなかで自生的に培われることを見込むのは困難であるといえる。
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V-2 結論

以上のことから、本調査は、次の 8点を示唆していると結論することができる。

第 1に、中学校主主術科として実施されている普通教育としての技術教育は、日本の子ども・青

年の技術的教養の伸張およびジェンダー格差の解消に貢献している。

第 2に、子どもの技術的教義は、今日の日常生活の中で自生的に培われると見込むことは難し

く、学校での意図的教育によってのみ養うことができるし、養うべきである。

第 3に、技術的教義をめぐる焦眉の課題は、高等学校普通科に在籍している生徒への技術教育

の提供、ならびに中学校技術科の教育内容の抜本的拡充にある。

士--注ーーで

(1) PITLA日本委員会の構成は以下の通り (50音順)である。また、本報告の文責は田中喜美

にある。

O阿部律彦(東京学芸大学大学院修士課程学生)、 O上里正男(山梨大学)

0内田 徹(東京学芸大学大学院博士課程学生)、 O大河内信夫(千葉大学、 2001年度)

O大谷良光(弘前大学、事務局長)、 O尾高進(工学院大学)

0木下飽(東京学芸大学大学院博士課程学生)、 O河野義顕(技術教育研究会元代表)

O園土将平(鳥取大学)、 O坂口謙一(東京学芸大学)

0角 和博(佐賀大学)、 O竹野英敏(茨城大学)

0回中喜美(東京学芸大学、代表)、 O土井康作(鳥取大学)

0直江貞夫(埼玉県草加市立両新回中学校)、 O長谷川雅康(鹿児島大学)

0疋田祥人(大阪工業大学)、 O平舘善明(東京学芸大学大学院博士課程学生)

O丸山剛史(芝浦工業大学)、 O村松治幸(三重大学)

0森山潤(兵庫教育大学)、 O吉田喜一(東京都立航空工業高等専門学校)

O横尾恒隆(岩手大学)、 O山下壮(東京学芸大学教育学部学生)

ちなみに、大韓民国の委員会は、ノ・テチョン博士(国立忠商大学校教授)、チョイ・ユヒョ

ン博士(1育助教授)を中心に、アメリカ合衆国の委員会は、フランチー・ルポ博士(イリノイ

州立大学教授)、フイツリプ・カードン博士(イースト・ミシガン大学準教授)を中心に組織さ

れている。

(2) 大韓民国での調査は、目下、結果の集計中であるが、テスト問題の正答率の点では、日本の

子ども・青年とほぼ同様な水準であるとみられる。山下壮・田中喜美「韓国の子ども・青年の

技術的教養に関する調査研究一町LA調査を利用して一一JW日本産業技術教育学会第 17回

関東支部大会要旨集J2005年 12月、 pp.49-50。

(3) 大韓民国での調査では、同国の子ども・青年の技術的教養にジェンダー格差があるとは認め

られない。向上論文。
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